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プロローグ　俺とダンプと美少女と





　東京、南みなみ青あお山やま。とある書店の前に、一人の少年が立ち尽くしていた。

　彼の名前は春はる山やまマリオ。千ち葉ば県八やち街また市からやってきた十五歳の男の子である。

　都会のコンクリートジャングルで、マリオは偉大なる決意を胸に秘めているのだった。

「俺おれは……俺は……俺は……」

　荷物がいっぱいに詰まったリュックサック、両手には八街名産のピーナッツが入った紙袋。初めてきた東京に怯おびえつつも、彼は震える声でこう叫さけんだ。

「ちょっとエッチな本を買っちゃうぞおおおおお！」

　それか。せっかく田舎いなかから電車でやってきて、第一声がそれか。どうなんだ、春山マリオ。確かに彼は十五歳、多感なお年とし頃ごろである。だからと言って、いきなりそれはないんじゃないでしょうか。

「さ、書店をば」

　をば、じゃない。マリオは胸を高鳴らせながら、目の前にそびえ立つ書店を睨にらみつける。その本屋さんは駅前にポツネンとある、おばあちゃん一人で経営している昔ながらの本屋さんとはなにからなにまでが違っていた。

「ケッ、靴が汚れてる奴やつは入るんじゃねえよ」という敵意を感じてしまいそうな、とっても小奇麗な本屋さんなのである。

　いやいや、「本屋さん」とか「書店」と呼ぶのもためらわれる。きっと「ブックショップ！」と言わなければ自動ドアさえ開かなそうな雰囲気が漂っていた。

　オフホワイトを基調にした清潔感溢あふれる外観、デパートにあるようなガラスのショーウインドウが壁いっぱいに広がり、ハードカバーの新刊を間接照明で優しく照らしている。

「うぉ……、東京の本屋さんって感じがするぜ」

　さすがのマリオも、こんなオシャレな本屋さんで「ちょっとエッチな本」を買うのは気が引けた。だが、チャンスは今しかない。初めて東京にやってきた今日、この瞬間、テンションが最高潮まで上がったままの勢いで買ってしまうのだ。

　彼は恥ずかしいという感情を消すために「自分はロボットだ、ロボットなのだ」と思い込むようにする。

　そう、マリオは「ちょっとエッチな本」を買うための殺人マシーンと化し、今の状況に不必要な感情はすべて抹殺したのだ！……いや、殺人マシーンと言ったものの、殺人は関係ない。殺人って付けると強そうだから、ちょっと付けてしまっただけである。

　自動ドアの前には、グレー地にピンク色で「ＭＧＢＣ」と書いてある小さなカーペットが敷しいてあった。彼は店の前のアスファルトで丹念にスニーカーについた泥を落としてから、ゆっくりとカーペットの上に足を置く。

　静かな動作音がして自動ドアが中央から割れ、左右に吸い込まれた。目指すは、「ちょっとエッチな本」が置いてある「ちょっとエッチ」なコーナーだ。

　その書店は、中型書店と呼ぶに相応ふさわしい大きさをしていた。フロアは一階だけのようだが、かなり奥行きがあり売り場は広い。

　地元の本屋さんと違い、本がギッシリ詰まっているという印象がなかった。もっとこう、洗練されたっつんですか？　ほら、土地に余裕ありますから、スペースを十分に生かしたディスプレイしてますんで、うちは。みたいな雰囲気が漂ってくるのだ。

　店先にガチャガチャ（百円玉入れてレバー回すと、カプセルが出てくるアレです）が置いてある本屋さんが普通だったマリオにとって、この雰囲気は未体験である。

　ええい、負けるものか、と店内に足を踏み入れると、背後で自動ドアがサーッと閉まる音がした。途端にどこからかクラシックが聞こえてくる。

　クラシック。ああ、なんて崇すう高こうな音楽よ。地元の本屋さんのＢＧＭは、ＡＭラジオだったというのに、ここではクラシックなのだ。教養が違うのだ、教養が。

　幸い店内にはお客さんの姿は一人もない。足音を立てないようにして通路を移動し、ちょっとエッチな男性向けのコーナーはどこなのかと目を光らせる。

「料理の本、詩集、女の子向けのファッション雑誌。なんだか偏かたよった品しな揃ぞろえだな……」

　目を凝らして棚を観察していると、店内の一番奥にアイドルの写真集コーナーがあるのを発見した。逆に言うと、それぐらいしか「ちょっとエッチ」なオーラを出しているコーナーは存在しなかったのである。

「くっ。雑誌を買う予定だったが、写真集しかないか……。まぁ、仕方ないっ！」

　マリオは数ある写真集の中から、一番胸の大きい女の子が表紙に載っている商品を手に取ると、そそくさとレジへと向かった。ちなみに、胸の大きな女の子は、なぜか手にバナナを持っていた。ちょっとマニアックなところが、マリオの購買意欲をそそる。

　ひとまず本を選び、レジまで運ぶことに成功した。後は、レジを打つ店員さんが女性でないことを祈るだけだ。できればオジサンであって欲しい。年は取っていれば取っているほどいい。なぜなら、若い女性店員が相手だと、とても恥ずかしいからだ。

　え、アイドルの写真集とか買うんだこの人、ふぅ～ん、みたいな視線が、とっても恥ずかしいのである。最後の、ふぅ～ん、の部分がとくに心に痛い。否定でも肯定でもないように思えるが、実は全力で否定されてそうなところが泣けてくる。

　入り口の近くに設置されたレジカウンターに店員さんの姿はなかった。マリオはカウンターに写真集を置いて言う。

「あ、あの～。すみません……」

　小声である。小声過ぎである。だが、その声は店員さんに伝わったようだ。店の奥から、返事が聞こえた。

「あ、ご、ごめんなさい。今、いきますっ」

　店の奥から聞こえてきたのは、なんと若い女の声であった。

　その声が耳に入った途端、マリオは思った。

　……終わった。全すべてが終わったよ。

　瞬間的に絶望感に包まれるマリオであったが、まだ救いは残っている。

　そう、いくら若い女の子の店員さんだとしても、仕事でやっているのだ。どんなにエッチな本を選ぼうと、どんなマニアックな写真集を買おうと「これもお仕事ですから普通に接客しますよ。この人、こんな本買うんだ的な顔はしませんよ」みたいな、そういう心意気を彼女が持っていると信じようじゃないか！

「お待たせ致しました」

　そう言って通路からレジカウンターに入った少女は、マリオと同年代の女の子だった。しかも、かなりかわいい。ふ、笑ってくれよ、どうせオイラはアイドルの写真集が欲しくて欲しくてたまらねえ田舎いなかもんだよ。全身から力が抜けていくのを感じるよ。

　彼女はマリオを見て一瞬うろたえたが、平静を装ってレジに出された本を手に取る。

「え、えーと……田た中なか佐さ知ち子こ……ギリギリ全開……写真集……で……すね」

　少女は、写真集のタイトルを恥ずかしそうに読み上げた。なぜだ、なぜタイトルを音読するのだろうか。なにか意味があるのか。しかも、そんなタイトルだったのか。恥ずかしすぎる。ギリギリなのに全開というところが、とくに意味不明で恥ずかしいではないか。

「は、はい……」

　マリオは絞り上げるようにして返事をした。なんてやり取りだ、こんなのは普通の本屋さんでは行わないはずだ。もしや自分がさっき上京してきた田舎いなか者だと知って、この女、わざと羞しゆう恥ちプレイを――!?

　少女の顔は軽く紅潮していた。なにかに耐えているようにも思える。大きな瞳ひとみが潤うるんでいて、とても魅力的だった。いや、そんなこと言ってる場合ではないのだが。

　肩まで伸びた髪の毛先が、フルフルと細かく震えている。グレーのエプロンには、店先にあったカーペットと同じ色合いで「ＭＧＢＣ」と記されていた。胸の部分が妙に浮き上がっているところから、彼女のそれは結構大きいのではないかと推測される。

　東京の女の子って、カワイイんだな……胸も含めていいな……。そうマリオは思った。今からアイドルの写真集を買うという現実など忘れ、ときめきな世界へと片足を突っ込みかけたその瞬間。

「はあぁあぁぅぅうぅ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　バーコードを読み取るために写真集を裏返しにすると、少女は悲鳴に近い声を上げた。そこには、表の写真とは比べ物にならないほどエゲツない写真が載っていたのである。具体的に言ってしまえば、水着の代わりに貝殻を胸と下半身にあてがっただけの姿の写真であった。さらに、表紙では一本だったバナナが二本に増えている。

　さすがに少女にとって、貝殻水着は衝撃だったようだ。しかもバナナ二本である。しかし、そうは言っても彼女は本屋さんの店員さんなのだ。冷静さを取り戻し、バーコードリーダーでバーコードを読み取り、金額を……。

「きゃあああああああ！　変態ですぅぅうぅ！」

　叫さけんだ。力の限り、大きな声で叫んだ。それどころか、彼女は写真集の、当たったら一番痛いとこ（カド）で、マリオの頭を、突然、ブン殴なぐったのである。紙のはずなのに、ガインッという金属がぶつかったような威勢のいい音がした。予想もしない店員さんの暴力に、マリオは悲鳴を上げる。

「うぎゃあああ！　痛いぃいぃ！」

「わあああん、今すぐ帰ってください！　変態！　この変態ぃー！」

　レジ少女の叫び声を聞いて、店の奥からワラワラと他ほかの店員さんもやってきた。しかも、その全員が彼女と同年代と見られる若い女の子だった。そして最悪なことに、みんながみんな結構、カワイイのである。

「なんや!?　どないした、変態やってー!?」

「へ、へ、へ、変な人ですか!?」

「わーい！　警察呼ぼうよ、警察！」

「警察やったらあかん！　軍隊や！　レベル的に！」

　彼女たちは、犯罪者でも発見したかのような顔でマリオに駆け寄ってくる。アイドルの写真集を買おうとしただけなのに、どうしてこんな展開になるのだろうか。マリオは頭から血を流しつつ、四よつん這ばいで自動ドアへと向かった。わけがわからない。こういう時は、速攻で謝って逃げるのが正解なのだ。

「ご、ごめんなさいでしたー！　失礼しますー！」

「ま、待ちなさい！　逃げたら承知しませんからねっ！　このへんたいぃー！」

　彼はなんとか自動ドアを開け、外へと転がりだす。書店の外は、いつの間にか暴風雨になっていた。ゴオオオオオという唸うなり声のような突風が、容よう赦しやなく彼を襲う。どこまでも運の悪い男だ。

「うわあ！　大雨!?　さっきまであんな晴れてたのに!!」

　それでも逃げなくてはならない。なにしろ軍を呼ばれてしまうかもしれないのだ。警察で済んでもきっと射殺だ。たぶん東京はそんな場所なのだ。逃げなくちゃ絶対に殺やられる。マリオの頭の中には恐ろしい妄もう想そうが広がった。赤信号だというのに、彼は店の前の横断歩道を匍ほ匐ふく前進で渡ろうとする。

「逃がしませんっ！　そこを動かないでください！」

　聞き覚えのある声が背後から聞こえた。そう、あのレジ係の少女だ。彼女は書店の中で大きく振りかぶると、例のアイドルの写真集を思い切りマリオに向かって投げつけた。突風の手伝いもあり、写真集はものすごいスピードで彼に迫ると、ザクッという予想外の音を立てて突き刺さった。いや、本当に刺さったんですよ、本が。頭に。

「うは……今、パンツ……」

　マリオは、少女が写真集を投げる際、大きく広げた足の隙すき間まに白い聖域を見た気がした。頭に突き刺さった写真集よりも、そっちの方が気になってしまったのである。お年とし頃ごろの男の子だからね。

　悪いことというのは続くものである。最悪なことに、横断歩道の上で朦もう朧ろうとしている彼に向かってダンプカーが突っ込んできたのだ。危ない！　逃げろマリオ！　危険だマリオ！

　間一髪、なんとか危機を乗り越えて逃げ出したいところだが、ダンプはなんの躊ちゆう躇ちよもなく、フルスピードで彼をボッコーンと弾はじき飛ばした。

　マリオは空中を六メートルほど吹っ飛んだ後に、もう四メートルほど地面をゴロンゴロンと転がって、最後に電柱に激突して止まった。

　……頭にアイドルの写真集を突き刺したまま。



    

  
    
      

第一章　八街人間教材





「暇ひまだ……」

　事故から一週間後、都内の病院の一室にて。

　マリオはベッドの上に寝転がって天井を見上げている。健康ランドで着せられるような、妙な服を着せられ（あれは正式名称とかあるんでしょうか。ここでは仮に健康患者服とします）、足をギプスで固定されていて身動きができないでいた。

　しかし、ダンプに激突され、全治二週間というのは十分奇跡だ。背中とか首とか頭とか、なんかもー急所ばっかり打ったわりにはピンピンしている。天井から釣り下がったロープに右足が結ばれてはいるが、それ以外に大きなケガはない。

「本は買えなかったし、ケガするし、入学式にも出られなかったし……。ツイてないなあ」

　あの上京初日に起こった事故により、彼の入学は二週間遅れてしまうことになった。せっかく東京の高校に入学したというのに、他ほかの生徒に後おくれを取ってしまったのだ。

　授業についていけるのか心配だが、なにより友達ができるかどうかが不安である。きっと他の生徒達は、なになに、どこ中ちゆうから来たの？　部活は？　マジで？　ペプシ好き？　かなんか言いながら、親交を深めているのだろう。きっとマリオが途中から入っていったら、転入生のような扱いをされるのではないだろうか。

「はぁ、東京ってのは怖い街だよ」

　消毒液の香りのするベッドの上で上半身だけを起こし、彼は自分の体を点検するように見つめる。本が突き刺さった傷跡が頭にあるものの、それが一番酷ひどい怪け我がである。ギプスがはめられた右足も、捻ねん挫ざ程度で済んだそうだ。

　その時、ゆっくりと病室のドアがスライドした。

「失礼……します……」

　彼の部屋は一人部屋だったので、訪問者の声だけが妙に大きく室内に響く。その声は、まだ大人になりきれていない少女特有の甘さを含んでいた。こんなに幼い声の看護婦さんいたっけか？　マリオはそう思って顔を上げる。

　しかし、そこには誰だれもいなかった。ドアが半分ほど開いてはいたが、室内には相変わらず彼一人である。気のせいかとも思ったが、確かに声を聞いたし、さっきまでドアはキッチリと閉まっていたはずだ。それなのに誰の姿も見えない。

「失礼します……」

　さっきと同じ声が、さっきと同じ言葉を繰り返した。しかし、やはり部屋に誰かが入ってくる気配はしない。

「なんなんだよ……なんだよこれ……オバケか？　せ、背中が、ひゃっけぇ……」

　ひゃけぇとは、冷やっこい、つまり冷たいの意味である。八やち街またの方言だ。

「失礼します……」

　声は繰り返される。しかし誰だれも入ってこない。

「失礼します」

　全然失礼されてない。どうせ失礼するなら、さっさと失礼して欲しい。

「その……失礼したいのは山々なんですけど……」

　声が少し震えているような気がした。なにかに怯おびえているのだろうか。怯えているのは、むしろマリオの方なのだが。

「失礼します失礼します失礼します、します失礼……」

　最後だけなぜ倒置法？　そう思ったものの、マリオは声に出せない。なにせ、姿は見えずに声だけが何度も聞こえてくるのだ。これ、ヒャクパー幽霊だよ……。彼は恐怖を感じる。

「わーん！　失礼しまーすぅー!!」

　頼りなかった少女の声が、突然叫さけび声になった。それと同時に半分しか開いてなかったドアが叩たたきつけられるようにスライドし、何者かが病室に飛び込んできた。

「わああああああ！　ごめんなさいっ！」

　マリオは、とりあえず謝った。なんだかよくわからない人が叫びながら近づいてきた時は、謝って逃げるに限るのだ。

「…………失礼……します……」

　怯えまくっている彼に、謎なぞの訪問者は言った。唇の中で言葉が、かくれんぼをしているような小さな声だった。

「あれ……き、きみは……もしかして」

　マリオは、目の前に立つ少女に見覚えがあった。高校の制服らしい洋服を着て、手にはなぜかファブリーズを握り締めている少女。

　ファブリーズ。布にシュシュッとすると嫌な臭においが取れるというアレだ。女子高生が手にファブリーズを持っているという姿は、なかなか病院で見られるものではない。たぶん、病院以外でも滅多に見られないとは思う。

「なんで……ファブリーズ？」

　色々な疑問は浮かんだものの、とりあえず一番の疑問を口にするマリオ。指摘された少女は、大切な宝物を扱うように、「除菌効果もあります」と書いてあるプラスティックの容器を抱きしめた。

「こ、こ、こ、この前は……その、あの……すみませんでした……」

　彼の質問など一切無視して彼女は言った。いや、それはいいからファブリーズは？　とマリオは思ったが、ひとまず混乱した頭を冷静にしなければならない。

　なにせ目の前に立っているのは、上京した初日に写真集をマリオの頭に突き刺した、あの本屋さんの少女なのである。

　肩ほどまでに伸びた艶つやのある髪、そのてっぺんが「ピロリンチョ」と寝ね癖ぐせのように立っていた。それさえなければ、きっと普通の美少女に見えるであろう。しかし、そのピロリンチョ、略してピロリンチがあるせいで、どことなぁ～く垢あか抜ぬけない感じがする。良い意味で言えば親しみやすい。そうじゃない意味で言うと、限りなくアホっぽい。

「あのですね、こ、こっ、この前のことを……謝りたくて……」

　彼女はモジモジと身を動かしながら、申し訳なさそうに言った。有名なデザイナーがデザインしたような洗練されたブレザーに、フトモモが大胆に見えるミニスカートという、千ち葉ば県八やち街また市では滅多に見られないナイスな制服を着ている。胸の上でキッチリと結ばれたピンク色のリボンが、頭上のピロリンチと妙なミスマッチを醸かもし出していた。胸の前で腕が動く度に、あどけない顔とは裏腹な膨ふくらみがプニュプニュと動き、とてもマジカルであった。その膨らみの動きを目にした瞬間、マリオは察する。

　こいつ……軟乳だな。

　軟乳。「軟らかい乳」と書いて、「なんにゅう」と読む。女性の胸というのは、一般的に適度な弾力があるものである。しかし、稀まれにとろけるプリンのようにプニュプニュとした、指で押すと吸い込まれそうになる種類の胸があるのだ。それを人は軟乳と呼ぶ。いや、人が呼ぶかはわからないけど、とりあえずマリオはそう呼ぶ。マリオはそう呼ぶのだ（二回で強調してみました）。

「わたしが悪かったです、ごめんなさい」

　軟乳ファブリーズ少女は、マリオとは一切視線を合わせずに言った。

「きみが悪かった？　う、うん、確かにきみが悪かった」

　そうなのである。彼女がマリオにモノゴッツイ勢いで写真集さえ投げつけなければ、あんな大事故には繋つながらなかったのだ。彼は東京で事故を起こしたのが恥ずかしかったので「大丈夫っす、軽いケガっす、警察とかには言わないでください」と居眠り運転をしていた運転手に必死で土下座をした。それゆえに刑事事件にはならなかったが、もし大事になっていたら彼女にも捜査の手は及およんでいただろう。そもそも、マリオは写真集を買おうとしただけである。それを変態扱いしたのも彼女なのだ。

「じゃ、わたしはこれで……」

　少女は回れ右をして部屋から出ていこうとする。それを見たマリオは、思わず声をかけた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。あんなことしておいて、それだけ？　他ほかになにか言うことあるんじゃないの？」

　やや強気のマリオである。しかし、彼の言うことももっともだ。謝罪にくるなら、事故の当日に来ればよかったのではないか。なぜ一週間も経たってからやってくるのだ。本当に悪いと思っているのだろうか。

「わたしはその、これからバイトが、あるんで……」

　振り返ると、少女は泣き出しそうな顔をしていた。少し強く言いすぎただろうか？　彼は彼女の大きな瞳ひとみに溜たまった、雨粒のような涙を見てひるみそうになる。

「いやいやいや、泣くことないと思うけど……。それに、泣きたいのはこっちだし。確かに強く言いすぎたけどさ、反省してるなら怒ったりしないから」

「んむぅ。は、反省なんてしてないです。もとはといえば、全部、あなたが悪いんですからね……」

「へ？」

　声は震えていたが、彼女はハッキリとそう言った。

　どう考えても悪いのは彼女である。それなのに、反省の色などまったくないと、少女は断言したのだ。

「あなたが……あんな本、買うから……いけないんです……。あ、あ、あんな本買おうとした人のところに来て謝るなんて、わざわざダンプの運転手さんに病院聞いて、までして、その、……わたし、とっても偉いのです」

　そう言いながらも、顔が少しずつ赤みを帯びてくる。「あんな本」の裏に載っていた、貝殻水着の写真を思い出しているのだろうか。

　マリオはエゲツナイ貝殻水着のことを言われて口ごもったが、いくらエゲツナくても写真集を買うことは罪ではない。万引きしようとしたわけでもないのだから、そんなことを言われる筋合いはないのだ。

　客に写真集を投げつけ、ダンプに轢ひかした方がよほど悪いではないか。

「でも俺おれは悪くないだろ？　それにきみ、さっきから目を逸そらしてるけど人と話す……」

　思わずマリオはベッドから身を乗り出そうとする。その時、少女の表情が一変した。

　顔がピキキキキッと引きつり、瞳どう孔こうがドブァシャーっと景気よく開く。さらに全身が細かく震え出したのだ。ちなみに軟乳もプルプルと震えている。

　なにか病気の発作のようにも見えた。マリオは心配して声をかける。

「お、おいっ。大丈夫かよ？」

　その、「かよ？」の「か」ぐらいで、少女は行動に出た。手に持っていたファブリーズを拳けん銃じゆうを構えるようにしてマリオへと向けると、躊ちゆう躇ちよなく引き金（？）に指をかけたのだ。

「え？　あの、おい。なにしようとしてんの？」

「…………わーん！　変態ぃぃいいぃい!!」

　ブブブブブブブシュー！　と、爽さわやかな香りのする霧状の液体がマリオの顔面に向かって発射された。一度ではない。二度、三度と連続で引き金は引かれる。

「うわあああ！　苦い！　ホロ苦い！」

　彼は目やら口に消臭剤の直撃を受け、ベッドの上で転げまわった。天井から下がっているギプスをはめた右足に、その振動で信じられない痛みが走る。

「うぎゃああああ！　足がぁあああああ！」

「うるさいです！　えいっ！　えいっ！　えいっ！」

　顔を真っ青にして苦しんでいるマリオに向かって、少女は容よう赦しやなくファブリーズしまくる。心地よいミントの香りが部屋に広がるが、それとは裏腹に激痛が彼の顔面を襲った。

「痛い！　苦い！　ぺっぺっ！　お前、ファブリーズは人に向けてやったらダメなんだぞ！　わかってんのか！」

「言い訳無用です！　問答無用なのです！　えいえいえいえいえい（超連射）!!」

　爽やかな香りに包まれながらも、顔と右足に走る激痛により、マリオの意識はゆっくりと遠のいていった。

　ああ、なんでこうなるんだろう。最悪だ。東京は最悪だ。俺おれは、なんて運が悪いんだろうか。ふふ、今さらそんなことを言ってもしょうがないか。俺の悪運は今に始まったことじゃないんだからな。



　そう、彼は生まれた瞬間から運が悪かった。
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　マリオが生まれたのは、千ち葉ば県にある八やち街また市だ。これと言ったものはなにもなく、落らつ花か生せいだけがとりえの田舎いなか町である。

　駅から車で二十分ぐらい走ると、そこはもう、ビックリするほどに牧歌的な風景が広がっている。田んぼ、畑、牛、考えられる限りの「田舎」の要素が詰まっていた。

　住所も「一丁目三番地」「二丁目七番地」などと数えるのが一般的だが、八街では「い３」「ろ７」という、「数字表記」ではなく「い―ろ―は―に―ほ―へ―と表記」な場所だった。しかもマジで。

　家から歩いて十五分のところにあるバス停には、一日三回しかバスがこない。歩いて行ける距離に駅はない。コンビニはあるが、夜には閉まる。そう、それが八街なのだ。

　そんな田舎にある春はる山やま家にて、母親が妊娠している最中、何度も父親はこう言ったものだ。

「子供の名前は男の子が生まれたらマリオ、女の子だったらピーチにしよう」

　最初、母親は冗談かと思っていた。確かに彼は大のテレビゲーム好きだが、自分の息子に「マリオ」なんて名前をつけるわけがない。本気なわけないじゃないか。しかし、それは冗談などではなかった。難産の末にようやく産まれた子供に向かって、父親はこう言ったのだ。

「よぉ～し、今日からお前の名前はマリオだ」

　パキーンという、ガラスの割れるような音が聞こえた。それは母親の怒りの音だった。しかしマリオの父親ブンハチは、そんなことまったく気にせずに何度も繰り返す。

「あはは、ヒゲの似合う立派な男になってくれよ。なあマリオ。かわいいマリオ。俺おれのマリオ。愛いとしのマリオ最高」

　それでも母親は我慢した。大丈夫、一度名付ければ気が済むだろう。きっともうこんな間違いはしないはずだ。

　マリオが三歳の頃ころに、母親は二人目の子供を妊娠した。今度は愛くるしい女の子が産まれた。ブンハチは女の子を抱き上げながら、幼いマリオに向かってこう言った。

「マリオ、今日からお前はお兄ちゃんだよ。よかったね。妹の名前はピーチだ」

　数日後、母親は家族の前から姿を消した。

　それはもう、これでもかと言うほど、きれいサッパリいなくなっていた。ブンハチには理由がわからなかった。不安そうな顔をしているマリオに向かって、ブンハチは笑顔で言った。

「大丈夫。お母さんは、きっとすぐに帰ってくるよ。ちょっと一人になりたいだけだ。ほら、マタニティーブルーってやつだな」

　ちなみに、マリオが十五歳になった今でも、当然のことながら母親の帰ってくる気配はない。

　そんなわけで、八やち街またで農業を営いとなむ春はる山やまブンハチは、男手ひとつで二人の子供を育てることになった。

　星を見るとちょっとテンションの上がるマリオと、亀が嫌いなピーチ。そして農作業を放ったらかしにしてテレビゲームに熱中する父親のブンハチ。

　春山家はそれなりに幸せには暮らしていた。が、マリオだけは妙に運の悪い星の下に生まれてしまったようだ。

　すくすくと育った彼が、小学校に入学する年のことだ。マリオは、入学式に向かっている最中に雷に打たれた。骨が透けて見えた。卒業式の時には、川が氾はん濫らんして洪水になって溺おぼれた。口の中から水と一緒に魚を吐き出したという。

　中学に入学する際は牧場から逃げ出した牛に激突して生死の境をさまよい、修学旅行先の京都では迷子になったので歩いて千ち葉ばまで帰った（三週間かかった）。

　彼の不運は、高校受験にも容よう赦しやなく襲ってくる。

　受験勉強も完かん璧ぺき、これで志望校は絶対だね！　そう思って試験会場に向かう途中、巨大な竜巻が彼に直撃したのだ。マリオは地上数十メートルのところまで持ち上げられ、近くを流れている川に叩たたき落とされた。ビショ濡ぬれになった彼は、熱を出してしまってテストどころではなかったそうである。その後にも何校か試験を受けることになっていたが、三十九度の高熱が続き家で寝込むはめになった。

　二次試験の頃ころにはなんとか回復していたが、試験終了一分前に、マークシートの解答が全部一個ずつズレていることに気づいた。もちろん落ちた。

　人生の節目で運の悪いマリオだが、これはもうリアルに危機であった。

　高校進学をあきらめて就職するか、浪人して一年待つしかない。いくらついてないって言ってもこりゃねえよ、そう彼は思った。

「大丈夫だマリオ、来年こそガッツだ！　ほら、ピーチも笑ってるぞー」

「笑ってない。お父さん、靴下臭くさい。あと、晩ゴハンは外で食べるからいらない。お兄ちゃん、ゼルダ早く返して」

「あああうう！　娘が思春期です！　娘が思春期なんですー！」

「うるせえ！　オヤジは黙だまってろっつの!!」

　どこにも行く場所がなくなったかのように思えたマリオだったが、そんな時、親しん戚せきで学校を経営している叔お母ばからブンハチの元に電話がかかってきた。

　電話を終えた彼は、マリオに向かってこう言った。

「なあマリオ、なんか、麗れい子こおばさんが特別に入学さしてくれるって言ってるぞ？　テストなしでいいってさ？　どうする？」

「なにいいい！　本当か!?　行く！　俺おれ、その学校に行く！」

　彼にとって願ってもないチャンスだった。一度も会ったことはない叔母ではあるが、どこかでマリオの不運を聞いて気を利かせてくれたのだろう。

「いいのか？　本当に？　こっから遠いぞ？」

「遠いって、どこ？」

「南みなみ青あお山やま」

　南青山。マリオの思考が停止する。聞いたこともない地名である。

「どこ？　内房線？　外房線？」

「さあ？　どこ？」

　そんなわけで彼は、生まれて初めての幸運「試験なしで高校入学」を手に入れた。東京にあるらしい未知の土地「南青山」には不安を感じたものの、こんなことも考えていた。

「南青山、東京、都会。都会か……、ちょっと憧あこがれるな」

　八やち街またから出たことのなかった彼は、東京に憧れを持っていたのである。大人になるまで行くことはないと思っていた東京。大人になってからも行くことあんのかよ、とも思っていた東京。そんな大都会へと彼は出向くことになったのだ。

「東京って言ったら、なにしろ……ちょっとエッチな本が買えるじゃねえか」

　年とし頃ごろの少年らしい発言である。なにしろ八やち街または、住民のみんなが顔見知りみたいなものだ。もし本屋さんでエッチな本など買ってしまったら、すぐに「あらよぉ、春はる山やまさんとこのマリオくんがエロ本買ってたでよー、大人になったもんだべ」と噂うわさになってしまうのである。それは八や百お屋やさんに伝わり、飲み屋のママに伝わり、父親に伝わり、妹に伝わり、最悪の場合は学校の先生にまで伝わってしまうのだ。

　これは非常に困った事態である。避さけなければならない。

　彼は、少年ならではの欲求を満たすナイスブックに飢うえていたのだ。

　もし東京に行けば、誰だれにも知られずにちょっとエッチな本が買えるかもしれない。さらに言えば、シティーガールな恋人ができるかもしれない。そんな淡い期待を胸に、彼は荷造りをして南みなみ青あお山やまへと向かった。

「ほんじゃま、たまには帰ってこいよー！」

「お兄ちゃん、東京ばなな、買って送ってねー！」

　季節は四月。始業式の前日だった。八街駅から総そう武ぶ本線、千ち葉ば駅から総武線へ乗り継ぎ、さらに何度かの乗り換えをして憧あこがれの都会へと近づく。

「南青山か……」

　彼は父親に持たされたお土産みやげの落らつ花か生せい（八街名産）を袋いっぱいに抱えつつ、大都会への妄もう想そうを膨ふくらませる。だがしかし、東京での初日は散々な結果となった。

　ダンプ、豪雨、頭に突き刺さる写真集。みなさんご存知の通りである。
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「マリオくん……マリオくん……」

　いつの間にか眠ってしまったようだ。目を開けようとすると、鋭い痛みと爽さわやかな香りを感じる。なにが起こったのか思い出そうとしても記憶が混乱している。

　ええと、確か写真集が頭に突き刺さって、ダンプにはねられて、入院してたら女の子がやってきて、ファブリーズをブシュブシュ顔面にかけられて……。

　あれは絶対に消臭剤の正しい使い方じゃない。間違ってる。もし小さな子供が見ていて真ま似ねをしたらどうするつもりだろう。みなさんは真似してはいけないのである。

「ほら、起きて。マリオくん。マリオくん」

　マリオ？　自分の名前だ。呼んでいるのは誰だろう。一度も聞いたことのない声だ。

「春山マリオ！」

「あ!?　え、えっ!?　はいっ！」

　冷水を浴びせられたかのように、彼はベッドから跳はね上がる。

　焦点の合わない視線の先には、備え付けのパイプイスに座っている女性が見えた。

「起きた？　ずいぶんとうなされていたみたいだけど」

　合わない焦点を無理やり合わせると、長い髪の毛が見える。明るく染めてはいるが、上品なクリーム色をしていて嫌味がない。顔を傾けると軽くウエーブのかかった前髪が彼女の頬ほおをゆっくりと隠した。

「あ……あの……どなた、ですか？」

　都会の女性である。マリオは心臓がボングボングと脈打つのを感じた。

　スマートなスーツを着こなした彼女は、丁寧に笑顔を作ると、自分の手を彼の手にそっと重ねる。

「あたしは宮みや前まえ麗れい子こ。東京であなたの面倒を見ることになってるわ」

　手は重ねなくてもいいだろ。普通に挨あい拶さつすればいいだろ。そう思いつつも、薄くマニキュアが塗ってある指先が眩まぶしくてマリオはなにも言い返せなくなった。

「ブンハチさんから聞いてるわ。高校受験、大変だったそうね。でも安心してちょうだい。ちゃんとお世話させてもらうから。なにひとつ不自由なことはないように」

　父親が言っていた親しん戚せきのおばさんとは、彼女のことだったのだ。マリオは、頭の中のイメージを完全に覆くつがえされてしまった。おばさんと言うから、妙なパーマネントをあてた、「あらマリオちゃん大きくなったわねー！　アンズ食べる？　アンズ！」的なおばさんかと思い込んでいたのである。

　ブンハチ曰いわく、三十代後半ということだが、とてもそんな年齢には見えない。二十代中盤と言っても、誰だれも疑うことはないだろう。

「一体どうしたって言うの？　さっき先生と話したんだけど。来週には退院できる予定だったのに、来月まで延びたって聞いたわよ」

「ああ、それはですね……」

　マリオは自分の足にはめられたギプスを見つめる。あの変な少女が部屋にやってくる前よりも、一回り大きなものになっていた。おそらく、激痛のために気絶した彼の元へ医者がやってきて、手当てをしたのだろう。

「なにかあったの？　言ってごらんなさい」

「えと、その……あったんですけど……なんでもないです」

　見ず知らずの女の子がやってきて、顔面に消臭剤を延々と吹き付けられたなんて話、格好悪くてできやしない。彼は視線を外して話を逸そらせた。

「そう。でも本当、悪いわね。もっと早くお見舞いにくる予定だったんだけど、色々と忙しくて」

　麗子は髪の毛をかき上げて、フゥと溜ため息をついた。マリオは、彼女が校長を務める学校へと入学することになっているのだ。校長というのは、やることがたくさんあって忙しいのであろう。彼は、そんな中でトラブルを起こしてしまったことを申し訳なく思った。

「すみません、お忙しい中にわざわざ来て頂いて」

「気にしないで。そんなことよりも、早くケガを治しなさい」

　手を握ったまま、覗のぞき込むようにして麗れい子こは言った。彼女が近づくと、ほんのりと香水の香りがする。

「それに、準備に時間がかかってたから、丁度よかったし」

　ゆっくりと手を離し、麗子は身を引いた。マリオは重なっていた手がひどく汗ばんでいることに気づいて恥ずかしくなる。

「なんですか、準備って？」

「なんでもないわ、こっちの話。ところでマリオくん。ギプス、こっちに向けなさい」

「あ、はい。あの、なにか？」

「いいから。そう。ちょっと動かないでくれる？」

　彼女は手に持っていたハンドバッグから小さななにかを取り出した。

「なんですか、それ？」

「しっ。静かに」

　あまりにも真ま面じ目めな調子で言われたものだから、その通りに彼は黙だまった。

　手のひらに収まるほどのなにかを、麗子はゆっくりとマリオのギプスに近づける。

「……あ」

　慎重に彼女はギプスから手を離す。すると、真っ白なギプスになにかがくっついているのがわかった。

「すごい……ファンシー」

　最初、彼女がなにをしているのかわからなかった。真剣にそれを行っていたからこそ、理解できなかったのだ。

「あの……なにしてるんですか？」

「すごいわね……さすがファンシー」

「いや、だからなにしてんすか？」

　麗子は表情を一切変えずに、大人ならではの説得力のある口調で言った。

「シールを。貼はったの」

　全然説得力はなかった。彼女がマリオのギプスにそっと貼ったのは、かわいらしいシールだった。麗子のイメージとは不釣合いなカワイイうさぎさんのシールである。

「さすがファンシーなシール。味気ないギプスがファンシーに」

「いや、あの、麗子さん？　ファンシーじゃなくてですね？」

「しっ。次……」

　マリオが止めるのも聞かず、結局彼女は十枚ほどのファンシーシールをギプスに貼はると、満足そうに額の汗を拭ぬぐって言った。

「あ、もうこんな時間。あたしは忙しいから、帰るわね」

　なんなんだ。この人は。最初に受けた印象とは、だいぶ違う性格なのかもしれない。外見で人を判断してはいけないと言うが、ここまでギャップがあっていいのだろうか。

　麗れい子こは細い腕につけた時計を確認してから、颯さつ爽そうと立ち上がる。

「大人しくしてなさい、マリオくん。ひとまずギプスはファンシーになったけど、まだ怪け我がは治ってないのよ。退院の日までお見舞いにはこれないけど、寂しがらないように」

「は、はい……」

　言っていることはデタラメだったが、甘くて、しっとりとしていて、ハニートーストのような声だなと思った。「寂しがらないように」という部分が子供を優しく諭さとすような調子だったので、ついついマリオは彼女のことを女性として意識してしまう。

　タイトなスカートから、長い脚が伸びているのが見える。彼がボーッとしている間に、麗子のスラッとした脚は忙しげに動き出し、一度も振り返ることなく病室から姿を消してしまった。

「な、なんというか大人の魅力を持ってるけど……不思議な人だなぁ……」

　いかんともしがたい感想を漏もらしていると、廊ろう下かからガッシャーンという金属をひっくり返したような音が突如として聞こえてきた。

「わあ！　な、なんだ!?」

　ギプスが天井に固定されているので見に行くこともできない。マリオはなにか聞こえてくるのではないかと耳を澄すます。

「ちょ、ちょっと！　大丈夫ですか!?　車くるま椅い子すに無防備に突っ込んで、廊下にハデに転がってるそこのあなた！　大丈夫ですか!?」

　マリオの世話をしてくれている看護婦さんの声だった。

「……つい、うっかりね……」

　答えたのは麗子だった。どうやら、廊下に置いてある車椅子にぶつかったらしい。あれだけ大きな音がしたのだから、相当な勢いで激突したはずだ。

「ごめんなさい、失礼するわ」

　しかし彼女は、まったく慌あわてることなくそう言って歩き出した。カツカツ、というハイヒールの音が廊下から響いてくる。

「……麗子さん。どこまでも不思議な人だ……」

　バッスーン！　バコーン！　バコーン！

　今度はもっと大きな音が聞こえてきた。よく聞けば、機械音のようなものまで混じっている。

「な、なんだ!?　どうしたんだ!?」

　さっきと同じようにして耳を澄すますと、やはり看護婦さんと麗れい子この声が交互に聞こえてくる。

「わあ！　今度はエレベーターのドアに挟はさまれてる！　大丈夫ですか！」

「……うっかりね」

「うっかりじゃなくて、その場から動いてください！　立ったままだと、ドアに挟まれ続けますよ！」

「……うっかりね……。うっ（挟まれた）。うっ（挟まれた）。うっ（挟まれた）。痛い……。うっ（また挟まれた）」

「だから動いて!!」

　マリオは頭まで布団ふとんをかぶって、目を固く閉じる。

「不思議というより、少し変かも知れない……。ほんのり嫌な予感がする……」

　東京での面倒を見てくれる人のことを、ちょっとだけ信じられなくなったマリオであった。



　　　　★



　テレビドラマの中でしか見たことのないようなマンションに着いたのは、ゴールデンウィークの最終日だった。タイル貼ばり建物のエントランスで、麗子がオートロックのキーを差し込むのをマリオは不思議そうに見ている。

「どうしたの？　気に入らない？」

「いえ、そうじゃないんです。家なのに……自動ドアがあるなんて……」

　地元では鍵かぎを開けっ放しにしていても、泥棒など入ってこない。そもそも家だって広大な畑に囲まれていて、お隣さんまで歩いて五分ほどかかるような場所だ。

　そんな環境で育ったマリオにとって、建物同士が極度に接近しあい、入り口に自動ドアが存在するというのは驚きなのである。話に聞いたことはあった。テレビや漫画の中で見たこともある。ただ、実際に目の前にすると「ああ、東京なんだなあ」としみじみ思ってしまうのであった。

「あ、お帰りなさい。きみがマリオくんね？　いらっしゃいませ」

　六階にある宮みや前まえ宅のドアを開けると、中から優しそうな笑顔を浮かべた女性が現れた。シャーベットトーンのシャツにエプロンをつけ、片手にオタマを持っての登場である。マリオよりも、少し年上だろうか。落ち着いた感じがする女性だ。

「この子が娘の奈な津つ美み。あたし、娘と暮らしているの。奈津美、春はる山やまマリオくん。面倒見てあげなさい」

「春山です。よろしくお願いします」

　マリオはペコリと頭を下げる。奈津美は首を少し傾け、ニコッと笑った。

「はじめまして、奈津美お姉ちゃんです」

　その言い方は、まるで幼稚園の先生みたいだった。自分のことをお姉ちゃんと言っているのは、マリオを子供扱いしているからだろうか。

　彼女は嬉うれしそうに目を細めると、マリオの頭からつま先までを嫌味なく観察した。

「わ～～っ、マリオくんて牛くさい～～」

　口調は穏おだやかである。しかし、直球な発言であった。

「えっ!?　う、牛くさいですか？」

「それにスニーカー、アディダスなのにラインが四本ついてる。ニセモノね。好きなの、ニセモノ？」

「いや、好きとか嫌いじゃないですけど……。こ、これ、ニセモノなのか……」

　口調はあくまで優しい。声もゆったりしていて、人の悪口など言いそうにない。それなのに、上京したてのマリオの心をグサグサと突き刺すようなことを平気で言ってしまう。彼女に悪気はないのだが、だからこそ性た質ちが悪い気がする。

「そうだ。ドリア作ったんだけど食べるかな？　お腹空すいてるでしょ？　あ、コゲちゃうコゲちゃう」

　スリッパをパタパタ言わせながら部屋の奥へと向かっていく奈津美。麗れい子こはハイヒールを脱ぎながら、マリオになんてことない感じで言った。

「あの子、ちょっと素直にものを言いすぎるけど、悪気はないから。気にしないで」

　ちょっとか。ちょっとなのか。初対面で的確にマリオの弱い部分を攻撃してきたが、あれでちょっとか。これからの生活が不安になるマリオであった。

　玄関でスニーカーを脱ぎ、廊ろう下かを進む。麗子は奥にあるダイニングに向かうよう彼に言うと、いくつか並んでいるドアのひとつに入っていった。きっとそこが彼女の部屋なのだろう。ドアを閉める時、香水のかおりが風に混ざってマリオのところまで届いてきた。

「マリオくん、冷めないうちにおいでよ～」

　奥の方から優しそうな奈津美の声が聞こえてきた。さっきの会話さえなければ、素直に喜べたのだが。彼は少し怯おびえながら目の前のドアを開ける。

　カウンター式のキッチンとダイニング、そしてリビングがひとつになった部屋は、二十五畳ほどもあった。田舎いなかの家の間取りはでたらめに広いので、広さに関してマリオが驚くことはない。ただ、モノトーンを基調とした洗練されたインテリアに、アングリと口を開けてしまう。ダイニングテーブルとイス、ソファに大型液晶テレビ。そこまではなんとか理解できた。しかし、さり気なく置いてある小物などは、もうなんのためのなになのかサッパリわからないのである。

「ほらほら、遠慮しないのっ。奈な津つ美みお姉ちゃん特製のドリアだよ～」

　奈津美はそう言ってマリオをイスに座らせると、キッチンからドリアを持ってきた。

　朝からなにも食べてなかった彼は、お腹をグゥウゥと鳴らす。

「あは。マリオくんてば意地汚いんだから。あと全体的に小汚い。はい、召し上がれっ」

　彼女がゴムで結んでいた髪の毛を解ほどくと、シャンプーの香りがした。最初は麗れい子こに似て大人びているなと感じたが、髪の毛を下ろすと幼い印象になる。思ったよりも、マリオと年齢は離れていないに違いない。ひとつかふたつ上だろう。

　彼の真正面のイスに座った奈津美は、テーブルの上に肘ひじをつきニコニコと笑っている。天使のような笑顔であるが、見た目とのギャップという点では母親の麗子そっくりだ。

「どうしたの？　お姉ちゃんの顔ばっかり見て。あんまり見てると、警察呼んじゃうからね。八割ぐらい本気で」

「ええっ!?　す、すんませんっ。頂きますっ」

　マリオはスプーンを手に取ると、少しコゲめのついたドリアを口に運んだ。コクのあるチーズがたっぷりと使われていて、とろけるような甘さだ。口の中で深みのある味が広がり、東京にはこんなに美お味いしいものがあるのかと驚いた。

「どう？　マリオくんが今日退院してくるって言うから、頑張って作ったんだけど……」

「はいっ、美味しいです！　こんな美味しいドリア食べたの初めてです！　っていうかドリア食べたの初めてです！」

「本当に？　たくさん食べてね、お代わりあるから。それで、マリオくんはどこの山奥に住んでたんだっけ？　富ふ士じ山さん？　恐おそれ山ざん？　富ふ士じ恐おそれ山ざん？」

　後半の言葉はいらないんじゃないかと思いながら、彼は彼女の手料理を平らげる。そもそも富士恐山ってどこだろう。

「なにか飲み物いる？　お水でいいかな？」

「あ、はい。水でいいです」

　奈津美はミネラルウォーターのペットボトルから、グラスに水を注そそいだ。もちろんマリオの実家では水を買うなんてことはしない。家の裏側に井戸があり、ポンプで汲くみ上げた水が水道から出てくるからだ。

「でもよかったよね、大事故のわりにはすぐに退院できて」

　彼女はマリオの口の端についた米粒を指先で何気なく取ると、パクッと食べて言った。奈津美にとっては何気ないことだったが、それだけでマリオはドキドキしてしまう。

「あ、はい。本当は二週間で退院できる予定だったんですけど、ちょっとしたアクシデントがあって一ヶ月に延びちゃって」

「アクシデント？　どうかしたの？」

「いや、なんでもないです……」

　病室に入ってきた正体不明の少女が、顔にファブリーズかけたせいで、とは言えなかった。意味がわからないし、そんな不可解なこと信じてはくれないだろう。

「それにしてもマリオくんて、やっぱり牛くさいね」

「えっ!?」

「お姉ちゃん、牛とかダメなんだよね。お風ふ呂ろに入って、早く体洗っておいでよ。ってことで、はいコレ、バスタオルね」

　奈な津つ美みはどこからかバスタオルを取り出す。用意がいいのは結構だが、そんな言い方することないのではないだろうか。お風呂に入ってきなよ、だけでいいではないか。

「それともうちのお風呂は不満かな？」

「いえっ、そんなことないです。じゃあ、失礼させて頂きます……」

　マリオはバスタオルを受け取ると、持ってきた紙袋からピーナッツを一袋を出して彼女に渡した。

「あの、八やち街また名物ピーナッツです」

「わあ！　ありがとう！　でも、お姉ちゃんピーナッツ嫌いだからいらない」

「は、はい。そうですか」

　渡したばかりの袋を笑顔で突き返す奈津美。この愛くるしい笑顔がなければ、きっと嫌われ者になっているだろう……。



　廊ろう下かにいた麗れい子こに案内され、マリオはバスルームへと向かった。脱衣所で服を脱いでいる時に、実は自分がなにも知らされていなかったことに気づく。高校に進学できるという喜びにかまけ、叔お母ばである麗子の家がどんな家族構成なのかを聞くこともしなかった。

　麗子が若く美しかったことも、彼女に自分と同年代の子供がいることも知らなかった。まして、二人とも妙な性格だということも。

「東京の人って、みんなあんな感じなのかな……」

　マリオは溜ため息をつき、バスルームのガラス扉を開ける。白い入浴剤が入った、小さめのバスタブだった。シャワーで体を流してから、ゆっくりと湯船の中へと浸つかる。

「あぅ～、気持ちいい……」

　東京にきて一ヶ月、ようやく落ち着けた気がした。ダンプに突っ込まれるわ、入院するわ、爽さわやかだけど目に染みる液体を顔に吹き付けられるわで安心できる時などなかった。これからは、この宮みや前まえ家で暮らすことになる。入学の手続きや制服の手配なども、校長である麗子がやってくれているはずだ。

　立ち上る湯気を見ながら、これからの生活は大丈夫なのだろうかと考える。

　確か麗れい子こは、娘と暮らしていると言っていた。父親はいないのだろうか。もしかして離婚したとか？　彼女の顔を思い浮かべながら、あんなに若くて美人だったら、すぐにでも再婚できるだろうなと思った。

「そういうもんでもないのかな。俺おれ、子供だからわかんないや」

　口を湯の中まで浸つけて、ブクブクと泡を作る。難しい大人の問題は考えてもしょうがない。

「奈な津つ美み……さんか」

　今度は、美お味いしいドリアを作ってくれた奈津美の顔を想像してみた。彼女は少し（？）口の悪いところはあるが、とても優しくて面倒見がいい。あんな人が自分の姉だったら、文句なしである（口の悪いところ以外は）。

　麗子も奈津美も毎日このバスルームを使っていると思ったら、妙にソワソワとした気分になってくる。二人は服を脱ぎ、あられもない姿でシャワーを浴びているのだ。

「う……」

　いかんいかん。そんなことを考えては二人に対して失礼だ。せっかく好意から世話をしてもらっていると言うのに……と言えどもそこは年とし頃ごろの男の子。頭を洗う時も、体を洗う時も、ずっとそんなことをボンヤリと考えていた。

　少し長風ぶ呂ろをしすぎたせいか、足元がフラフラしてくる。マリオはそろそろ出ようと思い、ガラス扉に手をかけ、ゆっくりと引いた。

「え？」

　すぐ近くから声が聞こえた。なんだろう？　余りにも突然のことで、深く考えることはできなかった。「誰だれかの声、どうして？」頭の回転は、そこまでが精一杯だった。

　マリオの目は、数秒してからようやく脱衣所に一人の女の子が立っているのを認識した。彼女はまさに今、Ｔシャツに手をかけ、服を脱ごうとしているところだったのである。下半身はもう既すでに、下着だけになっていた。

　着替え少女は、どこからどう見ても、本屋さんのレジで見た、そして病室で見た、あのファブリーズの彼女であった。マリオは、つい小さな声で呟つぶやいてしまう。

「なんにゅう……」

　なにが起こったかわからない、という顔をしていた少女は、彼のその一言で我に返った。

「（わたしはお風呂に入ろうと思ったのです。ママは、お姉ちゃんが入ってないから入っていいよと言ったのです。だから脱衣所で脱いだのです。そしたら目の前に男の人が全裸なのです。しかも、あの、入院した、あの、へん、た、い、の……）きゃあああああああああああああ!!　ああぅあぅぅぅううぅ～……」

　しばらくブツブツと呟いてから悲鳴を上げたものの、すぐに声から力が抜け、最後には呆あつ気けなく気絶して倒れてしまった。

　叫さけびたいのはマリオも一緒である。いきなり、あのファブリーズ少女に裸を見られてしまったのだ。言葉も出てこない。なんなんだ、どうすればいいんだ。ここに彼女がいるのはなぜなんだ。

「あー、そっか。マリオくんが入ってたわね。……うっかりね」

　脱衣所の扉が開き、麗れい子こが顔を出した。彼女のうっかりによって、こんな悲しい結果になってしまったのだ。麗子は下着姿で倒れている少女と、全裸のマリオを交互に見ながら付け加える。

「えーと、この子がもう一人の娘の晴はる子こ。あなたと同い年」

　そんな場合じゃないだろ。そう思いながらも、ただ頷うなずくことしか彼にはできなかった。



「ママ！　どういうことなの!?　なんで男の人がうちにいるの!?　いつ帰るの!?」

　宮みや前まえ家のダイニングでは、目を覚ました晴子が猛もう烈れつな勢いで麗子に食ってかかっているところだった。ちなみにマリオは、麗子の指示により他ほかの部屋に避難中である。

「ちゃんと言ったわよ。今日から当分の間、親しん戚せきの子を面倒見ることになるって」

　麗子は奈な津つ美みが入れたブラックコーヒーを飲みながら答えた。

「聞いてないよ！　わたし、そんなの聞いてません！」

「嘘うそおっしゃい。ちゃんと言ったはずよ。ねえ、奈津美」



    

  
    
      



    

  
    
      　キッチンで食器を洗っていた奈な津つ美みが、顔を上げて言う。

「うん。二時間前ぐらいに聞いたよ」

　その言葉を聞き、麗れい子こが「あれっ？」という顔をした。

「そうだった？」

「そうだよ。晴はる子こは出かけてたから聞いてないと思う」

「……もっと前に言わなかった？」

「言ってませんっ！　聞いてません！　把は握あくしてません！」

　それに答えたのは晴子だった。握り拳こぶしでテーブルを叩たたき、もう片方の手でファブリーズをプシュプシュと空気中に撒まき散らしている。

「……そう。晴子、あたし、ついうっかりしてたみたい」

「うっかりで済む問題じゃないです！　そもそも、わたしが男の人苦手だって知ってるでしょ!?　それを知ってて、あえてこういうことするの!?　信じられない！」

「いい加減になさい！」

　麗子が威厳のある声で言うと、晴子は体をビクッと震わせて黙だまった。

「子供じゃないんだから、いつまでも文句を言わないの」

　真剣な瞳ひとみで自分を見つめる母親を見て、彼女の言葉は勢いを失う。

「でも、そんなこと言われても、ダメなものはダメなんだし、あの……」

　晴子の頭のてっぺんで、アンテナのように立っている寝ね癖ぐせがヘロヘロと曲がった。まるで漫画みたいな構造をしている。

「ワガママを言うんじゃないの。もうこの話はお終しまいです」

　麗子はそう言うと、イスから立ち上がって廊ろう下かへと歩き出した。

「ママ、待って！　まだ話は終わってないよ！　それに、よく考えたらママが圧倒的に悪いのに、なんでわたしのワガママになってるの！」

　痛いところを突かれた麗子は、耳に手を当てて「あーあー、聞こえないわ、聞こえないわね」などと言いながら早足で逃げ出した。

「もう、信じられないよぅ……」

　泣き出しそうな顔で晴子はファブリーズを連射する。いや、既すでに彼女は泣いていた。しかも、号泣だった。

「わーん！　お姉ちゃんもママになんか言ってよ！」

　奈津美は頬ほおに台所用洗剤の泡をつけながら、ニコニコと笑った。

「そんなに嫌なら、警察呼ぶっていうのはどう？」

「うん、そうします」

「でも警察官は、男の人だけどね」

「……やめておきます」

　晴はる子こはダイニングに隣接するリビングのソファに飛び込むと、クッションに顔を埋めて泣き続ける。

「うわーん、びえーん、下着見られましたー！」

　しばらく泣いていると、彼女は頭にふっと温度を感じた。顔を上げると、奈な津つ美みが晴子の頭に手を置いている。

「あぅ。お姉ちゃん……」

　彼女はミルクのたっぷり入った紅茶を差し出した。子供の頃ころから、晴子が泣いている時は決まってこうやってくれるのである。

「あ、ありがとう……」

　甘くて温かい紅茶を飲んでいると、気分が少しだけ落ち着くような気がした。

　赤い目を手で擦こすり、なんとか泣き止やもうと笑顔を作った。そんな健けな気げな様子の晴子を見て、奈津美は笑顔で言う。

「晴子は下着見られたんだよね？　でも、彼は全裸を見られたんだよ？　晴子の方が勝ってるよ！　よかったね、むしろ圧勝だー！」

　晴子の脳裏に、うっかり見てしまったマリオの全裸姿が蘇よみがえる。必死で堪こらえていた涙が、溢あふれてくるのがわかった。

「うわーん！　なんで思い出させるのー！　そもそも、勝ちってなにー!?　びーん！」

「大丈夫だよ晴子。勝ちなんだからね。グッジョ！」

「グッドジョブじゃなくてー！　わーん！　わーん！」

　妹の頭をなでなでしながら、奈津美は嬉うれしそうに笑っている。

　もちろん、彼女に悪気はない。元気を出させようとして言っただけだ。ただ、少しどこかズレているのである。

「それで、どうだったの？　裸。どんなだったのかな？　裸」

「わひーん！　もういいですー！　うえーん！」

「晴子、泣き止んで報告してよぅ。初めて見る男の人の裸は、どうだったの？」

「うわーん！　黙だまっててー！」

　……悪意はない。たぶん。



　　　　★



　翌日、朝食の時間になってもダイニングテーブルに晴子の姿はなかった。

　コーヒーとサラダ、パンが並ぶテーブルの前で、マリオは居心地が悪そうにしている。それに気づいた奈津美は、いつもの笑顔を作って言った。

「どうしたの？　遠慮しないで食べてね」

「そ、そうなんですけど……その、えと」

「もしかして、晴はる子この下着姿を見たこと気にしてるのかな？　大丈夫。あの子の体は、まだ完全に発育してないからセーフ」

　セーフなのだろうか。本当に。パンをくわえたまま新聞を読んでいる麗れい子このマグカップにコーヒーを注そそぐと、それにしても、と奈な津つ美みは廊ろう下かの方を見た。

「あの子ってば、どんなに忙しくても朝ゴハンだけは食べるって言うのにね……」

　視線の先には、晴子の部屋がある。昨日、あれから彼女は自分の部屋に閉じこもって出てきていない。下着姿を見られたことがよほどショックだったのか、それともマリオの裸を見たことに耐えられなかったのか。どっちにしろ、心に深い傷を負ってしまったことには違いないだろう。

「まったく、仕方のない子ね」

　新聞から視線を外し、麗子が呟つぶやく。

　まさか、あの本屋の暴行少女、そして病室ファブリーズ少女が宮みや前まえ家の娘であったとは。マリオはサラダをフォークでつっ突きながら、これからの新生活に不安を覚えた。特別仲良くなくてもいいが、あそこまで変態扱いされてしまっては困る。ひとつ屋根の下で暮らす者としては、せめて日常会話ぐらいは交わしたいものだ。

「あの、俺おれ、謝ってきましょうか？」

　彼が言うと、麗子はテーブルの上に新聞を置き、ゆっくりと立ち上がった。

「大丈夫。わたしが話してくるから。新聞、読む？」

　彼女はマリオに新聞を渡すと、キビキビとした足取りで晴子の部屋へと向かう。

　麗子の力強い歩調を見て、マリオは彼女に任せておけば解決するかもしれないと思った。しかし、渡された新聞の日付が昨日のものであったことに気づいた時、ああやっぱり無理かも……と溜ため息をつくのだった。

「晴子。開けるわよ」

　麗子は返事も聞かずに晴子の部屋のドアを押し開けた。女の子らしくきれいに整せい頓とんされた室内、ベッドの隅で彼女は毛布に包くるまって横になっている。

「どうしたの、起きないと学校に遅刻するわよ？」

「休みます。お腹痛いです」

「嘘うそつきなさい。食事も取らないで。なにかあったの？」

　その言葉を聞いた晴子は、ガバッと起き上がり恨うらめしそうな視線で麗子を見つめた。

「なにかあったのじゃないよ！　どうしてうちに男がいるの？　それもそれも、寝る場所がないからって書斎を使うなんて……信じられない!!」

「仕方ないでしょ、あの部屋しか空いてる部屋はないんだから」

「だったら家に男の人なんて泊めないでよ……。それも、あんな変態……」

「変態？　バスルームに入ったのはあなたでしょう？」

「そうじゃなくて！　あの人、アイドルの写真集なんて買おうとしたの！　信じられない！　不潔です！」

　麗れい子こは勉強机の上に腰をかけると、珍しく優しい調子で答える。

「男の子っていうのは女の子に興味があるものよ。だから、それぐらいで軽けい蔑べつしないの。そもそも、なんでそんなこと知ってるの？」

「はぅ、来たのですよ。お店に……」

　晴はる子こはまたしても毛布に包くるまると、麗子とは反対の方向、壁を向いてゴロンと横になった。マリオについての話なんて聞きたくもない、という感じだ。

「店に？　そう。じゃあ話は早いわ……」

　嫌な予感がした。晴子は反射的に起き上がると、麗子に向かって問いただす。

「ちょっと、ママ、変なこと考えてないよね？」

　しかし、その時にはもう彼女の姿は部屋になかった。その代わり、勉強机の上にビニール袋に包まった菓子パンがひとつ置いてあった。

「わたしは……食べ物で釣られるような女なんかじゃないのです」

　グゥゥゥウウゥ、とお腹から音がする。慌あわてて毛布でお腹を押さえて、音が聞こえないようにした。

「……ないのです……。ぱくぱくぱく」

　ぱくぱくぱく。



　それから数十分後。自室として与えられた書斎でマリオが制服に着替えている間に、晴子と奈な津つ美みは家から出発したようだった。リビングに戻ると、麗子だけがタバコを吸いながらソファにもたれかかっている。

「マリオくん、今日は初登校の日だから、あたしとゆっくり出かけましょう」

「え？　その、どうしてですか？」

「その方が都合がいいの。なにかと、ね」

「は、はぁ」

　一時間ほど時間をつぶすと、ようやく麗子は車の鍵かぎを持って立ち上がった。

　マリオは彼女の高級外車に乗せられ、入学することになっている高校へと向かう。

「今は授業中だから、生徒は外にいないはずよ。転入生が来ると、混乱するかもしれないから」

「混乱？」

　校舎の裏手にある駐車場に車を止め、職員兼訪問者用の入り口から中へと入る。まだ建って数年だろうか、清潔な印象を受ける校舎だった。近代的で、手入れが行き届いている。

　校舎の中に入ると、麗れい子こが言った通り廊ろう下かには誰だれもいなかった。

　校長室は職員室の隣にあった。学校というより、オフィスかなにかのようにシンプルな部屋である。来客者用のソファとテーブルもあるが、カフェに置いてあるようなデザインに特化したもので、これも学校という印象が薄い。

　麗子が内線電話をかけると、まもなく若い女の教師がノックと共に入ってきた。長めの髪の毛に軽くウエーブがかかっていて、大きな瞳ひとみが優しそうな彼女の性格を表している。薄い生き地じのニットを着ており、大きな胸が妙に強調されていた。マリオは年とし頃ごろの男の子なので、ついつい胸に目がいってしまうのは許して欲しい。

　大人しい少女趣味のロングスカートは少し流行から外れてはいたが、とてもよく似合っている。

「あの、校長、お呼びでしょうか？」

「前にも話したと思うけど、彼が春はる山やまくん」

　麗子に言われ、マリオはペコッと頭を下げる。

「春山マリオです」

「はじめまして。担任の松まつ永ながです」

　松永先生は少し遠慮がちに挨あい拶さつをした。それから、彼の顔をジッと見つめる。その視線に、マリオはほんの少しだけ違和感を感じた。なにか珍しいものでも見るような目をしていたからである。

「松永先生、あんまり彼のことを脅おどかさないで」

「あっ、すみません。この子が人間教……」

　そこまで言って、彼女は大げさに手で口を覆った。

「な、なんでもありません！　それじゃ春山くん、あなたのクラスは１年Ｄ組だからね。そこの階段を降りて、本校舎から渡り廊下を歩いて別棟の一番端だからわかると思います。先に行っててくれますか？　わたしは、校長と少しお話がありますから」

「はい、わかりました」

　もう一度頭を下げて、マリオは校長室から自分のクラスへと向かう。初めての高校。それも、都会の高校。そのことで彼の気分は少し高ぶっていた。

　だからこそ、彼は気づかなかった。

　本校舎のクラスは全すべて「１‐１」「１‐２」という表示なのに、彼が辿たどり着いたクラスだけが「１‐Ｄ」となっていたことに。

「よし、頑張るぞ……」

　マリオは気を引き締めて、教室のドアを開く。ガラガラガラと大きな音がした。

　どんなクラスメイトがいるのだろうか。どんな学校なのだろうか。

　期待と不安を胸に、記念すべき新生活への第一歩を彼は踏み出した。

「……え？」

　マリオは目の前に広がった光景に自分を疑った。

　教室の中では、女の子だけが三十人ほど楽しそうにおしゃべりをしていたのだ。

　それも、一人残らず下着姿で。

　いや、正確には制服を脱ぎかけの女の子、下着だけの女の子、体操服に着替え終わった女の子であった。が、そんな些さ細さいな違いはマリオに関係ない。

　自分は、とんでもなく場違いなところにいる、という感覚だけが強く彼を襲った。

　おしゃべりに夢中で、誰だれもマリオのことに気づかない。このまま逃げてしまおうか、教室に体半分踏み込んだ状態で彼は考えた。どうしよう、教室を間違ったのだろうか。それとも、これは、夢なのか。同い年の女の子が数十人単位で半裸に近い状態でいるなんて、これは、それは、あれは、なんというか……。

「あああああ！　あなたっ!?」

　そして昨日と同じように、誰かの声がした。教室のドアに一番近い席、そこでマリオのことを睨にらみつけていたのは、他ほかでもない晴はる子こだった。

　そして、悲鳴は連鎖する。

「きゃああああ！　男がいるうううう！」

「助けてええええ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「いやあああん！　逃げないと酷ひどいことされるううう!!」

「わあああああんん!!」

　どうすればいいかわからなかった。なにしろ、叫さけび声を上げるだけでなく、顔を真っ青にして倒れてしまった生徒もいるのだ。中には口から泡を吹いている女子もいる。

「うわあああ！　ごめんなさい、悪気はなかったんです!!」

　マリオは踵きびすを返して廊ろう下かを走り出した。

「なんなんだよ！　これは、どうなってるんだ!?　泡吹いて倒れてたぞ!?」

　別棟から本校舎に入ると、悲鳴を聞いた生徒たちが教室から顔を出してマリオのことを見ていた。

　それら全すべてが女子、女子、女子、どこからどう見ても女の子だけしか存在していない。

「なんで女子ばっかりなんだよ！　この学校に男子はいないのか!?」

「いないわ！」

　ひとまず校長室に逃げ込もうと思っていたマリオに声をかけたのは、麗れい子こだった。

　彼女はゆっくりと階段を降りてくると、マリオに向かって言う。

「マリオくん、ようこそ私立宮みや前まえ女子高等学校へ」

「宮前女子高等学校……女子高!?」

「あなたは今日から、この女子高に入学してもらうことになりました」

　なにがなんだかわからない。なんで男子の自分が女子高に？

「あなたは男だん性せい恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくプログラム専門クラス、通称Ｄ組にて、人間教材になってもらいます！」

「に……人間教材？」

　人間教材。

　男性恐怖症克服プログラム。

　その言葉がなにを示しているのか、マリオにはこれっぽっちも理解することはできなかった。



    

  
    
      

第二章　それがＤ組





「先生！　わたしたちは納得できません！」

　１‐Ｄの教室、廊ろう下か側の一番前の席にて、宮みや前まえ晴はる子こはビシッと手を挙げた。

「宮前さん。そ、そんなに怒らなくてもいいじゃないの」

　まるで自分が責められているような気がして、松まつ永なが先生は困惑する。全すべては校長の麗れい子こが決めたことなのだから、自分に言われても仕方がないのだ。

「どうして男子が女子高に入ってくるんですか!?　それも、よりによってあんな……」

　晴子は二度も下着姿を見られてしまったことに対して、大変な屈くつ辱じよくを感じていた。しかも、今日はいていたのはクマさんの柄がらのついた子供っぽい下着だったのである。洗濯物の関係で、それしかなかったのだ。ただでさえ恥ずかしいのに、それを、あの、忌いま々いましいマリオに見られるとは一生の不覚であった。

「そうや、晴子の言うことはもっともやで！　なんで男が女子高におんねん！」

　晴子の隣に座っていた女子が声を上げた。外側に跳はねたショートカットの彼女は、気が強そうな瞳ひとみをしている。不満げに唇を噛かみ、机の上で固く握り拳こぶしを作った。

「今いま井いさんまでそんな……。これはわたしが決めたことじゃないんです、だからわたしに言われても困ります」

「そうかもしれんけど、男が入って来るなんて聞いてへんで！　うち、こんな学校やめさしてもらうわ！」

「ちょ、ちょっと静しずか！　落ち着いて！」

　イスから立ち上がり、カバンを手にした今井静を見て、さすがに晴子も止めに入った。彼女の性格からして、本当にこのまま出て行きかねない。

「晴子、あんたは耐えられるんか!?　同じ教室に男がくんねんで!?　男が吐いた二酸化炭素を吸うかもしれへんやん!?　キショいわ！　詐さ欺ぎや！　こんなん詐欺やないかーっ！」

　そうだ、詐欺だ、詐欺だ！　と数人の女子が声を荒げる。松永先生は、深く溜ため息をついてから、黒板にチョークで「男性恐怖症克服プログラム専門クラス」と大きく書いた。

「うー、みなさん、お静かにしてくださいっ！　ここは男の人が怖い、男の人と話せない、そんなみなさんが男性と一緒に社会生活を送れるようになるためにと作られた特別教室です。だから、そのためのカリキュラムが組んであるんですよ。春はる山やまくんの入学は、カリキュラムに沿ったものなのですから、不満を言われても困ります。春山くんには、人間教材としてＤ組に入ってもらうことになっているんです」

　人間教材？　静しずかは舌打ちをしてから乱暴にイスに座った。晴はる子こは、彼女が座ったのを見て胸を撫なで下ろす。

「この特別クラスは今年からスタートしたものです。まだ始まって一ヶ月しか経たっていません。だから、様々な改良を加えながら、みなさんが将来困らないようにと……」

「はいはいはーい！」

　松まつ永なが先生の冷や汗を流しながらの説明を、能天気な声が邪魔をした。見てみれば、髪の毛をふたつにくくった背の低い少女がピョコピョコと手を挙げている。

「はい、羽はね田ださん」

「はーい！　あのね、千ち佳かは思うんだけど、男の子がきても仲間はずれにしないで、仲良くすればいいと思います！　以上っ！」

　それを聞いた静は、バスン！と机に手を叩たたいて反論する。

「なんやねん千佳！　お前かて男が嫌いなくせに、ようそんなん言えるな！」

　強い調子で言われた彼女だったが、まったく気にせずにあっけらかんと言い返す。

「えー!?　だって仲間外れはよくないってお父さんが言ってたよ？」

「仲間はずれって言うのとは違うでしょ？　ねえ千佳ちゃん、思い出して。この前だって登校中にナンパされて卒倒してたじゃない？」

　晴子が諭さとすような調子で言うが、千佳はポカンとした顔をする。

「そうだっけ？　忘れちゃった……」

「忘れたらあかんて！　泡吹いたあの朝を忘れたらあかんて！」

　静が痺しびれを切らして怒鳴った。確かに羽田千佳は、一週間前の登校中に他ほかの学校の男子生徒に声をかけられたのである。その時に彼女は全身にジンマシンを出し、さらに奥歯をガチガチと言わせ、最終的には「ひぃ～」という情けない声と共に倒れてしまったのだ。そのくせ自分では男子のことなど怖くないと思っているのだから、厄やつ介かい極まりない。

　Ｄ組にいるのは、程度の差はあれ全員が男子と普通に接することができない女の子たちばかりだ。それを克服するために、この特別クラスへとやってきたのだ。

　ある者は自主的に、ある者は親に薦められ、様々な事情と様々な過程により、Ｄ組へと少女たちは集まった。

「響ひびき！　お前はどう思う!?　男が来るやなんて冗談やあらへんやんな？」

　突然静に話を振られた室むろ田た響は、うっと黙だまり込んでしまった。クラスの中でダントツに背が高く、担任の松永先生よりも長身の彼女は、いつもなにを考えているのかわからない。半分眠っているような顔で、静の発言の意味をゆっくりと考えた。

　男子。確かに男子は苦手。できることなら関わりたくない。でも松永先生が悪いわけじゃない。それに、決まってしまったことを言っても仕方ない。でもでも今いま井いさんは怒ってる。怒ってるのはよくない。怒らないで欲しい。あ、そうじゃなくて、男子。男子が来たら。近くに来たら。困る。困るけど松まつ永なが先生も困ってる。

「……うぅ」

　響ひびきは頬ほおに一滴だけ汗を浮かべた。それを見た静しずかは、バチコーンと手を叩たたいて松長先生に訴える。

「ほら見てみ！　響かて困ってるやんか！　男はいらへんって汗かいてるやんか！」

「……そういうわけじゃ」

「うるさい！　響は黙だまっててや！」

「う」

　次第に興奮していく静を見て、晴はる子こは自分が彼女を大人しくさせなくてはならないと焦った。だが、もし彼女を止めたらマリオと一緒に過ごすことが確実なものになってしまう。家に帰ってもマリオ、学校にいてもマリオ、そんなのは辛つらすぎる。死んだ方がマシだ。

「あのっ！　こ、こういうのはいかがでしょーかーっ！」

　手を挙げたのは、澤さわ崎さき美み鈴すずであった。日本人形のように真っ黒い髪の毛を、キッチリと揃そろえてカットしたお嬢様風の少女である。Ｄ組にいるということは、もちろん美鈴も男性恐怖症だ。普段は大人しい彼女だが、突発的に大声を上げて意見することがある。今が、その時ということだ。

「これは学校の方針ですから、そう簡単には覆くつがえらないと思うのです。ですが、確かに今いま井いさんの言う通り、いきなり男子と一緒に過ごすというのはわたしたちには辛いことなのです。そこで、折せつ衷ちゆう案というのを出してみてはいかがかと思うのです……」

　手を挙げた時の勢いは、すぐに消えてしまい、最後には声が震えて涙声のようになっていた。しかしそれはいつものことなので、誰だれも気にしている様子はない。

「せっちゅーあん？　なんやそれ？」

　静は胡う散さん臭くさげな顔をして美鈴のことを見ている。松永先生は、とにかく一秒でも早くこの話題を切り上げなくてはと思い、チョークを掴つかんで黒板にこう書いた。



　◎決定でございますっ。



　それも、とてつもなく大きな文字で。

「澤崎さん」

「は、はい？」

「それに決定しましょう！」

「いえ、その、まだなにも言ってないのです……」

「いいえ、それに決定しました。それではみなさん、わたしは一時退却します」

　そう言うと彼女は、逃げるようにして教室から出ていってしまった。

　なし崩し的に自習になったものの、勉強をする者など一人もいない。次の授業は体育だったために、体操服に着替え終わった生徒と制服のままの生徒が入り乱れてのおしゃべりが始まる。

　晴はる子この周りには、まだプンスカしている今いま井い静しずか、なにやら楽しげな羽はね田だ千ち佳か、なにも言ってないのに意見が通ってしまった澤さわ崎さき美み鈴すず、そしてなんとなくいるだけの室むろ田た響ひびきが集まってきた。女の子は仲良しでグループを組む傾向があるが、この五人がそれであった。

「あったまくるわ！　なんで男なんか連れてくんねん。晴子、お前のおかん、頭が変なんと違うか？」

　完全に名前負けをしている静は、苛いら立だちを隠さずに晴子に詰め寄る。横では能天気に千佳が「まーまー」と彼女をなだめようとしていた。

「わたしだって信じられない。ママがなにを考えてるのか全然わからないし」

「あのね、千佳は思うんだけど、歓迎会とかしない？　ジュースとアイスで乾杯！」

「ティッシュで薔ば薇らなら作れるよ……」

　ボソッと響が呟つぶやくが、千佳には聞こえなかったようで、「ガリガリくんでしょ、ガリガリくんレモン味でしょ、ガリガリくんコーラ味でしょ」と指を折っている。

「千佳、うるさいわっ！」

　静が頭をパコッと教科書で叩たたくと、彼女は大げさに頭を抱えて床にしゃがみ込んだ。

「あぁっ。千佳ちゃん、大丈夫？」

　晴子は子供にしてやるみたいに、いいこいいこと頭を撫なでる。涙目になった千佳は、ムクククと唇を噛かんで泣くのを我慢した。

「あらあら、騒がしいことですわね」

　仲良しグループの外側から、嫌味を含んだ声が聞こえてくる。確かに騒がしいのはその通りだが、わざわざそれを指摘しにやってくるということは。

「星ほし野のさん……なんですか？」

　晴子の声に、星野花か梨りんがダンスを踊るようにおじきをした。

「なんや、あんたか」

　入学式の日から、どうも静と花梨はウマが合わないようだった。思ったことはなんでも口に出す静と、気取った調子の花梨。水と油とまでは言わないが、外から見ている晴子も二人が親友になるとはとても思えない。

　静が彼女を嫌うのには、もうひとつ理由があった。花梨は常に複数の女の子を従え、お姫様のように行動しているのだ。それは仲良しグループというには少し違和感がある。彼女の周囲にいる女子は、「友達」というよりは「取り巻き」という印象が強い。

　その中でもミミエという女子は、まるで恋人であるかのようにして花梨に寄り添そっていた。今こうして話している最中でも、ミミエは花梨の手を握って、自分の腕を彼女の胸に押し付けるようにして立っている。

「あんたらな、正直言ゆうてどうかと思うわ。イチャイチャするんは勝手やけど、学校でせんでもええやんか」

　ミミエは静しずかが言ってるのが自分のことだと気づき、不安そうな顔で花か梨りんを見上げた。

「大丈夫ですわよ、ミミ。お猿さんが騒いでるだけですから」

「むきぃぃぃ！　誰だれがお猿さんやってぇぇええぇ!?」

　静はイスから立ち上がると、机を飛び越えて花梨に掴つかみかかろうとした。咄とつ嗟さに千ち佳かが止めに入るが、あっさりと跳はね飛ばされて床にゴロンゴロンと転がる。次に響ひびきがチョイと静の背中を掴むと、彼女は前に進めなくなり、ルームランナーのようにその場で足踏みを繰り返した。

「もういっぺん言うてみぃや！　誰がお猿さんや！」

「あなたですわよ、今いま井いさん。ミミ、見てごらんなさい。ほら、バナナ好きそうでしょう？」

「わー、本当ー。好きそうな顔してるー。バナナ食べる？　エンピツしかないけど」

「食べるかっ！」

「大丈夫だよ！　ミミの持ってるエンピツ、６Ｂだよっ」

「芯しんが柔やらこうても食べられへんわ！」

「えー？　ミミは食べるよ。ガジガジ」

「あらあら。ミミ、エンピツは食べられなくってよ。もう食べちゃダメですわよ」

「はーい」

「あんたら頭おかしいんか！」

　フンガフンガと鼻息を荒くする静を無視して、花梨は晴はる子この方へと視線を移す。

「宮みや前まえさん。これもあなたのお母様がお考えになったことなんでしょう？　もしなにかあったら、ちゃんと責任取ってくださるのかしらね」

「わたしには関係ないです。それに、なにかあったらって、なんですか？」

　晴子の答えも聞かずに、彼女はミミの髪を何度か撫なでると、そのまま何も言わずに立ち去ってしまった。

「なんやねんアイツ！　ムカつくわぁー！」

　響に解放された静は、床の上にあぐらを組んで文句を撒まき散らす。

「あのっ！　ここ、こ、こういうのはいかがでしょうかーっ！」

　その時、騒ぎの最中ずっと黙だまっていた美み鈴すずが不意に大きな声で言った。

「えと、あの、復ふく讐しゆうするなら、ネジリンボウがいいかと思うのです……」

　大声を出したわりには、注目されると小声になってしまう美鈴である。

「ネジリン……ボウ？　なんやそれ？」

　聞きなれない言葉に、静が聞き返す。

「はい、ネジリンボウなのです。気に入らない人には、そう決まっているのです。そうですよね？　ねっ？」

　ね、じゃなくて。美み鈴すず以外の四人は、彼女が切々と訴えていることがなんなのかよくわからなかった。なんにしろ、「ネジリンボウ」という言葉の響きは、可か憐れんそうな彼女には似合わない。なんか、微妙にネガティブな感じがして。



「なんで俺おれが女子高に入らなくちゃいけないんですか！　それに、人間教材ってどういうことですか!?」

　その頃ころ、校長室ではマリオが麗れい子こに食ってかかっていた。彼女は窓の外を見ながら、背後で怒鳴っている彼に対して冷静に答える。

「あたしがこの学校を作ったのは三年前のこと。最近の学校教育に疑問を持ったのがきっかけ。あたしはあたしなりの教育理念を持って子供たちを育てたかった」

「なんですか、それ……。それと俺が女子高に入るのと、なんの関係があるんですか？」

「人と人との心の交流。それがなければいくら勉強ができても意味がないの。それで、色々と調べたのよ。まぁ、晴はる子このためでもあるんだけど」

「晴子……さんのため？」

　マリオは彼女が自分を激しく拒絶したことを思い出す。だが、よく考えてみれば「男性恐怖症克服プログラム」のクラスに晴子はいたのだ。大げさなどではなく、本当にマリオのことが怖かったのだろう。

「あの子は男の子が怖いの。会話もまともにできないし、近くに寄られただけでも緊張する。触れられるなんてもってのほか。そんなあの子が普通の学校に行けると思う？　答えはＮＯ。それでね、あの子みたいな女の子が東京に他ほかにいるかしらって考えたの。そうしたら、いたのよ。それも、学校のクラスがひとつできるほどね。そこであたしは決めた。男性恐怖症の女の子たちを集めて、それを克服する勉強をさせようと。そうして、男性恐怖症克服プログラムクラス、通称Ｄ組が誕生したの。いろいろと準備期間が必要で、晴子の入学にギリギリ間に合ってクラスは正式に動き出した。つまり、一ヶ月前のことね」

　得意げに話す麗子だったが、どうしても納得のいかないことがマリオにはあった。

「で、それはいいんですけど、なんで俺なんですか？　どうして俺がそのクラスに入ることになったんですか？」

「あなたはどこにも行く場所がなかったでしょ？　好都合だったのよ」

　確かにマリオは高校受験にことごとく失敗し、この宮みや前まえ女子高しか受け入れてくれる場所はなかった。だからと言って、人間教材なんてわけがわからないものになるつもりはさらさらない。

「そりゃ俺はここしか行く場所はないけど、そんな妙なクラスに入るつもりはありません。そもそも女子高に男子って時点でおかしいでしょ？　俺おれは八やち街またに帰ります」

「そうもいかないの」

「どういうことですか？」

　麗れい子こはそこで初めてマリオの方へと振り返った。普段よりもずっと真ま面じ目めで、シリアスな目をしている。

「晴はる子この男性恐怖症を治すには、あなたの力が必要なの」

「それは……どういうことですか？」

「自分の胸に手を当てて考えてみなさい」

　彼は言われた通り、そっと胸に手を置き、心当たりがないか考えた。

　しかし、彼女の言うことに思い当たる節はまったくない。

　結局、それ以上のことを麗子は口にすることはなかった。

　マリオは今すぐにでも荷物をまとめて八街に帰りたいと考えていた。しかし、帰ったところで行く学校もない。だとしたら、嫌でもここに残るしかないのだ。

　それに、晴子に対しての負い目も少し感じていた。ただでさえ男性に恐怖心を持つ彼女に対して、二度も下着姿を見てしまったのだ。悪気がないとは言え、傷つけてしまったに違いないだろう。そう考えると、このまま帰るのも悪い気がする。せめて、一言謝ってからでも遅くはない。マリオは迷いながらも、もう少しだけここに留とどまることを決めた。

「じゃあ春はる山やまくん。簡単に説明するわね」

　本校舎の廊ろう下かを歩きながら、松まつ永なが先生が宮みや前まえ女子高等学校についての説明を始める。

「さっき校長からも説明があったけど、この学校には今年から特別なクラスができました」

「男性恐怖症克服クラス……Ｄ組ですね」

「そう、その通りです。目的は生徒たちの男性恐怖症を克服すること。春山くんは、Ｄ組の人間教材として今日から三年間過ごしてもらいます」

　三年間……。その言葉に、マリオは早速憂ゆう鬱うつな気分になった。そんな長い間、ここにいるつもりはない。晴子に謝ったら、さっさと逃げ出そう。

「具体的にどんなことするんですか？」

　校舎の階段を降りつつ、Ｄ組へと二人は向かう。松永先生はマリオと微妙な距離を取りながら、廊下を進む。

「わたしがしっかりカリキュラムを組んだから、春山くんは心配しなくて大丈夫っ」

　そうは言われても、こんな状況で安心などできるわけがない。男性恐怖症のクラスということは、クラスメイト全員が自分のことを怖がるということだ。何事もなく、無事に過ごせるとは考えられないではないか。

「授業は基本的に男性恐怖症を克服するための勉強が中心。それ以外の普通学科は、余った時間でやることになってます。テストに合格すればＤ組から通常のクラスに移動……あれ？　あそこにあるの、なにかしら？」

　本校舎から渡り廊ろう下かを抜けて別棟を歩いていると、廊下になにかが置いてあるのが見えた。それはＤ組のドアの前にポツンと存在している。

「机と……イス？」

　松まつ永なが先生はそう呟つぶやいた。確かに、Ｄ組の前の廊下には机とイスがセットになってひとつだけ置いてある。どういうことだろうか？

　松永先生は不思議に思いながら教室に入った。生徒への配慮から、マリオは廊下で少し待ってもらうことにする。

「あの、みなさん、あれってどういうことでしょうか？」

　ドアが開くなり、教室にいた生徒たちはビクッとなって一斉に振り向く。さっきの男子が戻ってきたのかしら!?という顔をしていたが、その声の主が松永先生だとわかると安心して表情を緩ゆるめた。

「どうして廊下に机があるんですか？　誰だれか答えてくださいっ」

　好き勝手に散らばっていた生徒たちが、自分の席へと戻っていく。喧けん騒そうの中で手を挙げたのは、マリオの入学に一番反対していた静しずかだ。

「これが折せつ衷ちゆう案や。美み鈴すずが言ゆうてたやつやね」

「折衷案？」

　松永先生が席に座っている美鈴に目を向けると、彼女は遠慮がちに立ち上がる。

「その、いきなり同じ教室で授業というのも辛つらいので、まずは廊下にいてもらえばいいのではないかと思ったのです」

　美鈴が発言すると、クラスのほとんどの生徒が「さんせーい」と言って手を挙げる。

「なるほどね。それが澤さわ崎さきさんの言う折衷案っていうことですか……」

「そ、そうです……」

　消え入りそうな声を出した後に、美鈴はイスに座った。他ほかの生徒よりも少し長めのスカートが、フワッと花のように膨ふくらむ。

　教室を見渡してみると、生徒たちが神経質そうに松永先生の返事を待っていた。確かに男性恐怖症の彼女たちと男子生徒が同じ室内で過ごすというのは無理があるかもしれない。松永先生はしばらく考えた後に、仕方ない、というふうに言った。

「わかりました。じゃあ春はる山やまくんには、廊下で授業を受けてもらいます」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　松永先生の声を聞き、生徒たちが顔を明るくしたその時。教室の後ろのドアが開き、マリオがドカドカっと踏み込んできた。

「なんで廊下なんですか！　それっておかしくないですか!?　そもそも……」

　彼は生徒たちに向かって抗議の声を上げようとしたが、教室内の様子が一変したことに気づいた。さっきまで明るい顔をしていた女子たちの表情が、見る見るうちに曇っていく。あ、やばい。脳がピコーンと反応するよりも早く、晴はる子こが机の上に置いてあったフデバコを思い切りマリオに投げつけた。

「いやああああ！　急に入ってこないでください！」

　咄とつ嗟さにフデバコを避よけた彼だったが、間髪入れずに机がバォボイーンと飛んできた。フデバコを投げた晴子を見て、静しずかが反射的に机を放り投げたのだ。

「うわああああ！　机は危ない！」

　スローモーションで、机がゆっくりと自分に吸い込まれていくのが見える。そしてそれは、ガッツリと顔面に直撃するのであった。



「はい、じゃあ教科書の二五ページを開いてください」

　松まつ永なが先生の声が、教室の中から小さく漏もれてくる。マリオは結局、廊ろう下かにポツンと置かれた机で授業を受けることになった。大きなコブができたオデコを、ナデナデと撫なでながら。

「春はる山やまくん、大丈夫だから。ちょっとずつ机を近づけて、一週間後ぐらいには体の半分ぐらいは教室に入れるように頑張ろうね」

　松永先生はそう言って彼を元気付けたが、一週間しても体半分しか近づけないのか、とマリオは溜ため息をつく。まあ、さっきの彼女たちの反応を見れば、それも無理はないと思うが。

　もう五月だとは言え、だだっ広い廊下を流れる風は冷たい。彼は自分の置かれた境遇を恨うらめしく思いながらも、机の中に用意された「Ｄ組専用教科書」と書かれた本を取り出した。男のマリオにとっては、こんな教科書はもちろん必要ない。だが、Ｄ組が男性恐怖症克服を専門にしているクラスだとしたら、一応は目を通しておかなくてはならない。

　教科書のページをめくると「男の人は怖くない！」と太い文字で書かれており、アニメのキャラクターのような男の子と女の子が手を繋つないでいるイラストが載っていた。
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　なんなんだ。この謎なぞに満ちた教科書はなんなのだ。よく見れば、「作：‥松まつ永なが先生」と書いてある。ということは、この妙な文章はあの人が全部書いたということなのだろうか。

「つーか、デタラメだ……」

　この教科書を使って授業が進められてきたのかと思うと、これから先が不安になった。

「男の人は夜に伸びる」ってなんだろう。伸びないだろ、男は。なにが伸びるのだ。どこが伸びるのだ。背が伸びるということだろうか。だとしたら、成長期だったら女子だって伸びるのではないか。そして「バケツを使う食生活」とはなんだろう。使わない。使うわけがない。全ページがこんな調子だと思うと、ページをめくるのが怖くなってくる。

「はい、それじゃ宮みや前まえさん、読んでみてください」

　教室の中から声が聞こえてきた。本来、授業中はドアを閉めておくものだが、廊ろう下かにマリオがいるので開けっ放しになっている。

「はい。えーと、男の人を知るために。男の人は肉食だと思われがちですが、二ヶ月に一度野菜を取ります。わたしたち女の人と同じ、雑食なのです。野菜が不足すると凶暴性が増し、畳を食べます。一度凶暴になった男の人は手が付けられないので、麻酔銃が必要だと言われていますが、毒針の方が確実でしょう」

　なんだ。幻聴だろうか。果てしなくデタラメな文章を読み上げる声が聞こえてくるような気がする。廊下の真ん中でマリオは机に突っ伏した。こんな勉強をどれだけやったところで、男性恐怖症が治るわけがない。

「はい、そうですね。男の人も野菜を食べる。これは重要ですね。テストに出るのでちゃんと覚えるようにしてください。そして凶暴になった時は麻酔と毒針。さて、どっちが効果的でしょうか？　ここに両方用意してみました」

　松永先生のセリフに、嫌な予感が走るマリオ。きっと、予想通りのことが行われそうな気がする。

「では、人間教材の春はる山やまくんに試してみましょう」

「やっぱりかー！」

　そんなむちゃくちゃなことはない。マリオは咄とつ嗟さに立ち上がるとダッシュで廊ろう下かを駆け出した。途端、ベチーンと顔面から床に倒れる。

「な、なんだ!?」

　よく見れば、右足にロープが結びつけてあった。ロープは開け放たれた教室のドアへと一直線に繋つながっている。彼は立ち上がって逃げようとするが、ロープは強く引かれ、その場から動くことができない。

「はいはい春はる山やまくーん、逃げたらいけませんよー。逃げ出さないようにロープを巻いておいてよかったですー」

「い、いつの間に!?」

　松まつ永なが先生がそう言いながら廊下へと出てくる。彼女の手にはロープがシッカリと握られていた。

「うは！　ちょ、ちょっと待って！　麻酔も毒針も勘弁してください！」

　女子生徒たちがドアから顔だけを覗のぞかせ、マリオの方を見ている。本当に男の人には麻酔銃が効果的なのかしら。教科書をまったく疑っていないのか、誰だれもが純粋な瞳ひとみをしていた。そんな純粋、いらない。

「はいみんなー、春山くんが凶暴になってますねー。きっと野菜を取ってないからです。では羽はね田ださん、麻酔銃を試してみてください」

「はーいっ！」

　二つに結んだ髪の毛をピョコピョコと揺らせつつ、千ち佳かが廊下へと飛び出す。見れば、本格的にライフルっぽい麻酔銃を手に持っていた。あきらかにシャレになっていない。

「待って！　待ってください！　死ぬから！　下へ手たしたら死ぬから！」

「せ、先生。死んじゃうの？」

　不安そうに千佳が聞くと、松永先生は自信満々の笑顔で答えた。

「大丈夫です、ゾウが二秒で気絶する量の麻酔ですからっ」

「じゃあ安心だね！」

　彼女は迷うことなく、銃口をマリオへと向ける。

「安心じゃないです！　ゾウのデカさと人間のデカさを考えてください！」

「んぅ～。五ご分ぶ五ご分ぶ？」

「じゃないだろ！」

「はい、じゃあ羽田さん、はっしゃー。ピルルルー（笛）」

「はいっ！」

　はいじゃなくて！　そうマリオが言うよりも早く、引き金は引かれた。シュパッという軽い発射音と共に、先端が針になっている麻酔弾が彼の腹部に容よう赦しやなく突き刺さる。

「ぴぎゃあああ！　うはあああ！　はぁ……はぁうぅ……」

　目をグルグル回しながら、マリオは廊ろう下かに倒れ込んだ。息が上がり、船酔いしたような気分の悪さに襲われる。

「はい。みなさん、ノート取ってくださいね。麻酔銃に打たれた時は『ぴぎゃ！』と言います。ちょっと面白い鳴き声ですね」

　生徒たちはフムフムと頷うなずきながら真ま面じ目めにノートを取っていた。マリオは、自分の目にしている光景が信じられないでいる。この子たちは、ふざけてるのだろうか。それとも、本気なのだろうか。どっちにしろ、性た質ちが悪いことには変わらない。

「じゃあ次は澤さわ崎さきさん、毒針を試してみましょう」

「は、はい……」

　毒針。マリオは大声を上げて抵抗しようとしたが、口が上う手まく動かなかった。既すでに麻酔薬が体中に回っているのだ。大人しそうな顔をした澤崎美み鈴すずが、巨大なストローにも見える筒を口にくわえて近寄ってくる。吹き矢だ。中には毒針が仕込まれているのだ。

「先生、本当に大丈夫なのですか？　顔色が悪いのですけど……」

「大丈夫です。男の人は丈夫なんです。意外とね」

　松まつ永なが先生は、これまた自信たっぷりに言い切った。マリオは、毒針を受けることはもう仕方ないとさえ思っていた。だけど、せめて、毒の種類が知りたい。切ないお願いである。しかし、彼の舌はひどく痺しびれ、それすら言葉にすることはできない。

「ぷっ」

　美鈴が頬ほおをリスのように膨ふくらませて吹き矢を発射させた。タスッというゴキゲンな音と共に、毒針はマリオのオデコに突き刺さる。

　Ｄ組の全員が注目する中、マリオは泡を吹いて動かなくなってしまうのだった。ポコポコポコ。



　マリオが目を覚ました時には、既に学校の授業は全すべて終わっていた。夕ゆう陽ひの差し込む校長室で、彼は自分がソファに倒れていることを知る。

　目の前では、マリオが意識を取り戻したことに気づかないまま、麗れい子こが松永先生に怒鳴っていた。

「なんですって!?　あなたも男性恐怖症だったの!?」

「は、はい。黙だまっていてすみませんでした……」

　麗子は机の上のシガレットケースからタバコを一本取り出すと、高価そうなライターで火を点つけた。少し苛いら立だっているように見える。

「あたしは、男性恐怖症のあなたに男性恐怖症克服についての教科書を書かせていたってことかしら？　とんだ失敗じゃない」

「その通りです」

「なんてこと……」

「申し訳ありません」

　松まつ永なが先生は目に涙を溜ためながら頭を下げた。瞬まばたきを何度かすると、目元に留とどまりきらなかった涙が数滴床の上に落ちる。

「残念だけど、このままＤ組を受け持ってもらうわけにはいかないわね」

　その涙を知ってか知らずか、麗れい子こは冷たい口調で言い放った。松永先生は唇をキュッと噛かむ。

「それだけは許してもらえないでしょうか？」

　彼女は許しを乞こう様に言った。今にも泣き出しそうな顔をしていたが、どうにかして堪こらえている。

「どうして？　だってあなたは男の人が怖いんでしょう？　だったら授業にならないじゃない」

「はい。わたしは男の人が怖いです。その、だからこそ、あの子たちと一緒に男性恐怖症を克服したいんです……」

　マリオのボヤけていた視界が、ゆっくりと冷静さを取り戻していく。彼は顔を赤くする松永先生をじっと見ていた。彼女の涙を見ていると、理由もなく心が締め付けられる。女の人を泣かしてはいけない。どこからか声が聞こえてくるような気がした。

「わたしは、男の人が怖いです。だけど、どうしてかわからない。きっと、あの子たちも同じ気持ちのはずです。わたしは、あの子たちと一緒に成長していきたいと思っています。男性恐怖症を克服していきたいと思っています。だから、お願いします」

　厚いガラスでできたアッシュトレイの上に、麗子はタバコの灰を落とす。どうしたものか、決めかねているような表情をしている。

「麗子さん……そうしてあげようよ」

　マリオは頼りない口調でそう告げた。麗子はタバコを深く吸い込み、そしてゆっくりと吐き出す。

「目が覚めてたの。ねぇマリオくん。そうするって、どうするってこと？」

「松永先生にＤ組を任せてあげましょうよ。だって、こんなにお願いしてるんだから、断る理由なんてないじゃないですか」

「あるわね。だって彼女は男性恐怖症なのよ？　そんな人に克服のための教科書が作れると思う？　わたしもさっき見たわ。全部デタラメじゃないの。お話にならないわ」

「ですが校長……」

　黙だまっていられずに松永先生が口を挟はさむと、麗子は厳しい調子で戒めた。

「松永先生。結果は報告するから、出ていってもらえる？」

「は、はい。失礼します」

　彼女は肩を落とし、それ以上はなにも言わずに校長室から出ていく。ドアが完全に閉まったのを確認してから、麗れい子こはマリオに向きなおった。

「どうして彼女を担任にさせておくの？」

「だって……松まつ永なが先生、泣いてましたよ？」

　彼女は少し驚いたような、呆あきれたような顔をする。それがなんだって言うんだ、という表情であった。

「かわいそうじゃないですか。だから、続けさせてあげましょう？」

「マリオくん……子供なのね。お話にならないわ。じゃあ、あの間違った教科書で授業を続ける気？　そんなこと許されるわけないじゃない」

　麗子の言う通りであった。あんな教科書では、いくら勉強しても男性恐怖症を克服できるわけがない。ただ、マリオは松永先生が泣いているのを見てどうにかしてあげたいと思った。その一心で言葉を続ける。

「確かに間違ってますけど……。だったら、間違ってるところは僕が指摘します。訂正すればいいんです。そうすれば問題ないでしょ？」

「それはそうだけど……」

「だからお願いします。女の子が泣いてるところ、もう見たくないんです」

　女の子。その言い方に麗子は吹きだしてしまった。松永先生はマリオよりもずっと年上なのだ。そんな相手に向かって女の子だなんて、どういうつもりだろうか。

「あ、その、すみません……」

　彼女の考えてることを察したのか、マリオはソファの上で顔を赤くした。麗子は怒るだろうか、そう考えもしたが、彼女は結論が決まったようですっきりとした表情を浮かべている。

「わかったわ。松永先生にはこれからもＤ組を受け持ってもらいます。その代わり、マリオくんは責任を持って教科書を訂正するように」

「は、はいっ。ありがとうございます！」

　彼はまだ痺しびれの残る体をなんとか起き上がらせ、深く頭を下げた。

「もう歩けるの？　大丈夫？」

「はい、大丈夫です。校長先生、本当にありがとうございました」

「うふふ。調子いいのね」

　マリオは松永先生に報告してあげたいと思い、急いで校長室から出ていこうとした。しかし、その前にどうしても引っかかっていたことがあったので、麗子に向かって聞いてみる。

「あの、どうして松永先生の作った教科書をチェックしなかったんですか？　今年から始まる特別なＤ組の教科書ですよね？　試しに読みもせずに授業に使うなんて、おかしいじゃないですか？　なにか理由があったんですか？」

　シガレットケースからもう一本タバコを取り出しつつ、麗れい子こは窓の外を見つめた。きっとなにか深い理由があったのだろう。マリオはそう思って、彼女が話しだすのを待っていた。それから、しばらくの間があってから、深く、ゆっくりと麗子は言った。

「つい……うっかり……ね」

「……それだけですか？」

「それだけよ」

　深い理由などどこにもなかったのである。それにしても、いい加減すぎる。大丈夫なのだろうか、宮みや前まえ麗子。

　校長室を出ると、廊ろう下かに背をもたれて恥ずかしそうに松まつ永なが先生が立っていた。外まで二人の会話が聞こえていたのかもしれない。

「ありがとう、春はる山やまくん」

　松永先生はそう言って、嬉うれしそうに笑った。今にも泣き出しそうな笑顔は、マリオにとって少女のような純粋さを含んでいるように見えた。

「いえ、とんでもないです。ただ、先生が泣いてるの見て。こういうのって、どうにかしなくちゃって思ったんです……」

　少女のような、などと言いつつ、彼女は立派な大人の女性なのである。そんな松永先生に真正面から見つめられ、ありがとうなどと言われたら照れてしまうではないか。

　さらに言うと彼女は、黙だまったまま彼に近づき、「お礼のチュッ」と言って頬ほおにキスをした。柔らかい感触が頬にぶつかり、マリオは胸が苦しくなるのを感じる。

　しかし、胸が苦しくなったのは彼だけではなかった。

「春山くん……わたし、ちょっと頑張りすぎた……」

　そう言って彼女は脂あぶら汗あせを浮かべた笑顔のまま、廊下にバターンと倒れてしまった。

　そう、松永先生も男性恐怖症なのである。頬へのキスというのは、彼女にとって相当辛つらいことだったに違いない。

「だ、だったらしなきゃいいのに……」

　マリオはそう思いつつ、廊下に突っ伏している彼女をどうしたものかと考えるのであった。



　　　　★



　その夜、宮前家のダイニングにて、マリオはニコニコと笑いながら夕食を取っていた。

「なになに、どうしたのよマリオくん。そんなに笑っちゃって」

　不自然なまでの笑顔を浮かべる彼を見て、奈な津つ美みはおかしそうに聞いてくる。

「いえ、なんでもないです。ゴハンが美お味いしいなって思って」

「そんな嘘うそついてもダメだよ。毒とか入れちゃうよ？」

「ど、毒はもういいです……」

　毒針が刺さった時のなんとも言えない感触を思い出し、彼は顔をしかめた。が、すぐに笑顔が浮かび上がってくる。

「なによもう、本当に気持ち悪いんだから。顔が。冗談とかじゃなくて」

　奈津美の毒舌も今日のマリオには効かなかった。彼の頭の中は、放課後に起こった出来事でいっぱいだったからだ。

　目の前で松まつ永なが先生が倒れてしまったので、仕方なく保健室まで運ぶことにした。男性恐怖症ということだが、気絶していれば普通の病人と同じである。彼女を背負い、どこにあるのかわからない保健室へと向かって廊ろう下かを歩く。

　ああ、わかるだろうか。その時の背中の感触よ。もちろんマリオはエロ的な目的で松永先生を運んだわけではない。純粋な善意からである。だがしかし、思春期の男の子としては、背中越しに伝わる彼女の大きな胸の弾力は生涯忘れられないナイス想おもい出でとなったのであった。

　薄手のニットという、もうこれ、ほとんど素肌じゃないっすか的なニュアンスを持つ生き地じの向こうでは、スイカのように大きな胸がタワワンタワワンと彼の背中を刺激する。

　ああ、このまま保健室がどこかわからずに、ずっと背負っていられればいいのに。何度もそう思ったマリオであったが、背中の上で彼女が目を覚ましたらきっと大事になると思い、速すみやかに目的の場所を探すのであった。

　本校舎の端に保健室を見つけたマリオは、ベッドの上に松永先生を寝かせると、毛布をかけて帰ることにした。このまま目が覚めるのを待とうかとも思ったが、さっきまでの背中のポワンポワンによって、まともに彼女と顔を合わせられないに違いないと判断したのだった。

　職員用の玄関からスニーカーに履はき替え、あの温ぬくもりが消えない内にと足早で帰宅しようとしていると、二人の女子生徒が校門に立っているのが見えた。

　校舎の中には生徒の姿は見えなかったので、学校に残っている最後の生徒ということになる。彼女たちの内の一人は、マリオを見つけると「あっ」と言って走り寄ってきた。

　よく見れば、それは彼に麻酔銃を撃ち込んだ羽はね田だ千ち佳かであった。

「わー、マリオー！　さっきはごめんね。痛かった？」

　無意味にピョコピョコと跳はねながら、千佳は悪びれずに言った。こうしていると、男性恐怖症には見えない。きっと、同じ恐怖症でもレベルがあるのだろう。彼女の場合は、それほど深刻なものではないのだ。

「う、うん。大丈夫……じゃないけど、大丈夫。気にしないで。ってか、俺おれのこと怖くないの？」

「へ？　なんで？　全然平気だーよーっ！」

　そう言って千ち佳かはパシンッとマリオの肩を叩たたいた。彼女の男性恐怖症は、それほど深刻ではないようである。

「あはは……あは……あははは……はぁっぁっぅぅぅ……」

　叩いた途端に、彼女の顔色が真っ青に変化した。深刻ではないと思っていたが、これは深刻だ。ただ単に、自分が男性恐怖症という自覚がないだけなのではないか。少しアホなのか。

「羽はね田ださん！　だ、大丈夫なのですか？」

　その様子を見て、少し離れた場所にいた女子生徒が駆け寄ってきた。真っ黒い髪の毛に、伏せ目がちな瞳ひとみ。毒針を容よう赦しやなくマリオに吹いた澤さわ崎さき美み鈴すずである。

「あは、あはは、だ、大丈夫だよぉ～、千佳は大丈夫だもぉ～ん」

　全然大丈夫じゃない感じで千佳は答えた。足元はフラフラとしていて、平へい衡こう感覚さえ失っているようである。

「だから男の人には触っちゃダメって言ったのです……」

　美鈴の言い方は、妹に諭さとすようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、あの、マリオさん……。さっきはすみませんでした。澤さわ崎さき美み鈴すずです」

　千ち佳かに肩を貸しながら、美鈴はペコッと頭を下げる。どうやら、この二人はマリオに謝るために学校に残っていたらしい。

「あ、ううん。大丈夫だよ。そんなに心配しないで。右手の感覚が一切ないだけだから」

「そうですか、よかったのです。毒針で大変なことになってしまったかと」

　全然よくない上に大変なことになっているのだが、美鈴の顔から不安そうな表情が消える。

「マリオー、一緒に帰ろうよ。ね？　はひ～～はひひ～～……」

　お酒に悪酔いしているように、千佳が言った。どうやら、同じ男性恐怖症でも色々なパターンがあるらしい。彼女の場合は、男に触れると顔色が悪くなりハイテンションになるのだ。まったくもって意味不明である。

「う、うん。一緒に帰るのはいいけど」

　マリオが美鈴の方を見ると、彼女は少しぎくしゃくとした笑顔を作って言った。

「えと、二メートルぐらい離れていれば、わたしは平気なのです」

「そ、そうなんだ。二メートルね……」

　こうしてマリオと二人は、二メートルという微妙な距離を保ちつつ帰宅するのであった。帰宅と言っても、最初の曲がり角で千佳は反対の道へと歩いていく。美鈴は真まっ直すぐに歩けない彼女のことが不安であったが「だいじょーぶ！　だーいじょーぶいっ！」と千佳は青い顔して笑って帰っていった。その後も美鈴はきっちり二メートルの距離を保ちつつ、会話もないままに下校を続ける。しばらくして背後から「あ、あのっ」という彼女の声が聞こえた。

「すみません、ここでわたしは曲がりますので……」

　申し訳なさそうに言う美鈴を見て、マリオはＤ組への考え方が少し変わりそうな気がした。みんな自分のことを嫌っているのかと思ったが、そうでもない女子もいるようだ。

　美鈴はそんなマリオの考えを見透かしたかのように、二メートル先から言った。

「あのね、マリオさん。みんな驚いてるだけなのです。マリオさんのこと嫌いなわけじゃないのです。ただ、まだ慣れてないだけなのです。だって、みんな男の人が怖いのを治したくてあそこにいるわけですから。だから、あんまり落ち込んだりしないで欲しいのです」

「うん、ありがとう」

　彼女は首をかしげるようにして笑うと、さっきよりもずっと大きな声で続けた。

「タイマンはったらダチ公じゃーい！」

「……え？」

　なに？　どういうこと？

「それじゃ、失礼しますっ（赤面）」

　キャッ、憧あこがれの先輩に告白しちゃった！　そんなようなテンションでダッシュで去っていく美み鈴すず。いやいや、あきらかにセリフがおかしいだろ、と思いつつも、なにも言うことができないマリオであった。

「どうしたのかしら、そんな笑ったりして」

　すぐ近くで聞こえた麗れい子この声により、現実に引き戻される。そうだ、ここは宮みや前まえ家のダイニングルームなのだ。あんまり笑っていると、変に思われてしまう。背中のポヨポヨと、好意的な二人のＤ組の生徒。このことは胸にしまっておこう。

「あ、麗子さん、お帰りなさい。遅かったですね」

　時計の針は九時を回っている。学校の校長というのは、これほどまでに帰宅が遅いものなのだろうか。

「どうする、ゴハン食べる？」

　奈な津つ美みがイスから立ち上がりかけるのを、彼女は手で制した。

「大丈夫、外で食べてきたから。松まつ永なが先生と」

「松永先生？　Ｄ組の？　どうかしたのかな？」

　イスに座りなおした奈津美が言うのを聞いて、マリオは不思議に思った。どうして彼女が松永先生のことを知っているのだろう。

「あの、奈津美さんと松永先生って、お知り合いなんですか？」

「え？　だってお姉ちゃんも宮前女子高だよ」

「えええっ!?　そうなんですか!?」

「そうだよ。二年生だからマリオくんや晴はる子こより先輩だけどね」

　よく考えてみれば、そういうことがあってもおかしくないだろう。この家から一番近い学校でもあるし、母親が校長をしているのだ。

「ちなみにお姉ちゃんは、普通のクラスだからね」

　そう言って彼女は笑った。自分は男性恐怖症ではない、ということを言いたいのだろう。

「それで、晴子はどうしてるの？」

　奈津美のマグカップからコーヒーを一口含み、麗子は言った。視線が廊ろう下かの先にある晴子の部屋に向かっているので、大体の見当はついているみたいだ。奈津美もわざわざ言うことでもない、という感じで答える。

「家に帰ってきてから、ずっと部屋にこもってるね。ゴハンは持っていったから食べてると思うけど」

「まったく、どしたものやら……」

　麗子はそう言ってなぜかマリオのことを見つめる。彼はどう答えていいのかわからず、曖あい昧まいな笑顔を作って「そうですね」とだけ言うのだった。



「きゃあああああ！　なんでーなのー！」

　悲痛な叫さけび声を聞いてマリオは飛び起きた。飛び起きると同時に、ガコンッと頭をどこかにぶつける。燃えるような痛みと共に、自分がどこにいるのかがわからなくなる。

　周囲を見渡すと、本ばかりの部屋だった。その部屋の隅にある、机の下に彼は寝ていたのを思い出した。宮みや前まえ家に来た夜から、マリオの寝室は誰だれも使っていない書斎となった。

　ホコリだらけの部屋を奈な津つ美みに掃除してもらい、そこらに積み上げられた書籍を整理し、なんとか人が一人横になれるスペースが生まれた。彼はその窮きゆう屈くつな部屋で、体を半分机の下にもぐり込ませるような形で眠っていたのだった。

「ちょっと、あなたでしょ!?」

　バスンとドアが開くと、ファブリーズを持った晴はる子こが涙目でこっちを睨にらみつけている。彼女は子供っぽいチェックのパジャマを着ていたが、そんな愛くるしさとは正反対の表情をしていた。マリオは自分がしたことをゆっくりと思い出すが、これほどまでに彼女が怒るようなことをした覚えはない。気を抜くと下がってくるマブタと戦いながら、絞りだすように返事をした。

「な、なんだよ、そんな怖い顔して。俺おれがなにかした？」

「しました！　あなた、さっきトイレ使ったでしょ!?」

　トイレ？　トイレぐらい使うに決まっているじゃないか。

「その時、便座、上げたでしょ？」

　便座？　上げた。確かに上げました。おしっこしようと思ってましたから。

「下げておいてください！　上げっぱなしなんて、信じられないです！　なに考えてるんですかもー！　っていうかトイレは使わないでください！　シャワーも！」

　マリオにとっては、どうして晴子がここまで怒っているのか理解できなかった。いいじゃないか、下げれば。それだけの話ではないか。そう考えてしまうのだが、晴子は上がったままの便座がどうしても気に入らないようだった。あるいはそれは、ただ単にマリオに対するイチャモンなのかもしれない。

　どっちにしろ彼女は、ドアの隙すき間まから手を突っ込み、がむしゃらにファブリーズをプシュプシュと部屋の中に向かって吹き付けた。

「信じられないです！　デリカシーがなさすぎます！　最低です！　最低です！」

「うわあ！　ゲホッ、ゲホッ、な、なんだよ！　なんなんだよ！」

「バカ！　バカ！　バカバカバカ！」

　ボコン！　という音と共にドアが閉まると、静せい寂じやくがマリオを包む。壁にかけてある時計を見ると、三時だった。真夜中である。

「げほっ……。たかがトイレであんなに怒ることないじゃないかよ……」

　彼が再度眠りにつこうとする頃ころには、既すでに窓の外でスズメが鳴き始めていた。



　　　　★



「ほら、マリオくん、起きなさい。もう麗れい子こさんも晴はる子こも出かけたよ。あんまり寝坊してると、濡ぬれたティッシュを顔にピトってしちゃうよ？」

　まどろみの中で、どこか遠くから奈な津つ美みの声が聞える。夜中に晴子に起こされてしまい、満足な睡眠を取っていないマリオは、聞こえない振りをすることで少しでも寝る時間を増やそうとした。

「もぅ、しょうがないんだから……」

　面倒見のよい母親のような口調で彼女は言う。東京の女性はみんな冷たくて怖いと思っていた彼に取って、奈津美のような存在はオアシスのようなものだ。料理は上う手まいし、笑顔がとても素敵だし。口が悪いのに目を瞑つむれば、理想の女性と言えなくもない。

「えい。ぴと」

　ぴと？　奈津美の一言と共に、急に呼吸が苦しくなった。いくら息をしても、鼻や口いっぱいに詰物をされたように、息を吸い込むことができない。両手両足をジタバタと散々動かしたものの、息苦しさに変化はなかった。

「だあああああああ！」

　と大声を上げつつ、マリオは真っ赤な顔をして起き上がる。

「あ、起きた。起きれるじゃないの」

　マリオは、自分の顔からペロッと濡れたティッシュがはがれ落ちるのがわかった。

「ぜーはーぜーはー。あの、奈津美さん。これ、死にますよ？　下へ手たしたら」

「ゴハン食べる？　もう冷めてるけど」

「いや、だから、濡れたティッシュを顔にですね、ピトってするとですね、下手したら」

「早くしないと遅刻しちゃうよ？　鍵かぎ持ってるのお姉ちゃんなんだから、マリオくん置いて出かけられないでしょ？」

「……」

　奈津美は布団ふとんの上で上半身を起こし抗議するマリオを、まったく無視してニコニコと笑っている。宮みや前まえ女子高の制服を着た彼女は、いつもより少しだけ子供っぽい感じがした。

　膝ひざを抱えてしゃがみ込んでいるために、閉じた足の隙すき間まから下着がチラチラと見えている。ブルーとグレーのストライプが目に入ってきた途端、マリオの中で反発しようという気持ちがヒュルルルと口から白い煙となって出ていってしまった。

「わ、わかりました。起きます」

「うん、よろしい。それじゃダイニングで待ってるね」

　奈津美は「うんしょ」と言ってから立ち上がり、トタトタと廊ろう下かを歩いていく。

　結局それから彼は五分ほど待機し（どうして待機したかはお父さんに聞いてみよう）、食事をしてから奈な津つ美みと一緒に家を出た。

「早くしないと遅刻しちゃうね」

　そう言いながら早足で歩く彼女の後を、マリオは寝ぼけた頭で必死に追っている。

「あれ？　あそこにいるの、Ｄ組の子じゃない？」

　奈津美が足を止め、マリオの方を向いて言った。彼女の言う通り、少し先の道には美み鈴すずが「ＭＧＢＣ」と書いてあるブックカバーのかかった文庫本を読みながら、電柱に寄りかかっているのが見える。

「わ、もう彼女作ったの？　マリオくんてば」

「ち、違いますよ。だってあの子、男性恐怖症だし」

「そうだよね。あー、びっくりした。マリオくんに彼女なんて、そんなわけないもんね」

　心にグサッとくるセリフをすんなりと言う人である。しかも、どうして彼女ができそうにないのか理由を言わないところが底抜けに不安感を煽あおるではないか。

「じゃ、お姉ちゃんは先に行ってるからね」

　彼女はそう言うと、例のニコニコ笑顔のまま走り去っていった。途中で美鈴に頭を軽く下げると、学校の方へと消えていく。美鈴はマリオを見つけて文庫本から顔を上げた。

「おはようございます……」

「おはよう。あの、どうしたの？」

「マリオさんを待ってたのです。もしかして、学校に来るの嫌になってたら困るなぁって……」

　美鈴は恥ずかしそうに頬ほおを染め、それを隠すようにして開いた文庫本を顔に重ねた。

「そっか。心配かけてごめんね。大丈夫。うん」

「それに、ダチ公なのです……」

「へ？」

「タイマンはったら……ダチ公だし……」

「はい？」

　瞳ひとみを潤うるませながら、彼女は「ダチ公、ダチ公」と繰り返す。ダチ公が、友達という意味を持っているのはなんとなくわかる。しかし、どうして可か憐れんな少女の口から、そのような野や暮ぼったい言葉が出てくるのだろうか。

「あの、澤さわ崎さきさん……」

「はい？」

「なんというか……とりあえず、タイマンはってないよね？」

「えっ!?」

　心底驚いたように彼女は体を震わせた。いや、えっ、じゃなくて。

　美み鈴すずは文庫本を顔に当てたまま、右上の方を見上げて、うーんうーんと数秒考える。

「えーと、その、マリオさん」

「ん？　なに？」

「タイマンってなんなのですか？」

　澤さわ崎さき美鈴。一筋縄ではいかない女の子である。

「それより、その本、なに読んでるの？」

　話題を変えなくてはならない。マリオは本能的にそう悟り、彼女の手に持たれた文庫本を指差した。黒髪の大人しいお嬢様風少女。きっと、文学やら詩集やらを読んでいるのだろう。

「これはですね、ジョーです」

「ジョー？」

「文庫本版あしたのジョー。一巻です」

「うっ」

　うろたえてしまった。つい、口からうめき声が出てしまった。もちろん大人しそうな少女がボクシング漫画を読むことに問題があるわけではない。しかし、あまりに外見のイメージとのギャップに、ショックを受けてしまったのである。

「そ、そうなんだ」

「そうです。えとですね、新入りには、ネジリンボウなのです。マリオさんもネジリンボウなのですか？」

「な、なに？」

「ねじりんぼぅ……」

　ジョーを読んだことのないマリオには、彼女の言っていることがわからなかった。

「うーんと、とりあえず、学校行こうか？　遅刻しそうだし」

「あっ、はい！　そ、そうですね！　やだ、わたしってば、すっかりジョーに夢中で、もうこんな時間なのです！」

　美鈴はそう言うと、「走りましょう」と言って駆け足を始める。もちろんこの時も二人の間には二メートルの距離が取られていることは言うまでもないだろう。少し先を走る彼女を、マリオは追いかけた。

「はぁはぁ……あ、やだ！　これで向こうから豚ぶたさんが来たら力りき石いし!?」

　そんなようなことを美鈴は走りながら呟つぶやいていたが、あえて聞こえないことにした。

　わからない。彼女がなにについて話しているのか、まったく理解ができない。

　異様に濃い少女であることは間違いないのだが……。



    

  
    
      

第三章　南青山少女ブックセンター





　始業を告げるベルと同時に、美み鈴すずはＤ組へと滑り込んだ。マリオは、昨日よりもほんの少しだけ教室のドアに近づいた机に座り、松まつ永なが先生がやってくるのを待つ。

　待っている間、Ｄ組の中から聞こえてくる声に耳を澄すましていると、どうも聞き覚えのない声が混じっていることに気づいた。もちろん彼は自己紹介などもしていないので、ほとんどのクラスメイトのことなど覚えてはいない。しかし、あきらかに昨日のものとは違う声が聞こえてきたのだ。それも、「え？　男？」「本当に!?」などという、マリオの存在を今日初めて知ったような会話の内容だった。昨日、あれだけセンセーショナルに（クラスメイトの着替え中に）登場したのだから、彼のことを知らないはずはないのだが。

　黙だまっていると、妙にクラスが騒がしくなってきたので、頭を半分だけ出して覗のぞくことにした。

　キョロキョロと中を覗くと、見知らぬ女子生徒がマリオを見つけて「ぎゃー！」と悲鳴を上げる。

「ちょっと、勝手に入ってこないでください！　あなたは外です、外！」

「そうや、こっちの陣地は男はあかん！　空中もなし！」

　ドアに一番近い晴はる子こと静しずかが早速彼を見つけて声を上げる。教室の真ん中の方で、美鈴が困ったような笑顔を浮かべていた。

「うっ。わかったよ、入らなきゃいいんだろ、はいはい」

「便座上げっぱなしのくせに……」

　よほどトイレの一件が気に入らなかったのか、晴子はクラスメイトに聞こえるような大きな声で言った。それを聞きつけた静が、興味津しん々しんで彼女に寄り添そう。

「なんて？　どういうことやねん？」

「それがね、あの人ってば……」

　うわー、サイテー、デリカシーないー、などという非難の声に押し出されるようにして、マリオは廊ろう下かへと逃げ出した。まったく、あれっぽっちのことでネチネチと文句を言うなんて、どれだけ心が狭いのだろうか。

　廊下に置かれた机にいると、自分がとても寂しい人間に思えてくる。お菓子の皿に盛られたドーナツの、最後の一個のような侘わびしさが漂ってくる。マリオとドーナツの似ている部分は、両方ともポッカリと穴が開いているというところだ。

「うう、心が寂しい。なんでこんな場所にいるんだろう……」

　心に穴を開けたマリオは、廊ろう下かにいることについてなのか、女子高にいることについてなのか、ともかく自分を哀あわれむのだった。

「春はる山やまくん、おはよう」

　背後から松まつ永なが先生の声が聞こえる。マリオは振り返り、挨あい拶さつをした。

「昨日は本当にありがとう。助かりました」

「いえいえ、そんなことないですよ」

　彼女個人のためにやったことではない。彼の中で、女の人が泣いている、という光景がどうにもこうにも耐えられなくなってやったことだ。

「優しいんですね、春山くんは」

　年上の魅力的な女性に誉ほめられ、マリオは顔が熱くなるのを感じた。きっと、赤面しているだろう。ああ、やだやだ、こういうのにも慣れていかなくてはならない。なにしろ、周りは異性ばかりなのだ。

「ところで先生、ちょっと気になることがあるんです」

「なに？　言ってみてください」

「昨日は見かけなかった女の子がいるみたいなんですけど……」

　松山先生は少しだけ不思議そうな顔をしたが、すぐに「ああ」と言って頷うなずいた。

「そう、昨日はＣ班がＭＧＢＣだったんです」

「ＭＧＢＣ？」

　どこかで聞き覚えのある単語だが、今の彼にはそれがなにを示しているのか理解できなかった。松山先生は生徒名簿でマリオの頭を軽く叩たたく。ポコンッ。

「大丈夫、春山くんにも参加してもらうことになると思いますから。校長先生の指示待ちですね」

　参加？　Ｃ班がＭＧＢＣ？　昨日いなかった女子が今日いるということは、持ち回りでなにかをやっているということだろう。それならば、今日はＤ班かなにかがそれをしているということだ。さっき覗のぞいた一瞬の記憶を丁寧に手た繰ぐり寄せると、昨日見た顔がいなかったような気もする。

「それより春山くん。今日から教科書の間違ってるところを訂正してもらいますから、しっかり授業を聞いてくださいね」

　しっかり聞くんだったら、せめて教室の中に入れて欲しい。そう思うマリオだったが、さっきの否定的な女子たちの態度を見て、すぐにそれは無理だと思い直す。

　やれやれ、一体いつになったら廊下から教室へ移動できるのであろうか。

　結局、その日の授業は散々なものになった。なにせ教科書のほとんどの記述が間違っているわけだから、その度にマリオは教室の中に顔だけ出して訂正をしなくてはならない。

「あの、男の人はバケツでゴハン食べるって書いてありますけど、普通に茶ちや碗わんです」

「あの、男の人は熱湯をかけると縮むって書いてありますけど、普通にヤケドします」

「あの、男の人は二週間寝ないと発酵するって書いてありますけど、普通に意味がわかりません」

　しかも、彼が顔を出す度に女子生徒から悲鳴が上がった。不意にドアから大嫌いな男子の顔が出てくるのである。心の準備なしでは、相当辛つらいらしい。

　教室の一番前の席、ドア側にいるのは晴はる子こと静しずかの二人だ。彼女たちの悲鳴は容よう赦しやがない。とくに静はマリオが出てくる度に消しゴムやらフデバコやらイスやらを投げつけた。

「先生！　こんなん授業に集中でけへんて！」

　しまいには千ち佳かを持ち上げて投げつけた静は、廊ろう下かで倒れ込んでいる二人（マリオと千佳）を指差しながら松まつ永なが先生に訴えた。

「そ、そんなこと言われても……。教科書に不備があったんだから仕方ないです」

「でも、こんなに頻ひん繁ぱんに顔を出されたら困ります！」

　続いて晴子も机をバシンと叩たたいて抗議する。彼女は今日からファブリーズ持参で登校しているようで、マリオが顔を出すとプシュプシュ廊下に向かって吹きかけていた。

　美み鈴すずと響ひびきは千佳を助けようと廊下に向かったが、マリオの上に重なって目を回しているので、彼女に近づきたくても近づけないでいるようだ。少し離れた場所から「だ、大丈夫？」と心配そうに声をかけている。

「そうは言っても、将来的には春はる山やまくんにも教室の中で授業を受けてもらうことになりますから、今からこんな調子だと困ります」

「困るもなんもあらへんっ。教科書の不備はうちらの責任やないで。どうにかしてや！」

　両手を胸の前で組み、苛いら立だった様子で静がまくしたてる。彼女の短気はいつものことだが、さすがに男子が近くにいるという環境に耐え切れなくなっているようだった。

「わかった。こうしたらどうでしょー？」

　松永先生は名案、という感じで手をポンと叩く。

「本物の男の人はみんな苦手ですから、ニセモノで練習といきましょう」

　ニセモノ？　教室の誰だれもが、また適当なこと言い出したよこの先生、という目で彼女のことを見た。そんなことなど気にせず、松永先生は教卓の奥から学ランを引っ張り出す。詰つめ襟えりの、昔ながらの男子用学生服である。

「さて、ここに学ランがあります」

「あの、どこから取り出したんですか？」

「教材です」

　晴子の突っ込みを冷静に対処し、彼女は教室の中を難しい顔をして見渡した。

「うーん、今いま井いさんは悪くないけど、ちょっと背が低いですね。宮みや前まえさんはイマイチ。星ほし野のさんはちょっと違いますね……」

　なにやらブツブツと呟つぶやきつつ、視線は廊ろう下かへと向かった。

「あ！　なるほどっ！　室むろ田た響ひびきさんっ！」

「え……」

　松まつ永なが先生が目を付けたのは、クラスで一番背の高い室田響である。千ち佳かを助けようと必死なはずの彼女だったが、そんな時でも寝起きのように虚うつろな目をしていた。

「ささ、室田さん、こっちへこっちへ」

「あ……え。あの……」

　彼女の手を取り、学ラン片手の松永先生はトイレの方へと消えていく。響は売られていく子牛のような瞳ひとみで何度か振り返ったが、誰だれ一人として彼女を救うことはできなかった。

　十分後、満足げな顔をした松永先生が、ウンパカウンパカと両手を振りながら廊下を歩いてくる。なにが行われたのか、クラスの全員がわかっていた。

「はいはーい、みなさーん、それじゃ席についてくださいー」

「あの、羽はね田ださんとマリオさんはどうするのでしょうか……」

「あー、放っておいてください。今から松永先生のナイスアイデア発表しますから」

　放っておいてとは、あまりにあまりな発言である。美み鈴すずは少しためらってから、席に座った。助けたいが二メートル以内には近づけないために、どうすることもできないのである。落ち着いて考えれば普通科の生徒のところに行き、二人を引き離してもらえば済むことなのだが、そこは男性恐怖症。目の前のアクシデントにパニック状態になり、頭が回らないのだった。

　そんな美鈴など完全に置き去りにして、ゴキゲンな調子で松永先生は手を挙げた。

「それじゃ今日は転入生の男子を紹介しまーす！　室田響ひびき太た郎ろうくんでーす！　どうぞっ！」

　やっぱりか。誰もがそう思いつつドアの方を見ると、学ランを着て髪の毛をひとつにくくった響が赤い顔をして立っていた。嫌なら断ればいいのだが、それができないのが響の響らしいところである。なにを言われても嫌と言えない。よく言えばお人ひと好よし、悪く言えば流されやすい性格をしていた。

　響太郎は教卓の横までギクシャクした動きでやってくると、頭をポリポリとかきながらボソッと呟いた。

「室田……響太郎です。趣味はピストルです」

　趣味はピストル！　言わされてる！　あきらかに松永先生に言わされてる！　不自然じゃないか。趣味がピストルって、不自然な上に漠然としすぎている。意味がわからない。

「じゃあ響太郎くんは、あそこの席に座っちゃおうか！」

　響太郎は、もともとの自分の席に座ると、周囲からの視線を受けてチェリーのように頬ほおを染めた。普段から眠そうな目が、恥ずかしさでさらに細くなる。

「はいはい、それじゃあ授業を始めますよー！」

　松まつ永なが先生は笑顔で宣言をすると、なにごともなかったかのように授業を再開させた。それからは順調そのものである。松永先生は教室に男子がいるというのに女子生徒は大人しいと満足しているし、訂正をする役割のマリオは廊ろう下かで気絶しているから中断もしない。

　十分ほどだろうか。滞とどこおりなく授業は進み、松永先生のチョークを操あやつる手もリズミカルになってきた頃ころ。美み鈴すずが手を挙げ申し訳なさそうに立ち上がると、頼りない声で一言だけ言った。

「意味ないと思うのです」

「意味なかったあああああああ！」

　松永先生は頭を抱え、教卓をバッカーンとハデにひっくり返す。そんな激しい松永先生を誰だれも見たことはなかったので、慌あわてた数人の女子が彼女を止めに入った。

「せ、先生っ、大丈夫です。ナイスアイデアでした！　ナイスアイデアでしたよ！　ただね、正体が響ひびきだとバレバレなところがダメだったかなーって思ったりします！」

　晴はる子こが暴れ続ける彼女を押さえつつ、必死でフォローする。フォローになってないが。

「うわーん！　バレバレでしたー！　わたし、オッチョコチョイでしたー！」

「わかるやろ！　最初っからわかるやろ！　もっと頭使わんかい！」

　静しずかは彼女の気持ちなど考えずに、頭ごなしに否定している。

「そうや、こんなんどうやろか？」

　今度は静がアイデアを出す番のようだ。彼女は鼻の下を指で擦こすると、得意げに言った。

「うちにポチってゆう犬がおるんやけど。オス。これを男として教室の中に入れるんはどうや？」

「でも、すぐにポチをここに連れてはこれないでしょ？」

　いや、他ほかに突っ込むところがあるんじゃないだろうか。ともかく、晴子の発言に彼女はチッチッチッと時計の針のような声を出して人差し指を揺らす。

「大丈夫やで。ポチー！　ポチー！」

　静が叫さけぶと、どこからか「はっはっはっはっはっ」という犬特有の呼吸音と、チャカチャカチャカ床の上で爪つめが滑る音が聞こえてきた。

「ばうわうばうわうわーうう！」

　来た。わずか五秒ほどでポチはやってきた。見るからに頭の悪そうな小汚い犬は、静に飛びつくと嬉うれしそうに顔中を舐なめている。

「なっ？」

「な、じゃなくて。なんでそんなすぐ来れるの？」

「訓練や、訓練」

　そういう問題だろうか。距離的な説明はノーコメントなのか。

「ポチは一回迷子になってんけど、その後ちゃんと一人でうちに帰ってんねんで。なんでも下しも北きたから戻ってきたんやって。頭いいやろ？」

　偉い犬は迷子にはならないんじゃないだろうか。誰だれもがそう思ったが、黙だまっている。

「うん、それじゃあ今いま井いさんトコの犬で試してみましょうか」

　松まつ永なが先生はそう言うと、響ひびき太た郎ろうとポチと連れてトイレへと消えていった。

　それから十分後。まずは元の女子用の制服を来た響ひびきがやってきて、無言のまま自分の席に着く。続いて松永先生がやってきて、嬉うれしそうに手を挙げた。

「それじゃ今日は転入生の男子を紹介しまーす！　今井ポチ太た郎ろうくんでーす！　どうぞっ！」

　そう言われて教室に入ってきたのは、学ランを無理やり着せられたポチであった。背中に定規が仕込まれているようで、背筋が妙にピンと伸びている。

「はい、じゃあポチ太郎くんは、空いてる席に座ってねー」

　そうは言われても所しよ詮せん犬。教卓の横で「はっはっはっはっはっ」と呼吸をしたままキョトン顔でいるだけである。

「そうか！　ポチ太郎くんはそこがいいか！　お勉強熱心だねー！　よし、オッケ！　それじゃ授業を再開しまーす！」

　いいのか！　そこでいいのか！　ともかく、松永先生は何事もなかったかのように授業を再開した。

　そしてまた、驚くほど順調に授業は進む。カリカリとチョークで黒板に文字を書く音と、「はっはっはっはっはっ」というポチ太郎の呼吸だけが静かな教室に響いた。

　十分ほど経たった頃ころだろうか。静しずかが突然立ち上がり、ツカツカと教卓へと向かった。

「呼吸音がうるさいわぁあああぁぁぁ！」

　そして、右手でグウを作ると、イキナリポチ太郎の頭をブン殴なぐったのだ。

「きゃああああ！　ポチ太郎くん、ケガはないですか!?（松永先生）」

「はっはっはっはっはっ（ポチ太郎）」

「あと鼻の頭が濡ぬれててキモいっちゅーねん!!（静）」

「それは犬だから！　犬だから！（晴はる子こ）」

「はっはっはっはっはっ（ポチ太郎）」

「きゃあああ、ポチ太郎くんのヨダレが美み鈴すずさんの顔面にー！（松永先生）」

「きゅぅ～（美鈴）」

「……（響）」



　暴れ回る静と、教室中を逃げ惑うポチ太郎。授業は再開しないまま、終業のベルが鳴り響くのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　麗れい子こは、廊ろう下かに倒れている男子と女子を交互に見ていた。膝ひざを抱え、昆虫でも観察するかのようにジーっと目を凝らしている。女子は羽はね田だ千ち佳か、Ｄ組の生徒だ。男子はこの学校に一人しかいないので、もちろん誰だれかわかる。

「うぅ、うぅ～ん」

　千佳が低い声を上げつつ、ゆっくりと目を覚ました。だが、自分が男子の上に倒れ込んでいることに気づき「ひぃ！」と悲鳴を発してするとそのまま気絶してしまった。気絶するだけならいいのだが、その際にマリオのオデコに美しいほどのヘッドバッドを食らわしてから気絶するので、マリオは「んごっ」とうめいてさらに深い混こん沌とんの世界へと旅立つのである。

　三十分前から見ているが、ずっとこれの繰り返しである。

　男性恐怖症の千佳はマリオから離れたいのだが、目を覚ました途端に気絶してしまう。マリオは目覚める前に彼女のヘッドバッドを食らうので、一向に起き上がる気配はない。

「なるほど……永久運動ってやつね」

　麗子は、この自然の営いとなみ（？）が自分のくる遥はるか以前から繰り返されていたのだろうと予想する。小さな地球がここに完成しているではないか。食物連鎖と言うのだろうか。いや、言わないか。このままずっと観察していてもよかったが、二人の顔色がそろそろ限界に近づいていたのでそれぞれを引き離すことにした。

　きっと、授業中になにかのトラブルでこうなったものの、Ｄ組は全員男性恐怖症。どうすることもできずに放置したのだろう。松まつ永なが先生のやりそうなことだ。

　松永先生は教育熱心ではあったけれど、あきらかに適当だった。いいのかそれで、というようなことを平気でする。

「まったく、困った教師だわ」

　自分のことを棚に上げ、麗れい子こは溜ため息をついた。千ち佳かの腕を持って、そっとマリオから遠ざける。

「ほら、起きなさい。もう下校の時間よ」

　ペチペチと頬ほおを叩たたくと、彼女の消えかかっていた命が（正直、死にかけでした）現実へと引き上げられる。

「ああああ！　千佳ってば、どうして廊ろう下かに!?」

「さあ？」

「しかも、なんで夕方!?」

「さあ？」

「あげく、オデコがズコーンって痛い！　ズコーンって！」

「いいから帰りなさい。ご両親が心配するわよ」

　麗子の言葉を聞いて、千佳は慌あわてて教室に戻るとカバンを掴つかんだ。

「そうだ、お父さんに怒られちゃう！　コーチョー、さようなら！」

「ちょっと待ちなさい」

　涙目でオデコを擦こすりながら帰ろうとする彼女を麗子は引き止めた。

「あなたは、お父様のことは怖くないの？」

「え？　あ、うん。お父さんだけは平気なの。なんでかわからないけど」

「そう。ありがとう。さようなら」

「は、はっ！　さよーならー！　ズコーンって！　ズコーンって！」

　よほど何度も繰り返されたヘッドバッドが効いたのか、千佳のオデコは真っ赤になっていた。

「騒がしい子ね」

　いや、あんたが早く助ければもうちょっと軽症で済んだろうよ。しかし、ここは放課後の廊下である。マリオと麗子しかいないので、そんな突っ込みを入れる存在はない。

「お父さんだけは平気……か」

　彼女はポケットからマルボロライトメンソールを取り出すと、火を点つけてくわえた。

　ミントの味と、苦味が口の中に広がる。タバコを吸い始めたのはいつからだろう。

　そうだ、きっと、あの時からだ……。

　タバコの根元を指先で軽く叩たたくと、灰が廊ろう下かにポロッと落ちる。

「あづっ!!」

　と同時に、マリオが口から灰を吐き出しながら起き上がった。

「げぇほっ！　げぇほっ！　苦っ！　にがー！」

　麗れい子こは慌あわてるマリオを冷静な目で見ながら、もう一度煙を吹き出して言う。

「……うっかりね」

「れ、麗子……校長先生。廊下でタバコなんて吸っていいんですか？」

　擦り切れかかっている額を気にしつつ、マリオはふらついた足取りで立ち上がった。辺りを見ると、いつの間にか夕暮れだ。しかし、彼は驚かない。こんな学校にいるのだ、なにがあっても不思議ではない。そもそも、気を失う直前の記憶は、背の低い女子が自分目掛けて飛んできたというものだ。そんなことされちゃー、もうよほどのことがなければ驚かないというものである。

「ねえ、マリオくん。明日は学校に来なくていいわよ」

「え!?」

　いきなり驚いてしまう素直なマリオであった。

「どうしてですか？　退学とか、そういう？」

「違うわ。明日から、じゃなくて、明日は、よ。明日はＭＧＢＣに行ってもらうから」

「ＭＧＢＣ？」

　麗子はスーツのポケットから携帯灰皿を取り出すと、口紅のついたタバコを押し込んだ。

「そう。南みなみ青あお山やま少女ブックセンター。本屋よ。あたしが経営してるの」

「本屋……さん？」

　その時、マリオの脳裏には本屋で晴はる子こと出会った時の記憶が蘇よみがえった。エントランスに置いてあったカーペットには、確かＭＧＢＣと書いてあったように思う。それに、今日の朝、美み鈴すずが読んでいたジョーの一巻の紙製のブックカバー。そこにもグレー地にピンクの文字でＭＧＢＣ。

　ＭＧＢＣが南青山少女ブックセンターの略なのはわかったが、それとこの学校がどう関係しているのかは謎なぞのままであった。



　　　　★



　朝、マリオは彼の寝室になっている書斎で目を覚ました。夜中にトイレに行ったが、昨日のことを考えて便座を下げておいた。それどころか、トイレットペーパーの先端を三角に折り、これで晴子も文句は言ってくるまいと鼻息を荒くするのだった。その甲か斐いあってか、昨晩は睡眠を邪魔されることはなかった。ふふ、ざまーみろ（なんだか悪さをしたみたいな言い方だが、ただ単にエチケットが良くなっているだけである）。

　洗面台で顔を洗ってからダイニングへ行くと、晴はる子こと奈な津つ美みの姿はなかった。その代わりに麗れい子こがコーヒーを飲みながら、上下逆の新聞をフムフムと読んでいる。

「あ、おはようございます。今朝は逆ですよね。新聞。あきらかに」

「……うっかりね」

「晴子……さんと、奈津美さんは？」

「先に出て行ったわよ。今日はあなた、初のＭＧＢＣだものね。送っていってあげるわ」

　そう言って彼女は意い味み深しんな笑みを浮かべる。が、麗子のことだから本当に意味深なんだかどうかはわからない。

「あの、南青山少女ブックセンターＭＧＢＣって、一体なんなんですか？」

「そうね……」

　麗子はテレビのスイッチをリモコンで消してから、新聞をテーブルの上に置いた。

「南みなみ青あお山やま少女ブックセンターっていうのはね……」

　彼女の話はこうだった。南青山少女ブックセンター、通称ＭＧＢＣとは、麗子が経営する書店である。どうして女子高の校長である彼女が書店を経営しているのかと言えば、Ｄ組が関係していた。教科書を使った勉強だけでは、男性恐怖症は克服できないであろうと考えた麗子は、Ｄ組の設立を前にＭＧＢＣを開店させる。

　Ｄ組の生徒たちを持ち回りで本屋で働かせ、買い物にくる男性に接客することで少しでも恐怖症を治せればということらしい。つまり学校公認のアルバイト、言ってしまえば部活動に近いものだ。

　本来は四月の入学と同時に開店する予定だったのだが、Ｄ組に入る前に彼女たちそれぞれの男性恐怖症レベルを調べるために一週間早めにアルバイトを開始させたらしい。

　マリオが入学式の前日に偶然見つけ、アイドルの写真集を買おうとしてダンプに撥はねられたのは、ＭＧＢＣの前の道路だったわけだ。晴子も他ほかのＤ組の生徒と同様にアルバイトを開始し、そこでマリオの接客をしたのであった。

「それで、俺おれはどうすれば？」

「あなたには店長になってもらうわ」

「イキナリ店長ですか!?」

　意外な麗子の言葉に、マリオは言葉を失った。突然本屋さんの店長をやれと言われても、本屋さんのことなどなにひとつ知らないのだ。

「そんなの僕にはできませんよ！」

「大丈夫。細かいことは他の子に任せて、あなたは偉そうにしてればいいの。男の子と一緒に生活するってところがポイントなんだから」

「で、でも……」

「ＭＧＢＣは生徒たちの自主性に任せて運営しているの。置いてある本も、彼女たちが選んでいるのよ。それに対してアドバイスしてくれないかしら」

　マリオはＭＧＢＣに入った時のことを思い出す。少女小説や詩集、料理の本などがやたら目に付くと思ったら、そういうことだったのか。女子生徒たちは、自分の趣味で仕入れる本を選んでいたのだ。どうりでジャンルがひどく偏かたよっているわけである。

「あの子たち、自分の好きな本しか仕入れなくて、そのせいで、お客さんがこなくて。こうなる前に手を打つべきだったのだけれど……」

　マリオには、なんとなく次に麗れい子こが言う事がわかった。

「うっかりしてたわ……」

　やっぱりか。

「だから、マリオくんに店長になってもらって、経営を立て直して欲しいってわけ」

「それは無茶なんじゃないでしょうか」

「大丈夫。毎日お店に出てとは言わないわ。あの子たちはグループに分かれて日替わりでお店に出ているの。あなたはＡ班と一緒に出て、その時だけ店長として頑張ってちょうだい。Ａ班が担当する日だけでも売上が伸びれば、まずは成功よ」

「無理だと思いますよ、なにせ顔見ただけで悲鳴ですから」

「大丈夫」

　彼女はマリオの肩に両手を乗せると、スッと顔を近づけた。

「あなたならできる（無根拠）」

　目の前には、大人ならではの美しく色っぽい顔がある。麗子が呼吸をする度に、甘い香りがマリオの頬ほおを撫なでる。ああ、こんな状況で、断ることなどできるだろうか。

「はい、や、やります（色気に負けた）」

「それじゃ、行きましょうか（満足）」

　こうしてマリオは、ＭＧＢＣへと向かうことになるのだった。



　宮みや前まえ家から車で五分ほどの場所にＭＧＢＣは存在していた。確かに、初めて東京にきたあの日に見た書店である。ガラス張りのエントランスは、ぱっと見ただけでは書店だとはわからない。麗子の外車の助手席で、窓ガラス越しにマリオは店てん舗ぽを観察した。

　店の大きさは中型店といった感じだろうか。大通り沿いに建っているにもかかわらず、客足はまったくない。人通りはそこそこあるので、もしかしたらＭＧＢＣが書店だと気づかない人も多いのではないだろうか。

「マリオくん。これがＡ班の生徒の名簿よ。名前ぐらいは覚えておいてね」

　彼女はバインダーの中から一枚のコピー用紙を取り出してマリオに渡した。パソコンで入力したものを出力したのだろう。名前の横に小さく白黒写真が載っている。今まで女子生徒からは、まともに自己紹介をされたことがなかったので、初めて名前と顔がピッタリ一致した。



Ａ班

★宮みや前まえ　晴はる子こ

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



★今いま井い　静しずか

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



★澤さわ崎さき　美み鈴すず

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



★羽はね田だ　千ち佳か

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



★室むろ田た　響ひびき

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



★橘たちばな　留る実み

　■月■日生まれ

　身長■■■

　体重■■　■型

　Ｂ■■Ｗ■■Ｈ■■



「あの……麗れい子こさん。全部塗りつぶしてあってわかんないんですけど……」

「今の日本、個人情報の流出には最大限の注意を払わなくてはいけないの」

「じゃあ見せる意味ないんじゃ……」

「……まあ、そうね。でも、知ってる子ばかりでしょう？」

　きっと、これもまた生徒の自主性に任せてグループ分けをさせたのだろう。晴子とよく一緒にいる女子生徒たちばかりだ。仲の良い生徒たちで班を作ったのが容易に想像できる。

「あれ……でも、これ……」

　その中で、一人だけ顔を見たことがない生徒がいた。クラス全員の顔を覚えているわけではないが、仲良しで班を作ったのなら、晴子と会話をしている場面を見てもいいはずだ。

「麗子さん、この橘って子は？」

「ああ、世せ田た谷がや区の子ね。彼女、登校拒否してるから、まだ学校にきてないわね」

「そうなんですか……いつからですか？」

「入学式を欠席。それから、まだ一度も学校に来てないの」

　よく写真を見ればなかなかの美人で、アイドルだと言われても信じてしまいそうな顔をしている。なにやらこの女子も一筋縄ではいかなそうである。

「さ、名前覚えた？　それじゃ、行ってきなさい」

　彼女に見送られ、マリオは車の外へと出た。一体これからどうなるのだろう。店長としてやっていけるのだろうか。それよりも、男性恐怖症の女子生徒たちと、教師の監視がない場所で共同生活できるのだろうか。東京の空の下、マリオの心は灰色である。

　マリオが頼りない足取りでＭＧＢＣに近づくと、エントランスのガラスに張り紙が貼はってあるのが見えた。新刊のポスターかなにかだろうかと思って近づいてみると、そこには力強い手書きの文字でこう記してあった。

「男性の入店お断り」「男子禁止」「男子反対」「男性向け雑誌ありません」

　えーと。確かここって、恐怖症を克服するために、男性のお客さんと接する場所じゃなかったでしたっけ。それなのに入店拒否である。かなり本気で拒否である。ここまで主張のある張り紙、最近では珍しい。滅多に見ない。いや、見たくもないが。

「まあいい、入るかっ」

　マリオは張り紙を無視して、自動ドアを通り抜け、男性恐怖症の女子だけがアルバイトをしている店内へと入っていくのだった。

「いらっしゃ……いいいいいいいいっ!?」

　レジで伝票を整理していた静しずかの目が、これ以上はないというほど見開かれた。予想していた結果とは言え、そこまで驚くことはないのではないだろうか。

「うあああああ！　男や！　男や！　み、みんな！　男やでっ！」

　レジカウンターの上に飛び乗り、四よつん這ばいになって威い嚇かくする静。両手にコミックを掴つかみ、いつでも投げつけられるように用意している。どうしてそこまで人間を捨てられるのだ。男性に対する恐怖感がそうさせるのか。なんか、もっとパーソナルな性格によるものな気がするのだが。

「男の人ー!?　あ、マリオーだー！　おはよー！　どうしたの!?」

　本棚の奥から、雑誌の束を持った千ち佳かが顔を出した。彼女がマリオに挨あい拶さつするのを見て、静が腹立たしそうな顔をする。

「あ……おはよう」

　膝ひざをついて本を整理していた響ひびきが、立ち上がって頭を下げた。相変わらずなにを考えているのかわからない顔だ。

　手にハタキを持った美み鈴すずもやってきて、きっちり二メートルの距離を取りつつ「おはようございます」と挨拶をした。全員、制服の上からエプロンを着けている。一般的な書店の店員さんのスタイルだ。エプロンのポケットからはボールペンやらハサミやらが飛び出していた。

「なんの用や!?　朝は忙しいねん、冷やかしなら帰ってもらうで！」

　静はレジカウンターの上で仁に王おう立ちし、かなりの高さからマリオを睨にらみつける。その高さのせいで、彼女のスカートからは下着がチロッ、チロッと見えそうになっているが、本人はそんなことを気にしている余裕はないらしい。

「いや、それが、俺おれも今日からＡ班と一緒にここで働くことになったんだよ。校長先生の指示で」

「な!?　なんやって!?　あの校長、なにを考えてんねん……」

　今にも掴みかかってきそうな勢いで彼女は憤ふん慨がいしたが、絶対に襲ってくることはない。なぜなら、男性恐怖症だからだ。

「しかも、俺、店長だって。一番偉いらしいよ。えっへん（とりあえず）」

「なに寝言言ゆうとんねん！　新入りのくせに……」

　奥歯を噛かみ締めながら、静しずかはカウンターの上で足踏みをする。チロッ、チロッだった例のあれが、バホホーン、バホホーン、と丸見え状態である。

「ねー、静ー。なに騒いでるの？　学習参考書ガクサンが入荷……」

　どこからかやってきた晴はる子こは、マリオの顔を見て言葉を失った。それから、目を白黒させて「あぅ、あう、あぅ」と繰り返している。

　ツチノコが六ダースぐらい家に宅配便で送られてきたような驚きっぷりに、マリオは思わず言った。

「な、なんだよ……」

「なんだよじゃないです！　学校でもあなた！　家でもあなた！　ここだけは安心できると思ったら、なんで!?」

「店長に任命されたんだよ……。麗れい子こさんに」

「ママが!?　な、なにそれぇ……」

　彼女はその場にヘナヘナと座り込むと、泣きそうな顔で彼の顔を見つめ続けた。

「な、なに見てんだよ」

「うぅ……。あまりにもショックで……はぅ……」

　そこまで嫌うことないじゃないか、とマリオは思ったが、よくよく考えてみれば下着姿を二回も見たわけで、そりゃ嫌われても仕方ない状況にあるのだ。

「ねーみんなー、マリオが店長になるんでしょ？　よかったね、人が増えて」

　能天気な千ち佳かの意見に、静が瞬時に反応する。

「ようないわ！　男やで!?　男の命令なんか聞きたくないっちゅーねん！」

「そうですけど、校長の指示なら仕方がないではないのですか？」

　遠慮がちに美み鈴すずが言った。響ひびきも隣で「うん」と頷うなずく。

「そ、そらそうやけど……。ふん。わかったわ。ほんなら、あんたは今日から店長や。せやけど、新入りには変わりないからな。仕事、やってもらうで」

「仕事？」

「そうや。ほら、あそこにダンボールがあるやろ？」

　彼女は店の隅を指差した。そこには、引越しで使うような大きなダンボール箱が数個積まれている。

「あれを裏口から店の外に出してや。それが最初の仕事。店長気取るんやったら、まずあれを運んでからやな」

「お、おうっ」

　マリオは腕まくりをして、ダンボール箱へと近づく。彼は、まず仕事ができるってトコを見せて、それから偉そうにしてやろうと考えていた。女の子だけのＭＧＢＣで、力仕事ができることを証明すれば、きっと尊敬されるに違いない。

　どうせこれから店長としてやっていかなくてはいけないのだ。邪険にされるより、少しはイイトコ見せておいたほうがいい。

「フフン、腰抜かしても知らんで」

　意地悪そうな静しずかの声が、背後から聞こえる。フ。こう見えても春はる山やまマリオ、男子である。女子がいつも運んでいるようなダンボール箱ぐらい、運べないわけがない。

　目の前に詰まれたダンボール箱を、重さも確かめずに彼は二個まとめて抱え込んだ。

「見てビビんなよな、これが男の力だ!!」

　重心を下げ、どうだ見たか！とばかりに、ダンボール箱を一気に持ち上げようと力を込める。が、これがまったく持ち上がらない。モーレツに重いのである。正直、血管が切れるかと思った。というか切れた。六本ぐらい細いのが切れた。ダンボール箱には中身がギッシリと詰まっているようで、生まれてこの方、こんなに重いダンボール箱は持ったことがないという程に重い。

「ちょっと、無理して倒れても誰だれも介抱できないんだから、気をつけなさいよ？」

　適度な距離を保ちつつ、晴はる子こが声をかける。振り返って笑顔のひとつでもかましてやりたいが、そんな余裕はどこにもない。

「ううううぅ、余裕だあぁあぁああぅぅうぅぅ！」

　全然余裕じゃない感じで、マリオはもう一度全身の力を振り絞った。

「はう！　あああうう!!　うぐぅううぅうう!!」

　ピ……ロ……。

　今のは、ダンボール箱の底が床から二センチ浮いた音である。すでに彼の額には玉の汗が浮かんでいる。なんて重いダンボール箱だ。こんなに重いダンボール箱、アメリカだったら犯罪である。告訴だ。

「うううぐうあうあうあうあうあ！」

　うめき声を上げながら、マリオはダンボール箱を抱えゆっくりと移動を始めた。晴子は彼の前に回り、「スタッフルーム」とプレートの貼はってあるドアを黙だまって開ける。どうやら、その先に裏口があるらしい。

「あ、ありがとひ……」

　なぜ最後が「ひ」。仕方ない、彼は今、全力を出しているのだ。そんな時ぐらい、日本語がおぼつかなくても許してあげようではないか。

　マリオはプルプルと小刻みに震えながら、生まれたての子馬かなんかみたいにスタッフルームへと消えていった。静はそれを見ながら、チッと舌打ちをする。

「晴子、なんであいつが店長やねん」

「わかんない……。あぅ、わたし、もう本当に心の休まる場所がなくなっちゃう……」

　めそめそと泣きそうになっている彼女の頭を、静しずかは何度かポンポンと叩たたいてやった。

「泣き止やむんや。強く生きるんやで」

「うぅ、うん、わかりましたぁぅ……ぐすぐす」

「それにしても」

　それにしても、まさかあのダンボール箱を本当に運ぶとは思わなかった。あの中には、本がギッシリと隙すき間まなく詰め込まれているのだ。きっと、何十キロもあるに違いない。それを二つも抱えて、ヘッピリ腰にしても外へと運び出している。

「あいつ、なかなか根性あるやんか」

　自分の爪つめを噛かみながら、静は悔しそうに言った。

　結局その後、マリオは店内に積んであったダンボール箱を一人で外へと運び切った。

「ちょっと休きゆう憩けいしまひ」

　彼はみんなに一言告げると、そのままスタッフルームへと姿を消した。

　なんで最後が「ひ」なのだろうか。仕方ない、彼はもうとっくに体力の限界を超えてしまっていたのである。そんな時ぐらい、最後が「ひ」でも許してあげようではないか。



「一応、お疲れ様。はい、おしぼりです」

　スタッフルームと言っても、ほとんど倉庫に近かった。長方形をしたスペースの壁際に無理やりソファと事務机、それに小さなテレビが置いてあるだけだ。マリオははソファに寝転がり、ヒュコーヒュコーと妙な音の呼吸をしている。



    

  
    
      



    

  
    
      　あんな重いもん、二度と運ぶか、ちくしょう、などとブツブツ言っているところに、不機嫌そうな顔をした晴はる子こがおしぼりを持ってやってきたのだ。

「ありがとう……」

「ここに、置いておきますからね」

　当然彼女は程よく離れた場所におしぼりを置いた。手を伸ばしても取れない。

「別に意地悪してるわけじゃないですから。近づけないんだから仕方ないです」

「わかってるよ……」

　ああ、あの冷たいおしぼりで顔をキュコーと拭ふきたい。だが、もう少し休まないことには立ち上がることすらできない。腰が完全におかしくなっている。腰、イワしてもうた。

「本当に持つなんて思わなかった。あれ、普段はひとつずつ台車に載せてるんです。静しずかってば、ちょっとやりすぎ」

「本当に？　どうりで重いと思った……」

　台車に載せて運ぶような荷物を、二つまとめて抱えてしまったのである。そりゃ、腰に爆弾抱えてなくても動けなくはずだ。

「それで、俺おれを心配して来てくれたの？」

「!?　ち、違います！　こ、これをしに来たんです！」

　晴子は頬ほおを膨ふくらませると、事務机に紙を並べて丁寧に折り始める。

「なにそれ？　折り紙？」

「違います。ブックカバーです」

「ブックカバー？」

「そう。文庫とかを買ってくださったお客さんに、ブックカバーをかぶせるでしょ？　あれです。最初に簡単に折っておいて、レジで仕上げるんです」

　見ていると、彼女は素早くブックカバーを折っていく。手先が器用なのだろうか。

「上う手まいもんだね……」

「そんなことないです。慣れてるだけですから」

　マリオはそれ以上話すこともないので、ソファに上向けになって寝転んだ。腰がジンジンと熱く痺しびれるが、さっきまでに比べたら楽になっている。

　ブックカバーを折る音だけがスタッフルームにサッサッと響く。遠くで店内放送のクラシックが、どこかで聴いたことのあるメロディーを奏かなでている。

「さ、できたっ」

　晴子はブックカバーの束を持って、スタッフルームから立ち去ろうとする。いつまでも寝転んでいては格好悪いと、マリオもやせ我慢をしてソファから起き上がった。

「もうちょっと寝てた方がいいんじゃないですか？　無理して動けなくなっても知りませんからね」

「もしかして、心配してくれてるの？」

　その言葉を聞いて、晴はる子こは顔をボンッと赤くした。

「そんなんじゃないです！　じゃあ動いてください！　無む駄だに動いてください！　お客さんのいない店内で走り回ってください！」

　彼女はプンスカと怒りながらスタッフルームから出ていってしまった。右手の指をクイクイと動かしていたのは、きっとシャドウファブリーズであろう。

「ちぇっ。あんなに怒ることないのに。にしても、やっぱお客さんいないのか」

　麗れい子こが言っていた通り、お客さんの入りは悪いらしい。彼はどうしたものかと考えつつも、晴子が部屋から出て行ってから店内へと戻った。

「げっ。戻ってきたわ」

　店内では晴子と千ち佳かがハタキで本のホコリを払い、静しずかと響ひびきが棚の整理をしていた。

　静はマリオを見つけると早速嫌な顔をして、晴子の方へと逃げていく。

「俺おれはゴキブリかっつうの……」

　美み鈴すずはレジに入って、どこかに電話をしている。きっと、そういう種類の仕事があるのだろう。店長らしいことをしようとしても、なにをしていいのかわからない。忙しそうにしているところを邪魔しても悪いと思うが、お客さんもいないのにそんなにすることがあるのだろうか。

「あ！　マリオー！　腰、治ったの？」

　千佳がなぜか二本もハタキを持ってパタパタと走ってきた。マリオは、反射的に二、三歩身を引く。なにせ千佳は、勝手に彼の体を触って、勝手に貧血を起こすような相手だ。彼女が無自覚なぶん、こちらが自覚的に身体的な接触を避さけなければならない。

「あのさ、お客さんいないのに、なんでみんな忙しそうにしてるの？」

「あー。それはね、朝に新刊とか雑誌とかが入ってくるから、それを出したりとかするんだよ。ねーねー、見て。触角！」

　頭にホウキを立てて「ペローン」かなんか意味のわからない声を出し、彼女は笑った。こうしていると普通の女の子のようだが、やっぱり男性恐怖症なのだ。そのことを思う度に、みんなどうして男性恐怖症になってしまったのだろうとマリオは悩む。

　なにかあったのかな。それとも、なんとなくなのかな。

「ペローン」

「いや、もういいから」

「ペロローン」

「うっせ」

「なにー！　マリオーつまんない。大好きなキノコあげないよ？」

「キノコ好きじゃないし。名前で人のこと判断しないでください」

「ひっどーい！　触角アタック！」

　千ち佳かは考え事をしていて相手をしてくれないマリオを放って、トテトテと美み鈴すずの方へと走っていった。去り際ぎわにハタキを一本、投げつけるというオマケまで残して。

「もしかして、俺おれにもハタキがけしろってことかな……」

　店長って、もっと偉そうにしてればいいんじゃないのかなぁ。マリオはそう思いつつ、床に落ちたハタキを拾って本棚に平積みにしてある雑誌の上にチョンと置いた。

「あの、ちょっと」

　だいぶ遠くから、晴はる子こが声をかけてきた。彼女はツカツカと彼の元までやってきて、ハタキを指差した。

「その、本が汚れるから、止やめてくれませんか」

「ああ、ごめんごめん。売り物だよね」

「わ、わかればいいんですけど……」

　そしてそのまま、元の位置まで戻る。トイレのことと言い、少し神経質なのかもしれない。細かいことを注意してくる子である。



　適温だった店内に、急に冷たい風が吹き込んできた。静かな機械音と共に自動ドアが開き、長髪の男が中に入ってくる。ウインドウの「男子禁止！」に始まる強烈な張り紙を見てもやってくるとは、よほど欲しい本でもあるのだろうか。

　彼は店内を軽く見渡しながら、肩まで伸びたアッシュの髪の毛を手で払った。

「う……。なんか、ムカつく」

　あきらかに偏へん見けんであったが、マリオはつい口に出してしまう。見知らぬ学校の制服を着た彼は、長身の細身で、いわゆる美形であった。白馬に乗ったら、そのまま王子様になれそうな優雅な雰囲気を醸かもし出しつつ、それでいて嫌味がない。だからこそムカつくのだ。

　もっと、目に見えて嫌な部分があれば「あそこがムカつく」と言えるのだが、パッと見は完かん璧ぺきである。だからこそ「なんか」「ムカつく」。イチャモンである。

「わあ！　お兄さま！」

　レジで電話をしていた美鈴が、パッと顔を明るくした。

「美鈴っ」

　彼は声まで甘かった。きっと女の子にモテるに違いない。底抜けにムカつく男である。

「どうしたのです、お兄さまっ？」

　彼女はなにかの用事で電話をしていたはずなのに、躊ちゆう躇ちよなく受話器をガチャリと置くと（いいのか？）、小走りで彼の元へと向かった。そして、そのまま抱きつき、ハイこれ、いつの時代のテレビドラマでしょう、というような感じで、クルクルとその場を回った。

　彼女はＤ組の生徒である。男性恐怖症のはずである。それなのに、彼には密着密着ピトリピトリである。兄妹の間柄なので、大丈夫ということだろうか。

「美み鈴すずがちゃんと働いてるか心配で、学校をサボってきてしまったんだよ」

「もう。そういうことはしたらいけませんって言ってあるじゃないですか。お兄さまってば。お母さまに言いつけてしまうのですよ？」

　言葉だけ聞くと怒っているように思えるが、美鈴はバツグンの笑顔を浮かべていた。あんな嬉うれしそうな顔、少なくともマリオは見たことがない。短い付き合いだというのもあるが、特別な人にしか見せない、特別な笑顔のように思えた。

「ほら、美鈴。今日は美鈴の大好きなメイド服を持ってきたよ」

「お兄さまってば、昨日も買ってくださったじゃないですか。お金、大丈夫なのですか？」

「大丈夫大丈夫。お前はそんなこと気にしなくていいんだ。ほら、着てごらん」

「はい」

　はいじゃないよな。本屋だし。営業中だし。店内だし。なぜ着るのだ、メイド服を。

　呆あつ気けに取られているマリオを他よ所そに、二人の世界はファンタジー色で染まっている。いつの間にか他ほかの女子たちも美鈴の兄の元に寄ってきていた。

「わ、美鈴ちゃんに似合いそうですね（晴はる子こ）」

「でも、ちょっと小さいみたい（美鈴）」

「ええっ!?　本当かい？　きっと似合うと思って、サイズを確認しなかったよ（兄）」

「前もそんなことゆってなかったっけ？（千ち佳か）」

「……うん（響ひびき）」

　なぜだ。男性恐怖症の連中が、こぞって彼の近くへ集まっている。もちろんある程度の距離は取っているものの、マリオと接するのとは根本的に違う気がします。あるんだね、こういうところにも。勝ちとか、負けってさ。

「あれ？　でも今いま井いがいないな」

　静しずかを探して視線を走らせると、店の一番奥で彼女だけ棚の整理をしていた。

　マリオが見ていることに気づいたのか、美鈴の兄には見えない場所で、店の入り口に向かってアッカンベーをする。どうやら、彼女もあのキザったらしい口調が気に入らないみたいだ（と、信じたい）。こういうとこだけ、本当にここだけ、一ミリだけ、気が合うようである。

「あれ、あの男の人は誰だれだい？」

　美鈴の兄がマリオを見つけて呟つぶやいた。

「あの人は、マリオさん。春はる山やまマリオさんなのです」

　美鈴は、たったそれだけのことを言っただけなのに、誉ほめて欲しそうな顔をする。兄がそれに応えて何度か彼女の頭を撫なでてやると、嬉うれしそうに目を細めた。

　なんじゃそれ、気に入らねー。そういうことは家の中でやって欲しいものである。

「天てん馬まさん、あの人のことは気にしなくていいですから。あんな人と話したら、天馬さんまで下品になっちゃいます」

　晴はる子こが、美み鈴すずの兄に向かって言った。どうやら天馬というのが名前らしい。まったく根拠はないが、きっと水虫だとマリオは思った（ただの言いがかりである）。

　天てん馬まは美鈴の頭をポンポンと叩たたくと、そのままマリオの方へとやってくる。そう言えば、東京で男の人と話すのは初めてに近いのではないか。つま先からやってくる妙な緊張感に、彼は逃げてしまいたい衝動にかられた。

「こんにちは、マリオくん？　僕は菊きく本もと高校三年の澤さわ崎さき天馬。天あま翔かける馬と書いて、天馬」

　翔かけてねえし。そんな字、入ってないし。天井の天に、馬車の馬、でいいんじゃないですか。

「よろしく」

　そう言って彼は手を差し出す。マリオは黙だまったまま握り返した。

「どうして男のきみがここにいるのかわからないけど、そんなことはどうでもいいんだ。とりあえず、言いたいことはひとつ。美鈴に手を出したら、許さないからね」

　顔は笑顔のままだったが、目はまったく笑っていなかった。もし美鈴になにかあったら、マリオが関係してなくても恨うらまれそうな気がする。



    

  
    
      



    

  
    
      「は、はぁ」

「僕は美み鈴すずを愛しているんだよ……。心から、ね」

　シスコンだ。こいつ、絶対にシスコンだ。あと水虫だ。言いがかりだけど。

「それじゃあ」

　天てん馬まはそう言うと、美鈴の元へと戻っていく。

　なんだか、色々と面倒だなぁとマリオは思うのだった。

　結局、天馬は二時間ほどＭＧＢＣで美鈴の相手をして、それから学校に行くと言って帰って行った。昼休みを過ぎると棚の整理や新刊の品出しも終わり、なにもすることがなくなった女子たちは雑誌を適当に読み始めた。

　マリオは「俺おれは店長だぞ。仕事を与えろ」と晴はる子こに言ってみたが、まったく相手にされなかった。どうやら、天馬と握手したのが気に入らなかったらしい。

　仕方がないので、静しずかにも同じことを言うと、彼女は面倒くさそうに答える。

「わかった。ほんなら店長、店番よろしく」

「なんだよそれ、全然店長らしくないじゃん」

「せやけど他ほかにやることあらへんし、ええやんか。あ！　あれやな、素しろ人うとさんを一人で店番させるのも危険かもしれん」

　彼女は大きなアクビをしてから、店内を見渡した。

「そうや、晴子。お前が一緒に店番したって」

「え！　な、なんでわたしなの!?」

「お前のおかんがこいつを学校に連れてきたんやろ？　それぐらいしてもええやんか。はい、ほな響ひびきも休きゆう憩けいや！」

「え？　あ、うん……」

　静は晴子の背中をポンと叩たたくと、響と一緒にスタッフルームへと消えていった。

　彼女はマリオを見て、耳を真っ赤にした。照れているのではない。たぶんコレは、拒否反応だろう。

「千ち佳かー、クッキーあるでー！」

「え!?　本当に！　砂糖！　砂糖！」

　スタッフルームから聞こえてくる静の声に反応した千佳は、美鈴の背中を押して休憩に入ろうとしている。美鈴は困ったような顔でなにか言おうとしていたが、晴子が小さく笑顔を作ると、曖あい昧まいに頷うなずいて千佳と共に店内から姿を消した。

　広い店内にお客さんは一人としていない。レジにはマリオと晴子がポツンと、適度な距離を保って突っ立っている。

　マリオ店長、どうすればいいのかわからない。困る。

　さっきもスタッフルームで二人きりになったが、今の方が妙に緊張してしまう。腰の痛みが楽になってきたので、余計なことに頭が回るようになってしまったからだろうか。

　晴はる子こもそれは同じようで、なにも話さずに黙だまったまま立っている。

　それにしたって、五分しても十分しても、会話が一切ないというのは苦痛である。ジットリとした汗が背中を流れた。ど、どうすればいいのだろうか。話しかけた方がいいのだろうか。それとも、このまま黙っている方が彼女にとって心地よいのだろうか。

　さらに十分。スタッフルームから楽しげな笑い声が聞こえてきた。世界中から取り残されたように、二人は、ただ、本当にただ、ポツンと立っているのである。

　お客さんがくる気配はない。そりゃそうだ、あんな張り紙を店先に掲げていては、女の人だって入りにくいではないか。ありゃ電波だ。どう見ても電波書店なのだ。

　ひとまずマリオは会話の糸口を見つけようとした。なにを話せばいい。どんな会話が彼女に相応ふさわしい。そうは言っても、今まで晴子と会話らしい会話などしたことがない。顔を合わせれば避さけられ、向こうから話しかけてくる時は大抵文句を言われる。なにか爽さわやかな話題はないだろうか。例えば虫捕りか。そりゃないな。女子高生が虫は捕らないだろ。そもそも爽やかじゃないし。うん。じゃあなにを話せばいいのだ。わからない。うーん。

「あのさ、ネジリンボウって知ってる？」

　口をついて出た言葉は、よりによってそれであった。ああ、失敗した。ダミだ。こりゃダミだ。どう考えても知ってるわけがない。むしろ、マリオだって知らないのだ。

「…………」

　晴子は戸惑ったような顔をしたまま、一言もしゃべらない。無視だ。つまり無視だ。なによそれ、変な話題しようとして、知るわけないじゃない、なに考えてのよ、最低、田舎いなか者、さっさと山奥に帰れ、美しい空気の中で過ごせ、なのだ。

「ジョー……です」

「えっ？」

　マリオの頭の中が被害妄もう想そうでいっぱいになる頃ころ、突然晴子は口を開いた。

「あしたのジョー。一巻。ジョーが刑務所に入った時に、雑ぞう巾きんをねじって口の中に入れられたんですけど、確かそれがネジリンボウです」

　意外だった。なにが意外って、ネジリンボウの正体も意外だったが、それよりも彼女がネジリンボウについて知っていることに驚く。

「そ、そうなんだ。詳しいね」

「美み鈴すずちゃんが、少年漫画が好きなんです。面白いからって言われて読んでみたんだけど、わたしはちょっとわかりませんでしたけど」

　おおっ！　なんか、普通に会話らしい会話を交わしているではないか。内容はあんまり普通ではないが、彼女と出会ってから、ケンカ腰ではない会話は初めてである。マリオはさらに会話を続ける。

「豚ぶたと力りき石いしは知ってる？」

「ジョーの二巻です。豚を使って脱獄しようとしたジョーを、力石徹とおるが阻そ止ししました。力石徹は、豚の間を歩いてジョーの乗ってる豚にパンチしたんです。たぶん、それだと思います」

「そうなんだ」

　確かに会話は上う手まくいっている。ただ、内容がちょっとアレだ。もうちょっと普通の会話がしたいものである。マリオはなにか話題がないかと店内を見渡した。

「それにしても、このお店ってお客さん少ないよね」

「うっ」

　それまでずっと正面を向いていた晴はる子こが、ガバッとマリオの方を振り向いた。その目には、ウルウルウルと涙がいっぱいに溜たまっている。もしかして、一番触れたらいけない話題だったのかもしれない。

「うわああ！　なんでよ！　なんで泣くんだよ！　俺おれ、そんな変なこと言った!?　またデリカシーのないこと言った!?　んなことないよな!?」

「違うんです。その、本が、かわいそうだって思って……」

　泣きそうになりながらも、彼女は泣かなかった。なんとか涙が落ちるのを堪こらえて、息を詰まらせながら言葉を搾しぼり出す。

「本は、読まれるために生まれてきてるんです。それなのに、こんな寂しいのってかわいそうだと思いませんか？」

　いきなりのロマンチック発言に、面食らうマリオであったが、それをバカにする気にはなれなかった。彼女がどこまでも真ま面じ目めに言っているように思ったからだ。

　鼻をグスグスと言わせながら、晴子は上うわ目め遣づかいで聞いてくる。

「本って、どれくらい出てるか知ってますか？」

　やや唐突な質問ではあったが、彼は考える。どれぐらいって、想像もつかない。

「え？　わ、わかんないけど」

「小説だけで一日二百冊ぐらい出版されているんです。漫画や雑誌を入れたら、もっとたくさんになります」

「二百冊……？」

　マリオは素直に驚いた。一日二百冊もの本が出ているということは、一週間で千四百冊、一ヶ月で六千二百冊、一年で七万三千冊。彼女の言い方だと、漫画を含めればそれ以上あるという。そんなにも大量に本が発売されているなんて知らなかった。

「ここには、生まれてきた本の全部を置くことはできないんです。せいぜい一日で四十冊を仕入れるのが限界です」

　それでも毎日毎日四十冊もの本が入荷されてくるのだ。もちろん、同じ本を何冊も仕入れることもあるだろうから、より多くの本を扱うことになる。そんなことを繰り返していたら、あっという間に本で溢あふれてしまうのではないだろうか。

「売れなかった本は、返へん本ぽんすることになります」

「返本？」

「そうです。ダンボールに詰めて、お店から送り返すんです。あなたが朝に運んだ大きなダンボールが、それです」

　マリオは、自分が運んだダンボール箱の重さを改めて思い返した。ズッシリと手に沈み込んでくる感触は、帰りたくないと言っている本の悲鳴にも聞こえる。

「わたしはね、そういうのがすごく辛つらいんです。せっかく作者の人が一生懸命書いた本が、誰だれかになにかを伝えようとして書いた本が、読んでもらえなくてここから去っていくんですよ。かわいそうですよね、本が泣いてますよね。どんな本だって、適当になんて書かれていないのに。誰かが悩んで、苦しんで、いっぱいいっぱい文字を積み重ねて、それでようやく一冊ができるのに。それなのに、あんな暗くて狭いダンボールに入れられちゃうんなんて……」

　晴はる子この目は真っ赤になっていた。マリオは、改めて店内の棚にギッシリと詰まっている本を眺める。今はこうしてお客さんが手に取るのを待っているが、いつダンボールに押し込まれるかわからないのだ。本は読まれるために生まれてきた。人間は自分で本を作ったくせに、売れなかったら邪魔者扱いだ。

「宮みや前まえ。そんなに本好きなの？」

「本は、わたしの想おもい出でだから」

「想い出？」

　彼女は無理やりに笑顔を作って言った。

「わたしは将来、とても大きい本屋さんをやりたいんです。どこにも行き場所がない本を、全部置いてあげたいの。きっと、誰かが手に取ってくれる。どんな本だって、それを求めている人がいるはずだから。最後まで、わたしが死ぬまで、ずっと棚の中にいさせてあげたいです……」

　ついに堪こらえきれなくなったのか、晴子は声を上げて泣き始めた。マリオは彼女を抱きしめてあげたいと思ったが、残念ながら晴子は男性恐怖症である。レジの隅に置いてあったハタキで、頭をナデナデしてあげるのが精一杯だった。

「ごめんなさい、急に泣いたりして。わたし、変ですよね、ごめんなさい……」

　彼女は小さく肩を震わせて泣き続ける。マリオはどうにもできずに、ハタキでナデナデを繰り返す。

「あー！　お前、なに晴子のこと泣かしとんねんー！」

「本当だー！　マリオーが泣かしたー！　晴はる子こを泣かしたー！」

　休きゆう憩けいを終えた静しずかと千ち佳かが、レジの中で泣きじゃくっている晴子を見つけて大声を上げた。なにごとかと美み鈴すずと響ひびきも慌あわてて奥から飛び出してくる。

「謝り！　なにしたか知らんけど、謝りや！」

　静は袖そでをめくってマリオを威い嚇かくした。晴子は「違うの……違うから」と言いながらも涙が止まらないようだ。

「マリオさん、宮みや前まえさんに変なことしたのですか？」

　美鈴は、少しがっかりしたような顔で彼のことを見る。

　マリオはどうしていいかわからずに、晴子に助けを求めるようにして視線を投げかけた。その時。彼女の泣き顔を見て、心の奥が痛むのがわかった。

　女の子が泣いている。助けなくちゃいけない。こんなふうに女の子が泣くのは、とてもいけないことだ。女の子は笑っていなくちゃいけない。

　松まつ永なが先生が泣いているのを見た時も、まったく同じことを思った。ただ、今の方がずっとその気持ちが強い。衝動に近いほど強い気持ちが、彼の体を駆け巡る。

「おい、なんとか言ゆうたらどうやねん。謝れっちゅーねん」

　静がグッと詰め寄ってくる。

　女の子を泣かせたらいけない。その気持ちが血管の中を血液と一緒に流れ、全身をいっぱいにした時。マリオの頭の中で、ひとつの考えが宝石のように強く光った。

「聞いてくれないかな」

　素直に謝ると思われたマリオだったが、意外な言葉を口にした。

「売る」

「へっ？」

　妙に力のこもった口調に、静と千佳が、美鈴と響が顔を見合わせる。

「今決めた。売ることにした。このままじゃダメだ。この店を、もっと本が売れる店に俺おれがする！」

　バンッとレジカウンターに手を置き、彼は怒鳴った。あまりの迫力に、晴子を含めた五人の女子は言葉を失った。美鈴などは泣き出しそうになっている。

「俺は店長だ。文句ないよな？　この本屋を、売れる本屋にする。今日から。今から！」

　誰だれも返事をしない。カチコチと壁に掛かった時計の秒針だけが大きく響いている。

　しかし、静はすぐに自分を取り戻した。なんで新入りの男にそんなこと言われなくちゃいけないんだよ。冗談じゃない！　そう叫さけぼうとするのと同時に、晴子がいつもよりも少しだけ大きな声で言った。

「うん、ない。文句は、ないよ」

「は!?　なに言うてんの!?　こいつの言うこと聞く気か？　晴子!?」

　静しずかは呆あつ気けに取られて思わず声が裏返ってしまう。

「だって、いいことじゃない？　本が売れるって、すごく素敵なことだと思う。ここにある本が、誰だれかに読んでもらえるって、いいことだと思う」

「ないなーい！　千ち佳かも文句ないよー！」

　なにも考えずに千佳が続けた。美み鈴すずは戸惑いながらも、無言で頷うなずいている。

「ちょっとなんやねん、どういうことや？」

　静は晴はる子こに訴えかけるが、彼女は鼻の頭を赤くしながらも笑っていた。とても嬉うれしそうな顔をしている。

「なんだ？　今いま井いは反対か？　それとも、俺おれが店長なのが不満か？」

　他ほかの四人の女子を一人ずつ静が見つめる。誰もマリオの言うことに反対する気はないみたいだ。

「わかったわ！　好きにすればええやろ！」

　静は髪の毛をグシャグシャとかきながら、スタッフルームへと戻っていく。

　晴子はマリオに向かって、誰にも気づかれないようにささやかな笑顔を作った。

　彼女の笑顔には気づかないまま、マリオは自動ドアを抜けてショーウインドウに貼はってある「男子反対」の張り紙を勢いよく破やぶくのだった。

「よし……、売るぞ」



    

  
    
      

第四章　バリバリ七倍伝説





「ってアホか！　好きにすればええ言ゆうたけど、これはあっかんやろ！」

　静は怒っていた。かなり怒っていた。マリオが店を出て一時間、両手になにやらビニール袋を抱えて帰ってきたと思ったら、その中にはキワドイ衣装が入っていた。キワドイと言ってもバニーガールやセクシー馬うま女おんなではない。ファミリーレストランのウエイトレスの衣装だ。たかがウエイトレス、されどウエイトレス。胸が極端に強調されるようなブラウスに、超ミニのスカート。マリオは真剣な顔をしてそれを差し出し、着れ、着てみたまえ、という目で女子たちを見ているのである。

「男が考えそうなことや！　こういう衣装着て、客を集めよう言うんやろ！　ほんまに意味あるんか、そんなことして！」

　静は渡されたセクシーウエイトレスを床に投げつけて、頭から湯気を出す勢いで怒り始めた。

「意味ある！　あるさ！　俺は校長からここを立て直すように言われてるんだ。客がこない原因はふたつと見た！　まずは偏かたよった品しな揃ぞろえ！　そして店員の無ぶ愛あい想そな態度（主に男に対する）！　これしかない！　品揃えは一日二日でどうこうなるものじゃない。長い時間をかけて棚の中身をもっと一般的にするしかない！　しかし、店員の態度はヤル気によってすぐ変わるのだ！」

　それとウエイトレスがどう関係あるのかはまったく謎なぞである。

「ちょっとでも見直したわたしが間違ってました」

　晴はる子こも衣装を見ながら顔をしかめている。学校の制服のスカートは自分で短くしているくせに、こういう衣装が短いのは許せないらしい。

「うるさいっ。とにかくお客さんを集めなくちゃいけないんだ。文句を言わずに着ることっ」

「着るわけないやろ！　なんでこんなん着んねん！　もしこれ着ても客が増えんかったら、どう責任取ってくれるんや！」

　マリオに対する静しずかの怒りは一向に収まる気配はない。女をバカにしているのか、とでも言いたげだ。

「もしこれでお客さんが来なかったら……」

　女子に囲まれながら、マリオは考える。あの負けん気の強い静を納得させるには、ちょっとやそっとのことではダメだ。

「もし来なかったら……俺おれも着る！　このウエイトレスの衣装をなっ!!」

　握り拳こぶしを突き上げ、マリオは叫さけんだ。どうだ、ここまで恥ずかしい思いをする覚悟ができているのだ。だから着ろ！　着れ、静！　という熱い意思の表れである。

「……あほか」

　だが、彼女はしれっとした目でマリオのことを見ると、スタッフルームに向かって歩き出そうとした。まったく効果はないようである。そりゃそうだ、マリオがこの衣装を着たところで、静にとってはなにもプラスにならないのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　着るって言ってんだぞ！　相当恥ずかしいぞ！　それなのにダメか！」

「ダメに決まってるやろ！　そんなんされても嬉うれしくない！　むしろ不愉快や！」

　彼女の言う通りである。この取引は、成立するはずがないのだ。しかし……。

「ふーん。今いま井い。もしかして、怖いんじゃないの？」

　挑発的な口調で彼は呟つぶやいた。

「怖い？　なにが怖い言うねん」

　その言葉に静はピクッと反応する。

「お前は怖いんだ。だから逃げようとしてるんだ」

「なに言ゆうてんねん!?　逃げてなんてないで！　うちはただ、意味もなくそんな服を着るのが嫌やって言ゆいてるだけやろ！」

「いいや怖いんだ！　お前は怯おびえているんだ！」

「なにに怯えとるっちゅーねん!?」

「お前より俺おれの方が、このセクシーウエイトレスさん、略してセクシーさんの衣装が似合うことになー!!」

　ガーン。静しずかの頭に稲いな妻ずまが落ちた。あまりの衝撃に、彼の言っている言葉が外国語のように思えた。

　似合わない？　その衣装が？　男より？　つまり、自分は男よりも色気がないと？　男よりも劣おとっていると？　そんなわけない！　男に負けるわけがないっ！

「アホなこと言うな！　わかったわ！　着たろうやないか！　あんたよりも、ずっとこの衣装が似合うことを証明したるでっ！」

　単純である。ただの負けず嫌い、静は言ってしまえば少しアホなのかもしれない。

「ちょっと静！　なに言ってるの!?　騙だまされてる！　あの人に騙されてるって！」

「晴はる子こは黙だまっててや！　もしかして、あんたもうちよりあいつの方が似合うと思ってるんと違うか!?」

「そうじゃないけど……。口車に乗せられてる気がする。すごく」

　晴子は必死になって説得したが、静はプライドを傷つけられたことにより思考がおかしくなっているようだった。床に叩たたき付けた衣装を拾い上げると、マリオを睨にらみつけて言い放つ。

「後悔してもしらへんで」

「望むところだ」

　わからない。なんに対しての言葉なのかわからない。なにやら、妙に白熱していることだけはわかる。

「ふっ。春はる山やま。お前、死ぬで」

　死なないし。

「望むところだ」

　望まれても。

「よし、ほんならみんな！　スタッフルームで着替えるで！」

　彼女は大おお股また開きでスタッフルームへと行ってしまった。晴子は慌あわててその後を追いかける。美み鈴すずと響ひびきは、どうしていいのかわからないままに、彼女たちを追った。千ち佳かはいつの間にか、棚の陰で着替えを済ましており、ウエイトレスの衣装でマリオに言った。

「ねね、千佳は似合う？」

「いや、全然……」

「ええええっ!?　なんで!?」

「だって……」

　正直言って、まったく似合ってなかった。彼女の小柄な体には、バラエティーショップで買ったフリーサイズの衣装はブカブカなのだ。

「酷ひどいっ！　マリオーのバカー!!」

　そう言って彼女は泣きながらスタッフルームへとダッシュする。

　誰だれもいなくなった店内で、マリオはＭＧＢＣの再建を誓うのだった。



「さあ、全員揃そろったな」

　ＭＧＢＣの店内には、本屋という場所には不釣合いなミニスカウエイトレス姿の少女が整列している。その中で、なぜか千ち佳かだけはメイド服を着て、嬉うれしそうにクルクルと回転していた。

「なんでメイド？」

　マリオが不審そうな顔をすると、美み鈴すずが千佳の代わりに答えた。

「あの、羽はね田ださんにはサイズが合わなかったので、わたしのメイド服を貸してあげたのです」

「なんでメイド服なんて持ってるの？」

「お兄さまが、わたしに似合うからっていつも買ってくれるのです。でも、サイズとか確認しないので、小さかったり大きかったりで……。今日も持ってきてくれたのですけど、わたしには小さくて。でも、それが羽田さんにピッタリだったのです」

　だったから、着せたのだろうか。サイズがピッタリなのはいいが、ウエイトレス四人にメイドが一人である。これでは統一感というものがまったくない。いくらなんでも、マリオも文句を言うだろう。

「オッケ」

　言わなかった。むしろ笑顔だった。この笑顔を見ていると、ウエイトレスも男性客を集めるためのアピールというより、彼の趣味に思えてくる。というか趣味だ。

「いいか、新生ＭＧＢＣは、お客さんをたくさん集めるためにガシガシ宣伝も行うからな。男のお客さんが来ても、我慢して笑顔を振り撒まくんだ！」

　晴はる子こと静しずかが、元気なく返事をした。美鈴と響ひびきは、曖あい昧まいに頷うなずいた。千佳だけはピョコピョコと跳はねながら、喜んでいる。

「それじゃ宮みや前まえと今いま井い、こっち来て」

　マリオに言われ、渋々と二人は一歩前に出た。

「お前らが着替えてる間に、チラシを作ってコピーしておいたから。これ、店先で配る」チラシには「南みなみ青あお山やま少女ブックセンター　本日はコスプレＤＡＹ！　ぜひお越しを！」と太い文字で書いてあった。

「なんやこれ！　うち本屋やで!?　どっか妙な店と間違えてるんと違う!?」

「ちょっと、こんな格好で外行けって言うんですか!?　いくら本を売るためとはい言え、恥ずかしすぎます！」

　二人は当然と言えば当然な反応をして、そっぽを向いてしまった。

「くっ……」

　マリオは唇を噛かんだ。きっと、この格好でビラを撒まけば、男性客がウヨウヨくるに違いないのに。ちなみに、どうして彼女二人を選んだのかと言えば、胸の大きさからである。ナメた理由ではあるが、核心を突いたチョイスだ。

「それじゃあ千ち佳かがビラまくー！」

　千佳は笑顔でマリオからビラをひったくると、そのまま店の外へと出ていってしまった。

「ちょっと待ってください、羽はね田ださん！」

　美み鈴すずが慌あわててその後を追う。響ひびきも少し戸惑ってはいたが、同じようにして自動ドアから出ていった。

「よし、じゃあビラはあの三人に任せよう。さあ、忙しくなるぞ……」

　マリオはそう言って、レジカウンターの中に自信満々で入る。

　それから十数分後、三人は手ぶらで店へと戻ってきた。

「お疲れ。どうだった？」

「うん、みんなビラ貰もらってくれたよ！」

　千佳が嬉うれしそうに答えると、美鈴が困ったような顔で言う。

「羽田さん、ビラを配る最中にうっかり男の人の手に触っちゃって、三回ぐらい失神しそうになっていたのです……」

　たかがビラ配りだが、男性恐怖症の彼女たちにとっては大仕事だったようだ。それでも短時間で配り終えたのだから、反応はよかったに違いない。

「後はお客さんが来るのを待つだけだな」

　晴はる子こと静しずかは胡う散さん臭くさそうな顔をして棚の整理をしている。

　ふふ、今に見てろよ。きっとすごい人数のお客さんが来て、ビビるに違いない。

　そうしたら女子も見る目が変わるだろう。

　……しかし、それから十分経たっても二十分経ってもお客さんはやってこなかった。

　いつもと同じ、静かな店内。たまに女性客がポツリポツリと来るだけで、それもチラシの効果ではない。ウエイトレス姿の女子たちを見て、ギョッとして逃げるように帰っていってしまった。

　静がニヤニヤと笑いながら、レジに立っているマリオに近づいてくる。

「どうしたんやろね、全然お客さんおらんね」

「今からだ、今から。まだその、時じゃない」

「ふーん。いつになったら、その時やねん」

「あと一時間だ！　それでも来なかったら……約束は守る……」

「せいぜい楽しみにしてるわ」

　彼女は腕組みをして去っていった。

　イカン、このままではセクシーさんの衣装を着るはめになってしまう。それは恥ずかしい。あまりにも恥ずかしすぎる。マリオは客足が増えるのを神に祈りつつ、エントランスを睨にらみ続けた。

　それからの一時間、残念なことにお客さんは一人も来なかった。嬉うれしそうな顔をした静しずかが再びやってきて、無言で余った衣装を投げつける。

「おめでとう。こんなんで客が来るわけないねん。当たり前や。ほな、さっさとこれに着替えてもらおうか」

「うるせえ！　わかってるよ！」

　マリオはあんな約束をしたことを後悔しながら、スタッフルームへと向かった。

「あの……マリオさん……」

　その途中で、美み鈴すずが声をかけてきた。慰なぐさめてくれるのだろうか。

「カツラ……ありますけど、使いますか？」

　無む駄だな優しさであった。

「なんでカツラなんて持ってるの？」

「お兄さまが、その、わたしにプレゼントを。でも、サイズが……」

「あー、もういい。わかった。それだけでわかった。つけるよ、つければいいんだろ」

「はい。きっとかわいいと思うのです」

　彼女も彼女で、マリオが衣装を着ることを少し楽しんでいるようだった。

「ほら、マリオさんて女顔だから、お化粧とかも似合うと思うし」

　彼は肩を落として、カツラと衣装を片手にスタッフルームへと消えていく。

　晴はる子こはそんなマリオの後ろ姿を見ながら、静に言った。

「ねえ、ちょっとやり過ぎじゃないかな？」

「んなことないて。あいつ、うちらに、こんな格好させてんねんで？　オアイコ、オアイコ」

「そうだけど……でも……」

　スカートの裾すそをギュッと掴つかみながら、晴子はスタッフルームのドアを見つめる。

　それからどれぐらいの時間が経たっただろう。静は、彼がドアを開け、醜しゆう態たいを晒さらすのを今か今かと待っている。静だけではない。他ほかの女子たちも、期待と不安が入り混じったような顔でスタッフルームの入り口をじっと見つめる（響ひびきだけは、わりと無表情）。

　そして。遂ついに。禁断の扉が開かれたのだ。

「……ほら、着たよ」

　女子は、ウエイトレスの衣装に着替えたマリオを見て、息を飲んだ。

　正直、結構似合っていた。美み鈴すずから借りたカツラは、なぜか金髪であった。かなり唐突な感じなのだが、それほど違和感はない。男のわりには脚が細く、スネ毛なども薄いためにスカートをはいても下品にはならなかった。さすがに胸はペタンコだが、それすらも一部の方々には受けそうな、マニアックなフォルムになっている。

　そう、言ってしまえば、静しずかよりもずっと似合っていたのだ！

「似合ってますけど（晴はる子こ）」

「かわいい！（千ち佳か）」

「女の子みたいです……（美鈴）」

「…………ポッ（響ひびき）」

「なんでやねん！　コンチクショー!!（静）」

　怒った静は、広こう辞じ苑えんを掴つかんでマリオの顔面に投げつける。寸前のところで避よけ……ることができなかった彼は、顔面に分厚い辞書の直撃を受け、頭から血を噴き出した。

「な、なんだよ！　痛いだろ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。マリオさんの顔、見て欲しいのです」

　美鈴に言われて、四人は彼の顔を見た。辞書が当たったことにより、瞳ひとみがウルウル＆頬ほおが赤くなっている。

　その姿は、なにやら、妙に少女っぽい雰囲気を醸かもし出していたのだ。

「いやーん！　マリオー、かわいいー！」

　そう言って千佳はジャンプして彼に飛びついた。

「うわあああ！　待て！　待て！」

「なんでー、女の子同士なんだからいい……くるくるきゅぅ～」

　予想通り目をグルグルさせて倒れる千佳。外見は女の子でも、中身は男なのである。当然、拒否反応は出るに決まっている。

　美鈴は慌あわてて千佳を抱きかかえ、スタッフルームへと運んでいった。どうにも割り切れない静は、八つ当たり気味に言った。

「ほんなら、次は外でビラ撒まいてきてもらおうやないか」

「えええっ!?　この格好で!?」

「当たり前やんか！　うちらかてしたんやで！」

　ちなみに、静はしてない。

「くっ。そうだった。それなら仕方ないか……」

　いや、してないから。マリオは自分の女装姿に気がいってしまい、そこまで頭が回らないのであった。

「でも静しずか、いくらなんでも一人ではかわいそうだよ。警察に捕まっちゃうよ？」

「大丈夫やって！　コイツ、うちより似合ってんねんから！」

　そういうと彼女は大おお股また開きで去っていってしまった。よほど腹が立ったのだろう。男の女装よりも、ウエイトレス姿が似合っていない自分自身に。

「ふんっ。わかったよ、やりゃいいんだろ、やりゃ……」

　マリオは自じ暴ぼう自じ棄き気味にチラシをコピーすると、それを脇わきに抱えて外へ出ようとした。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　彼を止めたのは晴はる子こである。彼女は手を差し出すと、持っているチラシを分けるように言った。

「一人じゃかわいそうだから、わたしも手伝います」

「……お、おう」

　マリオは微妙に距離の離れた晴子に、チラシの一番端を持って十枚ほど渡した。

「それじゃ、行くぞ……」

　そして、スカートをはいたことのない男子特有の足取りでトランクスをチラチラさせながら店の外へと出る。

　晴子も後に続くと、自動ドアを出たところでマリオが驚いたような顔をしているのを見つけた。

「どうしたんですか？」

　不思議に思って、尋ねてみると、彼は視線を前に向けたまま呟つぶやいた。

「いや、見てみ……」

「え？　……わああああああっ！」

　そこには信じられない光景が広がっていた。

　それは、男性の群れだった。

　先ほど配ったチラシを片手に持ち、中に入りたいが入れない、もどかしさで爆発しそうな顔をしながら、多くの人々が店の前を行ったり来たりしている。マリオはここで客を逃がしてなるまいと、とびっきりの笑顔を作って、やや高めの声で叫さけんだ。

「みなさーん、南みなみ青あお山やま少女ブックセンターにようこそ！　こちらが入り口となっておりまーっす！」

　きっと、男性には彼が女の子に見えただろう。マリオを見た途端に笑顔を浮かべた。だが、嬉うれしそうな顔を作るものの、数十人といる彼らは一人として店には入ってこない。

「な、なにこれ……どういうことなんですか？」

　晴子は大量の男性を目の前にして、声を震わせた。彼女にしてみれば、どうして彼らが動き出さないのかわからないようだった。しかし、八やち街またからやってきたマリオにはわかっていた。

　そう、恥ずかしいのだ。人の目が気になるのだ。

　あくまで彼らは本を買いに来ましたよ、別にコスプレ見にきたわけじゃないですよ、というスタンスを崩したくないのである。だから、コスプレマリオが呼びかけても反応しないのだ。

　ここで反応したら俺おれはエッチな奴やつだと思われてしまう。違うんだ、俺はただ本が好きなだけなんだ。他ほかの本屋でも構わないんだ。

　本当はむちゃくちゃコスプレが目当てなくせに、彼らは妙な体面を保とうと必死で堪こらえているのである。

「ねえ、どうしてお店に入って来ないんですか？　全然わかんない」

　不安そうな声で晴はる子こはマリオに呟つぶやく。彼はウインクをして、得意げに言った。

「大丈夫、店に入る理由を与えればいいのさ」

「理由？」

　マリオは大きく息を吸い込むと、両手を口の端に当ててメガホンのようにしてから叫さけんだ。

「只ただ今いま、キャンペーン中につき、オリジナルブックカバーをプレゼントしております！」

「えっ？　ブックカバーって、いつも上げてますけど？」

「大丈夫、いいから見てて」

　普段から文庫を買ってくれるお客さんに上げているブックカバー。本来ならばあってもなくても、まあいいか、と思ってしまうブックカバー。しかし、この状況に関して言えば、これが彼らの動く理由となるのだ。

「ブックカバープレゼントか。じゃあ、ちょっと入ってみようかな」

　先頭にいたサラリーマンふうの男が、一歩前へと出た。すると、糸が切れたように彼らは動き出し、ついには塊かたまりとなって自動ドアへと押し寄せる。

「そうだな！　ブックカバーをプレゼントならしょうがないなー！」

「うんうん、ブックカバー欲しいもんなぁー!!」

　口々にそんな言い訳を呟きながら、ただ単にコスプレ本屋さんに入ってみたいだけの男性客は、雪崩なだれのような迫力で店内を目指した。

「きゃあああああ！　助けてーください！」

　たまらないのは晴子である。男性恐怖症の女の子に、ハァハァと鼻息荒い男が向かってくるのだ。彼女は店内に逃げ込むと、レジカウンターの中に入ってしゃがみ込んだ。

　マリオも続いて店に入り、大声で叫ぶ。

「みんな、客がくるぞー！　しかも、大漁だー！」

　店内にいた静しずかと響ひびきが不思議そうな顔をした。まさか、お客さんなんてくるわけがない。しかし、二人はマリオの背後に、熱気にまみれた集団を発見する。

「うぎゃあああああああ！　男やあああああ！」

「…………はう」

　静しずかは持っていた雑誌を男性客に投げつけたが、今の彼らにはそんな攻撃など通用しない。響ひびきはどうしていいのかわからず、右往左往している内に、店内になだれ込んできた男性客にもみくちゃにされて行方不明になってしまった。残念。おしい人をなくした。

　マリオはここがチャンスとばかりに、ミニスカートを翻ひるがえしながら店内を一人で走り回る。トランクスが見えたら男だとバレてしまうので、見えるか、見えないか、職人芸と言ってもいいほどのチラリズムを炸さく裂れつさせた。

「はいはーい、みなさーん、これが辞書ですよー！　買ってくださーい！」

「うおー！　買うぞー！　俺おれに買わせろー！」

「ふざけんなー！　俺だー！」

「はいはーい、こっちは編物の本ですよー！　今年は編物がブーム！」

「俺だー！　俺に編ませろー！」

「編むんだったら俺が得意だー！」

「はいはーい、これは詩集ですよー！　あなたが落としたのは金色の詩集ですかー！　それとも銀色の詩集ですかー！」

「どっちもだー！　どっちもくれー！」

　本をばら撒まきながら駆け抜けるマリオに男性客は殺到し、興奮して声を上げる。

　まるで幻の妖よう精せいを追って森を駆ける旅人のような瞳ひとみをしながら……。いや、そんな美しいもんじゃないけど。

　狭くはないはずなのだが、熱気はあっという間に店内に行き渡たる。まるでサウナにいるような高温多湿の売り場で、マリオは金髪をなびかせながら、信じられないハイペースで本をさばいていくのだった。



「いやあ！　売上が七倍ですよ、七倍！」

　その夜、帰宅したマリオは食事を取りながら自慢げに事の顛てん末まつを麗れい子こと奈な津つ美みに話した。もちろん晴はる子こは部屋に閉じこもっていて、食卓にはいない。圧倒的な数の男性客を見た彼女は、一晩ゆっくり静養しなくてはならないほど体力を奪われてしまったのだ。

「よかったねー。でも、ウエイトレス、本当はただの趣味なんでしょう？」

　奈津美が湯飲みにお茶を入れながらニコニコと笑う。相変わらず、核心を突く発言をする人である。

「なるほど。ウエイトレス姿で接客……。悪くないわね、マリオくん。そのアイデア、頂きよ。これから全すべての班に徹底させましょう。これで売上もウナギのぼりね」

　真ま面じ目めな顔をして麗子が言う。大事な子供を預かる学校の校長とは思えぬ発言だが、きっと本気なのであろう。あきらかに目がマジである。やるぞ、この女。

「だけど、そんなことしたら変なお店だと勘違いされないかな？」

　ほうじ茶をフーフーと冷ましつつ、奈な津つ美みが口を挟はさむが、彼女はまったく相手にしない。

「そんなもの、店員さんにはお手を触れないでくださいとか、凝ぎよう視し禁止とか張り紙しておけばいいのよ」

　ますます変な店になっていく気がするのだが、いいのであろうか。



　気分が高ぶって眠れずにいたマリオだったが、さすがに夜中の二時を過ぎた頃ころにウトウトとし始めた。そろそろ眠ろうと思って書斎に敷しいた布団ふとんの上で寝転んでいると、ドアをノックする音が聞こえてくる。麗れい子こか奈津美だろうかと思って立ち上がると、その動きが見ているかのように扉の向こうから声が制した。

「動かないでください。出てこなくていいから」

　それは晴はる子この声だった。もしかして、またトイレで失敗をしてしまったかもしれない。マリオは文句を言われるのかと思い、耳を塞ふさぎたくなった。だが、聞こえてきたのは予想とはまったく別の言葉であった。

「……一応、言っておきますね。ありがとう、って」

　彼は、どう答えていいのかわからずに、黙だまってしまった。

「本が売れて嬉うれしかったんです。わたし、レジの奥に隠れながら、ずっと見てました。お客さんが本を手に取って買っていくところを。あんなにたくさん本が売れたのは初めてだし、すごくドキドキしたんです。買っていった動機は不純かもしれないけど、でも、だけど、本当に嬉しかったんです……」

　マリオは黙ったまま立ち上がり、ドアへと向かった。そして、声がよく聞こえるように扉に耳をそっと当てる。晴子はドアの一枚向こうでそんなことが行われているとは知らずに、話し続けた。

「わたし……パパが大好きでした。今は男の人が全員怖いけど、パパのことだけは今でもすごく好きです。わたしは、小さい頃からパパに甘えて育ったんだってお姉ちゃんが言ってました。パパは、とても本が好きな人で、わたしにたくさんの本を読んでくれたんです。わたしが膝ひざの上に乗ると、低くて優しい声でパパは読んでくれました」

　彼女の声は、普段にはない優しい響きが混じっていた。マリオはそれがくすぐったくて、ドアにそっと体を寄り添そわせる。

「パパが本を読むと、一人で読む時よりも、ずっと想像が広がりました。目の前に、物語の中の風景に自分がいるみたいに思えたんです。だから、わたしはその時間が好きでした。胸がムズムズして、心がドキドキして。わたしにとって大切な時間でした」

　すぐ近くで晴子の声がする。こんなに近づいたのは、ここに来てから初めてだ。

「だから、本はわたしとパパとの大切な絆きずな。それが、ああやってたくさんの人の手に渡っていくことは幸せなことなんです。きっと、どこかで、そうやって大切な絆が生まれていくんだなって思うと幸せな気持ちになるんです」

　しかし、彼女が嬉うれしそうに話したのはそこまでだった。次第に声のトーンが落ちていく。井戸の底に、小石が音もなく沈んでいくように。

「パパは、わたしが子供の頃ころに死んじゃいました。わたし、パパとの想おもい出ではあるのに、死んじゃった時のことはちっとも覚えてないんです。それ以来、男の人が怖くなったみたいで。きっと、大切な人を失うってことが子供ながらにショックだったんだと思います。だから、そんな悲しい思いはもうしたくないって……。それで男の人が怖くなっちゃったのかもしれないですね」

　なんとなく、ドアの向こうで彼女が泣いているような気がした。マリオは、晴はる子この身長を思い出して、頭があるであろう部分をそっと撫なでる。

「あなたのいる書斎は、わたしとパパの想い出の場所なんです。だから、あなたがそこで寝るって聞いた時に、絶対に許せないって思いました。わたしとパパの大切な記憶が、他ほかの男の人に汚されるって……。でも、あなたは、それほど悪い人じゃないみたいだから」

　だって。

「だって、あなたは本のことを思って、頑張ってくれたんですもんね。あなたは本に優しいです。そういう人は、きっと、悪い人じゃないはずです」

　だから。

「だから、今まで冷たくしてごめんなさい」

　それまで黙だまっていたマリオだったが、思わず口を開く。

「そんなことないよ。俺おれの方こそ宮みや前まえのこ」

「やああああああああああああああ！」

　しまった。マリオの額に汗が浮かぶ。近づいているのをすっかり忘れて、ものすごい至近距離で声を出してしまった。ああ、いかん。きっと怒ってるんだか怖がってるんだか、とにかく相当興奮しているだろうなあ。やばいやばいやばい。

「近づかないでええええくださいいぃい」

　晴子の声のボリュームが、人間の限界を超えたのと同時に、ドアが激しく震えた。

　その後のことをマリオは覚えていない。なぜなら、猛スピードで吹き飛んできたドアの下敷じきになり、気を失ってしまったからだ。

　教訓、女の子でも感情が限界を超えると、反射的にドアを蹴け破やぶってしまうパワーを持っている。マリオは薄れていく意識の中で、プシュプシュという音と共に体に爽さわやかな香りの液体が吹き付けられるのを感じるのであった。またファブリーズだよ。



　　　　★



　翌日、学校に行くと教室との距離が近づいていたはずのマリオの机が、廊ろう下かの隅にまで追いやられていた。なにごとかと思って教室に入った途端、女子生徒たちが一斉にブーイングを始める。

「なんだよ！　俺おれ、なんかしたか!?」

「当たり前や！　あれ見てみぃ！」

　静しずかに言われて教室の後ろにある掲示板を見てみると、見慣れない張り紙があった。

『本日よりＭＧＢＣで働く際は、ウエイトレスの衣装。こうちょう』

　なるほど。昨日彼女が言っていたのは、さすがに冗談なんじゃないかと思ってたが、あの目が語っていた通りマジだったのだ。

「どうしてウエイトレスなのよ！　おかしいじゃない！」

　一度も話したことのない、名前もわからぬ女子生徒が（ある一定の距離を取りつつ）食ってかかってきた。よほど怒っているのだろう。

「だけどさ、売上が七倍だよ、七倍」

「そんなこと知らないわよ！　バカバカ！」

　そう言って彼女は元いた女子の集団に戻っていく。すると今度は二人の女子が一歩前に出た。この二人の名前は、晴はる子こたちの会話で出てきた覚えがある。確か、花か梨りんとミミエだ。

「あなたねえ、もうちょっとマシなこと考えられないかしら？　本当にくだらないですわね。女をなんだと思ってるのかしら」

「でもお姉さま、ミミ、ウエイトレスさんの洋服着たいよ？」

「……確かに似合いそうですわね。うん。じゃあ文句ないですわ」

　二人はイチャイチャしつつ、一歩後退した。なんなのであろうか。ちょっと変だ。とくに、ミミエというのは名前が変だ。前から変だと思っていたが、あらためて聞いてみても変だ。本名なのだろうか？　もしかしたらニックネームの類たぐいかもしれない。

「とーにーかーくっ！　うちは断固反対や！　あんなん二度と着きぃひんで！」

　静がガンッと机を蹴けっ飛ばすと、晴子は「まぁまぁ」と彼女の肩を揉もんだ。

「それに、おかしいやないか。うちらだけあんな格好するんは。お前もやれや！　お前もあそこで働く時は、ずっとあの衣装や！」

「ふざけんな！　あれは昨日だけだろ！　二度と着ないからな！」

「なんでやねん！　公平にしようやないか、公平に！　民主主義やで！」

　これからもＭＧＢＣで働く時は女装するのかと考えると、マリオは気が滅め入いった。しかし、昨日の晴子の嬉うれしそうな声を思い出すと、断る気にも……なるな。うん、やっぱりいくらなんでも毎度女装っていうのは辛つらい。

「みなさん、席に着いてください……」

　その時、背後から松まつ永なが先生の弱々しい声が聞こえてきた。どうかしたのだろうか？　マリオは疑問に思ったが、振り向いた瞬間にその疑問は解決する。

「ぐすん……。校長が、わたしもウエイトレス姿になれば教える力が七倍になるかもしれないって言って……」

　そう言って、彼女はウエイトレス姿で涙ぐんでいた。麗れい子こよ、いくらなんでもそれは考えが飛躍し過ぎなのではないだろうか。

「それじゃあわたし、頑張ってウエイトレスで授業するんで、みんなも頑張って聴いてください」

　彼女はそう言ってカリカリとチョークで黒板を叩たたき始めた。誰だれもが「いや、せんでいいから」と思ったものの、強調された胸の迫力に黙だまってしまうのであった。同性すらも黙らせてしまうほどの大きな胸の持ち主、松永先生。なかなかあなどれない。

　おとぼけ先生によるおとぼけ授業の結果、マリオに対する批判の気持ちを誰もが忘れかけてきた頃ころ。ＭＧＢＣでは大事件が起ころうとしているのだった。



「おはよー！　おはよー！　今日も元気にウエイトレスっとるかね！」

　次のＭＧＢＣ当番の日、マリオも例の金髪のカツラをかぶりつつ（あきらめた）、ウエイトレス姿で元気に挨あい拶さつをした。こうなったらクヨクヨしていても仕方ない、それならばポジシンだポジシン、とばかりに彼は短いスカートを翻ひるがえしつつ開店前の店内を闊かつ歩ぽする。

　だが、女子たちは浮かない顔をして入荷した雑誌をビニール袋から出していた。

「なに、どちたの？」

　晴はる子こに話しかけると、彼女は少し声を潜めて彼に言う。もちろん、声は小さいが距離は取っている。内緒話の場合は普通近づくが、Ｄ組の女子に限ってそんなことはない。

「それが、昨日の当番のグループが、お客さんの中に変な人を見つけたって言うんです」

「変な人？」

　彼女たちにとっては、どんな男性でも変態呼ばわりされるのではないだろうか？　マリオは胡う散さん臭くさそうに聞き返す。

「気のせいじゃないの？　慣れない男相手に妄もう想そう膨ふくらませてたりしてさ」

「違うみたい。そうじゃない。その人がお店にいる時に、何回か強い光を感じたって言ってて……」

「強い光？　なんだろう。思い違いじゃないの？」

「だと良いんですけどね。スタッフルームにメモが置いてありました。気をつけてね、って」

　どうりで美み鈴すずや静しずかも暗い顔をしているわけだ。そのメモを見て、不安がっているに違いない。ただでさえコスプレ本屋さんとして一部に有名になり、男性客が急増しているのだ。その中に怪しい人物がいるとなれば気が重いだろう。

「大丈夫だよ、なんかあったら俺おれが守るからさ」

　マリオは金髪のカツラをつけた姿で、バシッと胸を叩たたいた。女装した彼に説得力はなかったが、頼りにするとしたらマリオしかいない。彼が唯一の男性なのである。

「うん、ありがとう……」

　晴はる子こは気の乗らない様子で答えた。

　午前十時、開店の時間と同時に数人の男性客が店内に入ってくる。コスプレ初日の勢いはないが、それでも以前に比べてお客さんは増えた。とくに男性客が途絶えることはない。彼らは店内に入り、噂うわさ通りのコスプレ店員を見てニヤッと笑い、棚に貼はってある「おさわり禁止！」「女子従業員に手を触れたら罰金百万円」という、書店にあるまじき紙に驚くのだった。もちろん、これは麗れい子こが筆で力強く書いて貼ったものである。

　女子たちも逃げてばかりではいけないと思ったようで、男性客の歩き回る店内になんとか留とどまっている。初日はスタッフルームに逃げ込んだり、レジの陰に隠れたりしていたが、今日はそんな極端なことはしていない。それでもお客さんに話しかけられそうになると、さりげなくダッシュで逃げたり（全然さり気なくない）、顔を引きつらせながらもなんとか接客をしたりしている。少しずつだが、男性に慣れていっているのだろうか。

「ねーねー、マリオー。みんな具合悪いのかな？」

　マリオがダンボールを運んでいると、千ち佳かが小走りで寄ってきた。

「ん？　お前はメモ見てないの？」

「メモ？　なにそれ？　千佳知らなーいっ」

「能天気でいいね……」

「うん！　お天気なのはいいことだからね！　それにしても、マリオー似合ってるね、その格好。嬉うれしい？」

「嬉しくない……」

　他た愛あいのない会話を交わしていると、目が一瞬眩くらむような感覚に襲われた。誰だれに向けられたものかはわからないが、店内で誰かがカメラのフラッシュをたいたのだ。

　マリオは振り返るが、背後には誰もいない。すぐに立ち上がって店内を見回したものの、カメラを持っていそうな客はいなかった。

「まさか、マジで変な奴やつがいるのか？」

　間違いない。これは、女子店員を狙ねらった盗撮に違いないだろう。マリオには確信に近い予感があった。なぜなら、こんな素敵な店が地元にあったら、マリオだってカメラ持って遊びに行きたいと思うからだ。もちろん勝手に写真を撮ったりはしないが、その気持ちは痛いほどわかる。だが、店や女の子に許可を取らず写真を撮るのは許されないことだ。

「ねぇねぇ、今、なにか光らなかったですか？」

　不安げな様子で晴はる子こが走り寄ってくる。

「いいや、気のせいだよ、きっと」

　マリオは彼女を安心させるために、嘘うそをついた。

「……そう。もしおかしいことがあったら、すぐに言ってくださいね」

　そう言うと、晴子は自分の仕事に戻っていく。納得していない様子だった。

　閉店後、マリオは店長として全員をスタッフルームに集めた。

「えー、店長としてみんなに言わなくてはならないことがあります」

「なんやねん、はよ言ゆうてや。うち、見たいテレビがあんねん」

　ウエイトレス姿から制服に着替え終えた静しずかが、面倒くさそうに言う。美み鈴すずは「まぁまぁ」と言って彼女に微笑ほほえみかけた。

「今日、この店で盗撮が起きた」

　マリオが言うと、女子全員がギョッとした顔になる。いや、千ち佳かだけは意味がわかっていないようで、「とーさつ？」と首を傾けているのだが。

「店の中でカメラのフラッシュが光った。きっと、誰だれかが撮られたんだ」

「なんやて!?　勝手に人の写真撮るやなんて許せんわ！　なに考えとんねん！」

　腕に鳥肌を立てながら、静がソファを蹴けっ飛ばす。響ひびきと美鈴は顔を見合わせて「怖いね」という表情をしている。

「それで、犯人を見たんですか？」

　紅茶の缶を手に持ちながら、晴子が震える声で言った。マリオは黙だまったまま首を横に振る。

「きっと、この衣装が原因なのです。今まで、そんなことなかったから……」

　まだ着替えを終えていない美鈴は、あらためて自分の着ているウエイトレスのミニスカートの短さに頬ほおを赤く染めた。

「ほんなら、もう今日でこないな服は終わりやな。そうすれば、勝手に撮る奴やつもおらんくなるやろ」

　脱いだ服を床に放り投げて、静が立ち上がる。

「お客さんが来るのは結構やけど、盗撮なんかされたらやってられへんからな。そんなら、うちは帰るで」

　マリオは、店長としてどうしたものかと頭を悩ます。

「あの、マリオ……」

　そんな彼に、珍しく晴子が話しかけてきた。

「今日だけでいいから、一緒に帰ってくれないかな？」

　さきほどの話を聞いて、怖くなったのだろう。申し訳なさそうに彼女は言った。

「ああ、うん。いいよ」

「わ。ありがとう。じゃ、わたし着替えますから」

　マリオは着替えの終わっていない女子たちのために、スタッフルームから店内へと移動する。誰だれもいない書店は、物音ひとつしなかった。電気を消しているために、非常口を示す緑色のプレートだけがボンヤリと光っている。

　今日のお客さんの中に、盗撮をした犯人がいるはずだ。彼は、その犯人を捕まえたいと思った。女子たちのためを思って、ではない。もし犯人が撮影したのがマリオの写真だとしたら。カツラをかぶり、ミニスカートをはいた、女装姿の写真だとしたら……。恥ずかしくて生きていけない。

「くぅっ、絶対捕まえてやる……」

　動機は不純だが、正義感に燃えるマリオなのであった。



　店の裏口の鍵かぎを閉め、マリオと晴はる子こはマンションに向かって歩き出す。

　晴子は黙だまって十歩ほど先を歩いている。マリオはこれ以上近づかない方がいいのだろうと思って、その距離を保ちつつ彼女の後を歩いた。

　夜の南みなみ青あお山やまの街は、静まり返っている。海底を深海魚が泳ぐように、車が暗闇くらやみの中を走っていた。コンクリートでできた灰色のビルは、静かに呼吸を繰り返す。

「ねえ、……マリオ」

「うん？」

　夜の風に包くるまった晴子の声が、マリオの耳に届いた。

「マリオって、やっぱり男の人なんだなって思ちゃった」

「は？　そりゃそうだよ。男だし」

「ううん。なんか、なんとなくなんだけどマリオなら大丈夫なんじゃないかなって思えそうな気がしたんです。マリオなら怖くないって。本を大切にしてくれる、優しい人だからって。だけどダメでした。さっき、盗撮の話をしてる時のマリオ、顔が真剣ですごく怖かった。わたしたちのこと考えてくれてるんだろうなって思ったけど、男の人、って感じがして怖かったんです」

　真剣だったのは、自分の女装を撮られてないか考えていたからなのだが、さすがにそんなことは言えない。とは言え、もちろんそれだけではない。不安そうにしている女子たちの顔を見ていると、無性に腹が立ってくるのも事実だ。女の子を泣かせたり怖がらせたりするのは許せない。そう思える。

「マリオも、怖い顔するんだって」

「いや、そりゃするけど……」

「もう怖い顔しないでください。怒ったりしないで。そうしたら、マリオのこと平気になれるかもしれないから」

　晴はる子こは振り返らずに、前を向いたまま話し続けた。

「わたしだってずっとこんなじゃいけないって思ってるんです。だから、男の人が大丈夫になりたい。手とか触っても平気になりたい。その、最初の大丈夫な人がマリオだったらいいなって思うんですけど……」

「え？　なんだよそれ、どういうことだよ」

　そこで、彼女はクルッと振り向いた。スカートがフワッと深い緑の闇やみの中で膨ふくらむ。

「わからないけど、マリオって懐かしい感じがするし」

「なんだそれ……」

　彼女がなにを言いたいのかはわからないが、このままではいけないと悩んでいることだけはわかった。

「あ、コンビニ寄っていいですか？　お腹空すいちゃったから、おにぎり買いたい」

「うん、いいよ。俺おれは雑誌見てるから」

　暗闇の中で光に浮かび上がるコンビニは、砂漠の中にあるオアシスのようだった。二人は店に入ると、それぞれ目的の方向に向かう。マリオの田舎いなかにもコンビニはあったが、家から車で移動しないと行けない距離であった。東京に来てから歩いて行ける距離にコンビニがあることに感動した彼は、毎日のように通っている。だから、今では晴子よりもコンビニに詳しくなっているぐらいだった。

「さて、漫画漫画……」

　などと言いながら本棚に目を向けるマリオ。

「はっ！」

　彼は息を飲んだ。なぜなら、本来は成人コーナーにあるはずの、ちょっとエッチな本が、漫画雑誌コーナーに一冊だけ交まじっていたからである。

　普段からちょっとエッチな本を見たいと思いつつも、成人コーナーには「十八歳未満の方には販売できません」という忌いま々いましい注意書きがあるので手に取ることができなかった。

　そんな未体験のちょっとエッチな雑誌が、どういうことか一般の漫画コーナーに置いてあるのだ。しかも「投稿にゃんにゃん」という、素しろ人うとさんが恋人とのエッチな行為を写真に撮って雑誌に送るマニアックな内容の本である。ああ、見たい。これはすごく見たい。

「み、宮みや前まえは……」

　マリオがお惣そう菜ざいコーナーを見ると、彼女は腰を屈かがめておにぎりを選んでいた。きっと、まだ少し時間がかかるに違いない。サクッと投稿雑誌を手に取り、ちょっとだけ見て棚に戻す。それぐらいの余裕はあるはずだ。表紙には「愛いとしのあの子を激写！」とピンク色の文字で書いてある。激写なのだ。つまり、激しく写真なのだ。いや、たぶん違う。

　ええい、とにかく迷っている時間はない。漫画コーナーに、ちょっとエッチな雑誌が交まじっているところに遭そう遇ぐうすることなど、今後ないかもしれない。だとしたら、もう一生この本を自分は読むことができないのだ。今だ、勇気を出すのは今だ。頑張れマリオ、手に取れマリオ、めくれマリオ!!

「おうっ！　俺おれはめくるぞ!!」

　勇気を出して、マリオは「投稿にゃんにゃん」を手に取った！　そして、表紙に指をかけ、その、人類の、偉大なる、一ページを、めくろうと、する！

「なにやってるんですか？」

「ぴぎゃああああああああ！」

　背後からの晴はる子この声に、彼は慌あわてて雑誌を床に落としてしまった。それはもう、にゃんにゃんな写真が満載のページが、ベローンと表向きになっている。

「きゃああああああ！　なにこれ！　あなた、こんな、ほんとに、あうぅあうあうあぅう！」

　買ったばかりのおにぎりを握りつぶしながら、晴子は悲鳴を上げる。

　ああ、違うんだ晴子、俺は、俺はただ、にゃんにゃんが、にゃんにゃんがぁ……。

「え!?……ちょ、ちょっと待ってください！　この本、見て！」

「え!?　見ていいの!?」

「その嬉うれしそうな顔やめてください……。ほら、ここです」

　床に落ちた雑誌、開かれたページには、盗撮されたと思われるパンチラ写真が載っていた。

「うはあ……ぱ、ぱんつが……」

「そうじゃなくて！　これ、千ち佳かちゃんじゃないですか？」

「へ？」

　雑誌のページには、髪の毛をふたつにくくった少女の大おお股また開きが写されている。その彼女を低い位置から撮っているのだが、言われてみれば確かに千佳なのだ。目の部分は黒いマジックで塗りつぶされているが、間違いないだろう。きっと登校中を狙ねらって撮られてしまったのだ。

「それに、この横の……」

　晴子に言われて隣の写真を見ると、今度はどこか店の中で撮られたであろう、響ひびきのきわどい写真が載っていた。よく見てみると、ＭＧＢＣで働いている最中に撮られたような感じがする。

「これ、もしかして、今日、盗撮した人が送ったとしたら」

「……そうかもしれない」

　ということは、ずいぶん前から盗撮が行われていたはずだ。雑誌には「素敵なパンチラありがとう！　東京都の匿名希望くんには、五千円の賞金をあげちゃうぞ！」と書いてあった。

「人のこと勝手に撮っておいて金もらってんのか……」

　マリオは無性に腹が立つのを感じる。それは、自分の女装がどうこうということではない。男として、人間としてこういうのはやっちゃいけないんじゃないか、という気持ちになってきているのだ。さっきまではエロ心ごころ満開でドキドキしていたのが、今はもうそんな気分にはなれない。自分のごく近い存在の女の子が、こうして盗撮の被害を受けていると知ってしまったからである。

「マリオ、怖いよ……」

　晴はる子こが泣きそうな顔してマリオのことを見ていた。彼は、雑誌を拾って強く握り締めると、怒りの満ちた声で言う。

「絶対捕まえてやる……絶対だ！」

　決意を胸に、立ち尽くすマリオ。そんなマリオをジッと見ている晴子。

　立ち尽くすマリオ。見ている晴子。

　雑誌をまだ握ったままのマリオ。雑誌に注目している晴子。

「…………」

「…………」

「マリオ、その本、戻さないの？」

「…………」

「…………」

「資料として」

「しりょー？」

　一いつ旦たん家に戻り、麗れい子こさんに「資料」として買ってきてもらいました。



    

  
    
      

第五章　晴れの日はいつも雨





　その日、ＭＧＢＣのスタッフルームには晴はる子こと静しずかがマリオに呼び出されていた。

「なんでまたこの服を着なあかんねん！　盗撮があったから、廃止やろ!?」

　静は彼が差し出したウエイトレス衣装を見て、声を荒げている。盗撮の件があったにもかかわらず、マリオが再度の着用を指示したからだ。

「静、実はね、こういう本があって……」

　晴子は「投稿にゃんにゃん」を取り出すと、彼女に例のページを見せる。いつもは強気の静も、さすがにショックだったのか言葉を失った。

「どういうことやねん。ずっと前から盗撮されてたってことか？」

「そうだ。だから、今さら元の服にしたって意味がない。むしろ、今元のに戻したら犯人が盗撮がバレたと思って来ないかもしれない。だから俺おれは犯人を捕まえるために、作戦を考えた」

「作戦？　なんやねん、言ゆうてみ」

　静はマリオの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめた。彼は、ほんの少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから、誤解のないように丁寧な口調で言う。

「ウエイトレスの店員の中で、一人だけ餌えさになってもらう。つまり、囮おとりを使うんだ」

「囮!?　なんやそれ、冗談やないで」

　机の上に置いてあったウエイトレスの衣装を握り締め、静は奥歯を噛かみ締めた。

「盗撮犯にわざと撮らせて、現行犯で捕まえようってことやろうけど、そんなんうちは賛成できひんな。気分悪いわ」

「だけど、それが一番手っ取り早いんだ」

　マリオは、その役を静か晴子に任せようとしているようだった。千ち佳かは言うことを聞かなそうだし、響ひびきは頼りない、美み鈴すずには荷が重過ぎると思ったからだ。だとすると、この二人しかそれができる女の子はいない。

「つまり、盗撮犯が撮りたくなるような餌、ウエイトレスよりも強力なパワーを持った衣装を着た囮を一人用意して、奴やつがくるのを待つんだ。注意深く見張っていて、写真を撮ったら捕まえる……」

「撮りたくなるような衣装って、なんやねん。言うてや」

　待ってましたとばかりに、マリオは紙袋から紺色の物体を取り出す。

「スクール水着」

　メシッ、という音がスタッフルームに響いた。静しずかが小型テレビを持ち上げて、マリオに投げつけた音である。

「ふざけるんやないで！　変態はお前や！」

「そうじゃないだろ！　俺おれはただ……」

「ただやないっちゅーねん！　そんなん言うんやったら、お前がやればええやろ！」

　静がそう叫さけびながら、はっ、という顔をした。そうだ、その通りだ。マリオは、彼女の表情を見て、もしかしてそうなのか、もしかしてそんなことを考えちゃってるのか？　と冷や汗を浮かべる。

「そうや、お前がやればええんや。ほんなら、うちらもウエイトレス姿になって、サポートに回るで？」

「……マジで？」

　マジだった。



「もーいーかーい？」

　スタッフルームのドアの前に、女子全員が集結し、その時を待った。晴はる子こと静の二人は事情を知っているが、他ほかの三人はなにも知らされていない。なにが始まるのかと不思議そうな顔をしている。

「あの、か、か、かくし芸なのですか？（美み鈴すず）」

「…………さあ（響ひびき）」

「わくわくわくわく、マーリオー！（千ち佳か）」

「ニヤニヤ……（静）」

「そわそわ（晴子）」

「もーいーよー！　おりゃー!!（マリオ）」

　バコッとドアが開き、手足の無む駄だ毛を処理した上で、金髪のカツラとスクール水着を装着したマリオが飛び出してきた。女子は思わず悲鳴を上げながら、その場から五、六歩後ろへと飛び退のく。もちろん、拒絶反応である。さすがにウエイトレス姿は見れても、水着姿の男子には体が拒否するらしい。

「胸のパッドも入れた！　毛もそった！　あそこのモッコリはガムテで……」

「そこまで言わんでええねんっ！」

　マリオの顔面に、放物線を描いて国語辞典が飛んでいく。ゴニュッ、という嫌な音を立ててそれは見事にヒットし、彼は床に倒れ込んだ。

「ええええいっ！　投げるなっ！」

　が、すぐに復活して立ち上がる。さすがに、毎日のようになにかをぶつけられると耐性がつくようだ。元気なのはいいことである。鼻血はモノスゴク出ているが。

「よし、それじゃあ今日は盗撮犯人を捕まえるぞ！　俺おれは囮おとりだ！　晴はる子こ、静しずか、お前らは俺が撮られるのを監視してろ！　そして他ほかの三人はさりげなく通常業務！　わかったか！」

『は、はいっ！』

　わけのわからない迫力に押され、五人は引きつった声で返事をする。マリオはガニ股またでゴインゴインとエントランスまで歩くと、自動ドアのロックを解除した。

「それじゃ行くぜ。戦争の始まりだ……」

　ドアが開くと男性の客が数人なだれ込んできて、マリオの姿を見た途端「うぉぉ～」と暑苦しい声を上げた。

「はーい！　いらっしゃいませー！　今日はスペサル、スク水ＤＡＹでーっす！」

　クネクネとしたポーズでマリオが叫さけぶと、男性客は「ワッショイワッショイ」言いながら彼の周りをグルグルと回った。もうまったく意味がわからない。それほどの興奮状態にある、ということだ。

「あいつら、ちゃんと見張ってるだろうな……」

　心配になったマリオが店内を見ると、晴子と静をはじめ、全すべての店員が棚の陰から顔だけを出し、涙目でこちらを見ていた。

「うおい！　宮みや前まえ！　今いま井い！　ちゃんと見ておけ！」

　必死でそう叫ぶが、二人はプルプルと震えながら「むり……むり……」と呟つぶやいている。泣きたいのは俺の方だよ……そう思いながらもマリオは、男性客に向かってとびっきりの作り笑顔で接客するのであった。

　スク水店員の噂うわさを聞きつけ、男性客が塊かたまりになってやってくる。マリオは店内中を走り回りながら、怪しい人物はいないかとチェックするが、誰だれを見ても怪しい顔ばかりなので判断がつかない。陰に隠れていた女子たちも、少しずつ表に出てきて、なんとか接客ができるまでになった頃ころ。一ひと際きわ怪しい人物が店内へと入ってきた。

　深く帽子をかぶり、サングラスをかけてマスクまでしている。花粉症の季節だとは言え、ここまで不自然な格好は誰もしないだろう。マリオはブロックサインを晴子に送るが、事前に打ち合わせをしていなかったのでまったく通じなかった（当たり前である）。

「ちっ。これだから……」

　どれなのかまったくわからないが、マリオは怪しい人物（ここではミスターＸとする）から視線を外さないように注意深く観察する。

　彼は目的なく店内をフラフラと歩きながら、クシュンと一回くしゃみをした。

「まさか、本当に花粉症ってわけじゃないだろうな……」

　怪しいと思って見れば怪しいが、花粉症だと思って見ればそうも取れる。そもそも、他の男性客だってフガフガと鼻息を荒くしてマリオを見つめているのだ。全てのお客さんが犯人に見えてきてしまう。

「ねぇねぇ、あの人怪しくないですか？」

　晴はる子こは近くに寄ってくると、目でミスターＸを指した。

「ああ、俺おれ……うん、マリオ子こもそう思ってた」

　他ほかの客の手前、女を演じつつ返事をするマリオ。なかなか厳しい人生だ。

「わたし、あの人のことマークしてるから、マリオ子ちゃん、ちょっとアピールとかしてみてください」

「アピールって、なに!?」

「せ、せくしーぽーずとかですか？」

　セクシーポーズ。まさか男として生まれてきて、スクール水着でセクシーポーズを取ることになるとは思ってもみなかった。しかし、ここで躊ちゆう躇ちよしてはいけない。なぜならマリオは囮おとりなのである。彼はミスターＸの視界にさりげなく入ると、お尻しりを必要以上にプリプリと振りながら棚の整理を始めた。

「あふぅん、この棚、乱れてるわねー。マリオ子も乱れそうよ～～」

　マリオ、精一杯のセクシーコメント。だが、ミスターＸは彼をまったく無視して絵本を立ち読みしている。

「ぢぐじょう！　こんなにセクシーなのにぃ……」

　もしかして普通のお客さんなんじゃないだろうか。いや、ミスターのくせに絵本を読んでいる所が怪しい気もする。水着姿でマリオは自問自答を繰り返す。ああ、恥ずかしい。こんな姿、二度としたくない。知り合いに見られたりしたら、もう生きてはいけない。



    

  
    
      



    

  
    
      「あれ、きみ、マリオくん？」

　見られた。

　顔を上げると、そこには天てん馬まが立っていた。

「なにしてるの、そんな格好で……」

「えーと……その……おとりです……」

　泣きたかった。むしろ泣いていた。恥ずかしい。恥ずかしい。

「そう、よかったね。似合ってるよ、それ」

「よくないです……」

　パチッ。虫の羽音のように小さな音だったが、マリオは聞き逃さなかった。それは晴はる子こも同じだったようで、音がしたであろうエントランスの方を振り返っている。

　視線の先では、四十歳ぐらいの男性がデジタルカメラを持って立っていた。二人の視線に気づくと、まずいと思ったのか店の外に向かって走り出す。

「あ……逃げた」

　響ひびきが犯人を指差したまま、ポツリと呟つぶやく。

「ええいいっ！　わかってるってば！」

　マリオは履はいていたビーチサンダル（一応水着なので）を脱ぎ捨てると、ハダシのまま店から飛び出そうとする。

「ちょっと待ってってば！　マリオ、大丈夫なの!?」

　晴子の声を背中で受けながら、彼は手を上げて叫さけんだ。

「大丈夫！　絶対に捕まえてみせる！」

　自動ドアをもどかしげに通り抜ける彼を見ながら、晴子は言葉にならない声を漏もらす。

「本当に大丈夫なのかなぁ。あんな格好で外に出たりして……」

　たぶん、ギリでアウト。

　真っ昼間の南みなみ青あお山やまを、デジカメオヤジとスクール水着少年が走り抜ける。道を歩く人々は、なにごとかと振り返った。

「待てー！　盗撮やろぉー！」

　金髪をなびかせてはいるが、もう完全に男だ。かなり怖い。通行人にぶつかりながらも、犯人との距離を縮める。

「違うんだ！　誤解だ！」

　逃げながら犯人は叫び続ける。だが、言い訳をしても後の祭りだ。後悔するなら、犯罪を起こす前にすることである。

　男は灰色のジャンバーを着ていた。マリオの手が、あと少しでその裾すそに届く。

「待てコラー！　追いついたぞー!!」

「だから違うんだってば！　話せばわかる！」

「話し合う必要はねえ！　この盗撮野郎がっ！」

　男のスピードが徐々に遅くなってくる。マリオのペースは落ちない。こう（ただの女装男に）見えても、大自然の中で育った健康優良児なのだ。

「捕まえたー！」

　最後は犯人に飛びかかり、二人して歩道に転がった。マリオのカツラは吹き飛び、もう完全に「男が趣味でスクール水着を着てます」という、かなりアレな姿となっている。

　彼は犯人に馬乗りになると、顔を殴なぐりつけようと拳こぶしを振り上げた。

「てめえ！　大人の癖くせに恥を知れ！　恥を！」

　恥の塊かたまりのような格好で、マリオは叫さけぶ。

「ひいいいい！　だから誤解だってば！」

　全力で振り下ろそうとした右手を、何者かが背後から強い力で掴つかむのがわかった。マリオは振り返って怒鳴りつける。

「邪魔するんじゃねえ！　なにすんだ！」

「きみこそなにしてんの？」

　相手は、警察官であった。かなりの真顔である。

「ねえねえ、きみ、こんな街中でスクール水着で、男の人に馬乗りなって、しかも殴りかかろうとして、なにしてんの？」

「……あの、この男は……変態でして」

　どこからどう見ても変態なのはマリオの方だ。いつの間にか、周囲に野次馬が集まってきていた。

「じゃ、ちょっと署まできてもらおうかな」

「ひいいいいい！　違うんです！　違うんですってば！」

「あの、あなた、被害者ですか？」

　警察官は、犯人に向かって丁寧な口調で尋ねた。

「は、はい。あの、誤解だって言ってるのにわかってくれなくて」

「なるほど。やい、変態。お前、言い訳はないな？」

「ええええええ！　だから、その、僕じゃなくてですね！」

「いいから、来いっ」

　こうしてマリオは警察署へと連行されることになってしまった。



「だからお前が白昼堂々人を襲ったのは大勢の人が目撃してんだよ！」

　取調室。若手の刑事が、スクール水着姿の少年を尋問している。もちろん尋問されているのは我らがスク水番長、春はる山やまマリオである。

「おい、新入り、よしなさいって。怖がってるじゃないか」

　取調室には、若手の刑事と年配の刑事の二人がいた。

「ですがおやっさん……」

「まだまだ時間はある。ちゃんと反省するのを待とうじゃないか」

　完全に犯人扱いである。だが、マリオの姿を見れば、彼が正しいとは誰だれも思わないだろう。

「なあ、きみの名前を教えてくれるかな？」

　おやっさんはタバコに火を点つけながら言った。

「は、はい。春山マリオです」

「なめんなあああああああああああ！」

　バスンッと彼はスチールの机を叩たたいた。

「なにがマリオじゃ！　そんなふざけた名前があるかー！　お前、日本人だろ！　偽名使うな！　本名を言え！　子供だからって許されると思ってんのかああああ！」

「ひいいいいい！　だからマリオですって、本名ですって！」

「じゃかああしいい！　ふざけてんじゃねえぞおおおお！」

　温厚そうに見えたおやっさんは、マリオの首根っこを掴つかむとグルングルンとその場で振り回す。新入りはさすがにマズイと思ったのか、彼を止めに入った。

「待ってくださいおやっさん、それはダメっす！　手を出したらダメっす！」

「うるせえ！　なにがマリオだコラ！　彼女はピーチか!?　あん!?」

「びべ、ピーチばびぼーぼべぶ（いえ、ピーチは妹です）」

「なんだと!?　警察なめんのもいい加減にしろ！　じゃあ弟はアレか!?」

「おどーどばいばぜん（弟はいません）」

「なんで弟いねーんだよ！　いるだろがよ！　緑のがよ!!」

「ちょっと待ってください！」

　その時、取調室の扉が開き、晴はる子こが姿を現した。

「あの、その人は……ふざけてるように見えますけど、ふざけてませんから。名前、マリオなんです……」

　二人の刑事は顔を見合わせて、なんとも言えない顔をする。

　結局、彼女の証言によって、マリオは警察から解放された。警察署のロビーに行くと、千ち佳かと犯人が仲良さそうに会話をしているのが見える。

「なあ、あれ、どういうこと？」

「それが、あのおじさん、千佳ちゃんのお父さんなんですって……」

「お父さん？」

　マリオの姿に気づいた父親が、ペコッと頭を下げた。

「いやあ、申し訳ない。その、なんというか、うちのかわいい一人娘が素敵な衣装を着ているって聞いてたもんで、つい、写真を……」

　千ち佳かは父親の腕を掴つかみ、不満そうに引っ張っている。

「お父さんー、なんでコッソリ撮ろうとしたの？　千佳の写真撮りたいならそう言えばいいのに！」

「うーん。そうなんだが、撮られてるって意識があると、自然な表情が出ないからな。だからついつい、隠れて店に行って写真を……。有給取っちゃった」

「もー！　お父さんってば！」

「いやー！　お父さんってば失敗失敗！」

　爽さわやかに笑い合う二人を見て、マリオはガックリと肩を落とす。もちろんスク水姿で。

「あのね、さっき念のためにデジカメのデータを見せてもらったの。だけど、変な写真は一枚もなかったです。本当に千佳ちゃんの写真だけ。それも、顔のアップばっかりで。よっぽど千佳ちゃんのことがかわいいのね」

　晴はる子こが羨うらやましそうに言った。なにかを思い出しているようでもある。

　マリオに謝罪された父親は、そのまま家に帰っていった。マリオと晴子、そして千佳はＭＧＢＣへと戻ることになる。

「なんだよ、犯人じゃなかったのか。じゃあ誰だれが犯人だったんだよ」

「やっぱり、あの怪しい人だったんじゃないのかなぁって思います」

「なになに？　千佳も話しに交まぜて？　怪しいってなに？　ドイツ人？」

「いや、ドイツ人じゃねえし……」

　ＭＧＢＣに戻ると、男性客はいなくなっていた。マリオの女装がバレてしまい、呆あきれて帰ってしまったらしい。美み鈴すずの兄である天てん馬まも、ミスターＸも店内に姿はなかった。静しずかがスポーツドリンクの缶をマリオに投げて渡す。

「おつかれ。まあ失敗したけど、頑張ったんと違うか？」

「ああ、クタクタだよ。うぅ、寒い。俺おれのシャツ取ってくれない？」

「いやや。自分で取れや。男の服は触れへん」

　静はそう言うと、さっさと棚の整理に戻ってしまった。マリオがよほど疲れているように見えたのか、晴子が気を使って言う。

「わたしが取ってきます。ほら、確かスタッフルームに割わり箸ばしあったし」

　つまむのか。シャツをそれでつまむのか。悪意がないとはわかっているが、さすがにその言葉は心が傷つく。

「いいよ、自分で取りに行くから」

「なんで？　大丈夫、わたし頑張るから」

　そう言って彼女はスタッフルームへと走っていった。マリオはレジの中に入り、置いてあるイスに座る。

「はぁ……疲れた……」

「お疲れ様です」

　レジの中にいた美み鈴すずが、ススッと彼から離れつつ言った。

「ごめんね、犯人捕まえられなくて」

「ううん、大丈夫なのです。みんな、マリオさんが頑張ってるの知ってますから。今いま井いさんも、内心見直してるはずなのです」

　彼女はなぜか恥ずかしそうにポツポツとしゃべる。マリオはイスの上で大きく背伸びをした。

「マリオ、お待たせ～。あ、危ない、ほら、早く取ってください！」

　予想通り、割わり箸ばしでシャツをつまみながら晴はる子こがやってきた。

「あ、ありがとう」

　素直にお礼が言い難いマリオであったが、ずっとスクール水着でいるわけにもいかない。割り箸に挟はさまれたシャツを取ろうと手を伸ばす。

「あっ」

　少しだけ距離が足りなくて、シャツが床に落ちてしまった。晴子はそれを見て、申し訳なさそうに言う。

「あ、ごめんなさい。今から拾うから、割り箸で」

「いや、割り箸はいいから。いいよ、自分で取るから」

「あれ。なんかポケットから落ちましたけど？」

　彼女に言われて見てみると、確かにシャツのポケットから紙のような物が飛び出ているのがわかった。晴子は器用にそれを拾うと、自分の顔の高さに持ち上げる。

「あ」

　彼女が拾ったのは写真だった。しかも、信じられないものが写っていたのか、表情が固まった。

「なんだよ、どうしたんだよ」

　マリオはなんの気なしにそれを手でひったくり、自分の方に向けた。

「あ」

　晴子と同じように、マリオの表情も固まった。後ろから覗のぞき込んだ美鈴は、持っていたファイルを床に落とした。

「なんで、なんで、なんで？　どうして？」

　混乱した頭に、誰だれかの声が響く。あるいはそれは、自分自身の声だったのかもしれない。マリオが手にしている写真。それは、晴子のパンチラを隠し撮りした、盗撮写真だったのだ。



　　　　★



　Ｄ組は大混乱になった。あの人間教材、春はる山やまマリオが盗撮事件の犯人らしい。その噂うわさはあっという間に校長である麗れい子この耳にまで届くことになる。

　翌日の校長室、彼女は困ったような顔をして彼のことを見ていた。

　マリオは校長室のソファに座って、不満げな顔をしている。もちろん、自分が犯人ではないからだ。

「じゃあ、誰だれかにハメられたってこと？」

　いつもよりも早いペースでタバコを吸いながら、麗子はひとり言のように呟つぶやいた。

「はい、そうです。だって俺おれがするわけないじゃないですか。冗談じゃないですよ」

「でも、あなたのシャツから写真が出てきたんでしょ？　言い訳のしようもないじゃない。疑われても仕方ないわね」

「だから、犯人が俺のシャツのポケットに入れたんですよ」

　マリオは自分で言いながら、それもおかしい話だと感じていた。鍵かぎがかかっていないとは言え、スタッフルームに入れるのは女子と彼だけである。一般客が紛まぎれていたら、怪しまれるに決まっているのだ。女子が盗撮事件の犯人とは考えにくいことから、結果的にマリオが疑われるのは仕方のないことだ。

　だが、彼には身に覚えがない。これは、きっと何者かの策略だ。

「そうだっ！　麗子さん、怪しい奴やつがいたんですよ！」

「怪しいって、どんな？」

「それが、帽子かぶって、サングラスして、おまけにマスクですよ。ほら！　怪しいでしょ!?　絵本も読んでたし！　大人なのに!!」

　しかし、彼女はタバコの煙を深く吸い込みながら、何度か瞬まばたきをするだけである。

「それは違う。その人は、問題外」

「なんでわかるんですか！　もしかして、麗子さんも俺のこと疑ってるんですか？」

　麗子の態度に、マリオは自分が疑われているのではないかと不安になった。

「そんなことない。だけど、この疑惑が晴れるまでは、あなたはＤ組には近づかないようにしてもらいます。自宅謹きん慎しん」

「だって、俺、なんにもしてないですよ！」

「いいから。大人しくしてなさい。でもね、あたしはマリオくんのこと、疑ったりしてないから。それだけは信じて」

　納得いかない様子で、マリオは校長室から無言で出ていった。一人きりになった部屋の中、麗れい子こは窓の外を見ながら言う。

「帽子にサングラスにマスク。そんな怪しい格好で行くなんて。あの人もうっかりしてるわね……」



　麗子に言われた以上は、納得がいかなくてもＤ組に行くわけにはいかない。マリオはそのまま家に帰るのも癪しやくだったので、校舎の裏手にある芝生しばふに寝そべっていた。

　遠くから女子生徒たちの話し声が聞こえてくる。なにを話しているかわからないが、彼にはそれが全すべて自分の悪口に聞こえた。なんて理不尽なのだろう。絶対にやったのは自分ではないことがわかっているのに、誰だれも信じてくれないなんて。

「ちくしょう、真犯人を捕まえてやる……」

　太陽の光に目を閉じ、風の音だけを聞いて気持ちを落ち着かせようとする。

　あの写真が見つかった後、晴はる子こや静しずか、美み鈴すずに千ち佳か、響ひびきまでもがマリオのことを不審がっていたように思う。せっかくＭＧＢＣの売上をアップさせても、こんな状態では意味がない。どうにかならないものだろうか。

「だーれだっ」

　顔の上に、ピトッと冷たいなにかが乗っかるのがわかった。驚いたマリオは、声にならない声（ピギャギャギャ）を上げながら飛び上がる。

「あはは。慌あわてすぎ。ビックリした？　濡ぬれティッシュ」

　彼の前にいたのは、奈な津つ美みだった。彼女は髪の毛を一度かき上げてから、マリオの隣に座った。家で会う彼女とは、少し雰囲気が違っているように感じる。

「噂うわさは聞いたよ。晴子から。昨日の夜、ずっと唸うなってたからね」

「そうですか……」

　彼は曖あい昧まいに返事をした。どうせ、あなたも僕のこと犯人だと思ってるんでしょ？

「さっきね、Ｄ組の様子を見てきたの。そしたら、署名を集めてた」

「署名？　なんのですか？」

「ここにクラス全員分の署名があるよ。なぜか頼まれてしまったのだ。校長に渡してください、って」

「署名？　クラス全員分ですか」

　彼女の持っている紙には、「最悪盗撮野郎・人間教材春はる山やまマリオをＤ組から追放する運動」と書いてあった。奈津美は「クラス全員の署名」と言っていたので、Ｄ組全員の名前が書かれているのだろう。やはり、一人残らず彼が犯人だと思っているのだ。

「見たくないですよ、そんなの」

「どうして？　マリオくんはやってないんでしょ？　だったら堂々としてればいいんじゃないのかな」

「Ｄ組全員が疑ってたら、堂々となんてしてられないですよ」

「え？　お姉ちゃん、そんなこと言ったっけ？」

「言いましたよ」

　言ってないと思うけどなー、と言いながら、彼女は芝生しばふを手でつまんでフッと吹き飛ばす。

「そうだ、晴はる子こが捜してたよ。きっと、そのうちここにも来ると思う」

「そうですか。じゃあ俺おれは逃げますよ。責められるのも嫌だし」

「まあ、どうするかは自分で決めるんだね。はい、じゃあ、だっこ」

「え？」

　戸惑う間もなく、奈な津つ美みはマリオを抱き締めた。柔らかい感触と、甘い香りが胸いっぱいに広がる。

「男の子なら、こういう時どうするの？　女の子が困ってる時、男の子は？」

「……それは」

「ぎゅっ」

　そう言って、彼女はさらに強く彼を抱く。思えば、母親の記憶がほとんどないマリオは、こうして女性に抱き締められたことなどなかった。鼓動が速くなるのが痛いほどわかる。すぐ近くで奈津美の呼吸の音がした。彼とは違ってとても落ち着いていて、なんだか恥ずかしくなる。

「それじゃ、お姉ちゃんはお勉強しに行くからね。男の子なら、ピンチの時にどうするかよく考えなさいっ」

　パッと体を離すと、スカートについた芝を手で払って、彼女はさっさと校舎へと戻っていった。気がつけば、手元には例の署名だけが残った。

「これ……いらないんですけど……」

　マリオは複雑な気持ちで署名を見つめる。この中に、Ｄ組全員の名前があるのだ。

「うーん。全員か。……見てみるか」

　どうしてかわからないが、自分の目で確かめてみようという気持ちになった。ゆっくりと表紙をめくると、女子生徒の名前が書き連なっている。溜ため息をつきながら、名前をゆっくりと目で追う。ほとんどが知らない名前だ。だけど、その中には彼女の名前も入っているのだろう。

「……あ、あれ？」

　しかし、いくら探しても書名の中に彼女たちの名前がなかった。そんなはずはない、奈津美は確かに「クラス全員の署名」があると言ったのである。不思議に思うと、署名はもう一枚あるようだった。めくってみると、そこには赤いペンでこう書いてあった。



☆「最悪盗撮野郎・人間教材春はる山やまマリオをＤ組から追放する運動」の反対運動（だってまだ犯人かどうかわかんないですから！）



・宮みや前まえ　晴はる子こ

・澤さわ崎さき美み鈴すず

・ちかーですっ！

・室むろ田た。

・シズカ（晴子に書け言われて書いただけや）



　たった五人だけの署名は、マリオの胸に今まで感じたことのない風を送る。

「あー！　見つけたっ！」

　署名から顔を上げると、晴子が息を切らせて走ってくるところだった。

「ずいぶん捜しちゃったじゃないですか。まったくもう」

　彼女はそう言って、手で自分の顔をパタパタとあおぐ。

「なあ、宮前」

「うん？　なんですか？」

「俺おれ、自宅謹きん慎しんになったから、しばらく学校には来れない」

「えー！　なんで!?　ママに言って取り消してもらいます！」

「いや」

　マリオは追放運動の署名を手で丸めて、ポケットに乱暴に突っ込んだ。

「その時間を使って、俺は真犯人を捕まえるから。まあ、見てな」

「マリオ？」

「こういう時、男ならどうするか見せてやる」



　　　　★



　それからの数日、マリオは朝から晩までＭＧＢＣの前に張り込んだ。頭にニットキャップをかぶり、怪しくならない程度の変装をして、一瞬でも目を離さないように営業時間中はずっと目を光らせていた。麗れい子こが自分を謹慎処分にしたのも、こうさせたかったのではないかと今では思える。最初はマリオの姿を見つけて気味悪がっていた女子たちも、彼が真剣に犯人を捜していることがわかると、なにも言わなくなった。それは無視に近かったが、悪意を感じるようなものではない。むしろ、マリオに犯人を捜し出すことをお願いしているような沈黙だった。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、それぞれのグループが連日交代でアルバイトをしているＭＧＢＣ。こうして客観的に見ていると、彼女たちは彼女たちで必死に男性客と関わろうとしているのがわかった。

　誰だれもが自分の男性恐怖症をいいことだとは思っていないのだ。早く治したい、だけど勇気がない。そんなジレンマの中で、一生懸命過ごしていることを知ると、Ｄ組の女子のためにも真犯人を捕まえなくてはならないと彼は思った。

　一週間後、大雨が降った。マリオは傘かさをさしながら、じっと店内を外から睨にらみ付ける。無力な少女たちを卑ひ怯きような手段で切り取る盗撮犯を、マリオは待ち続けた。

　夕暮れ時も過ぎ、もうすぐ閉店の時間。今日も成果はない。怪しいと思えば、誰もが怪しく見えてしまうために、犯人を捜しようがない。あるいは、マリオが気がつかないうちに、犯罪は重ねられているのかもしれない。

「お疲れ様です」

　いつの間にか少し離れた場所に、片手に傘を持ち自転車に乗った晴はる子こがいた。

　髪の毛を雨に濡ぬらし、寒そうに体を縮ませている。空を見上げると、曇の隙すき間まからひとつだけ星が見えた。

「今日は大雨になるって言うから、早く帰らないと危ないと思いますよ。宇う田だ川がわも水が溢あふれそうなんだって」

「大丈夫、閉店までまだ時間があるから、もうちょっと見張ってる」

「だって、もう一週間連続ですよね？　体、壊しますよ？」

「平気だってば」

　彼女はブルブルッと体を震わせる。今日はＭＧＢＣでの仕事がないのに、彼を心配して様子を見にきてくれたのだ。二人の体は冷え切っていた。これがもしドラマの中だったら、そっと寄り添そって抱き締め合うのかもしれない。だが、ここにいるのは男性恐怖症の少女だ。ロマンスは生まれそうになかった。

「マリオ、ごめんなさい。実はちょっとだけ、疑ったんです」

「そうなの？」

「うん。でも、やっぱり、マリオはそんなことする人じゃないって思ったから。本を大切にする人に、悪い人はいないから。それで、署名を集めました。五人しか集まらなかったですけどね」

　てへへ、と言って晴子は鼻の頭を指で撫なでる。

　本当は本を大切にしているわけじゃない。それに関わる女の子たちのことを思っているだけだ。だけど、マリオは自分の気持ちをどう言葉にしていいのかわからず、黙だまっていることにした。ともかく、男性恐怖症の五人が自分のことを信じようとしてくれた。だとしたら、その気持ちに応えなくてはいけない。

「わたし、大切な日っていつも雨なんですよね」

　ビニール傘を叩たたく雨の音が、彼女の声から明るさを少しだけ奪う。

「晴はる子こなんて名前なのに、大事な日はいつだって雨。笑っちゃいますよね」

「俺おれも大事な日は竜巻とか洪水とか雷とかだよ」

　彼の言葉を聞いて、晴子はきょとん、とした顔になった。

「なんですか、それ」

「いや、マジで。入学式とか卒業式とか、受験とか。そういう時は災害中心。いいじゃん、雨ぐらい。俺、雷で体が透けて骨見えたことあるんだから。本当に」

「……あはは。あは、あははは。嘘うそばっかり」

　本当におかしそうに晴子は笑った。マリオは冗談を言っているつもりはなかったのだが、彼女の笑顔を見て悪くない気分になる。

「そっか、雨ぐらいなんてことないですね。あははは」

　その時、店内で小さくなにかが光るのが見えた。最初は雷がショーウインドウに反射したのかと思ったが、中から女子の悲鳴が上がったので、マリオは確信する。

「宮みや前まえ！　出たぞ！」

「う、うんっ」

　彼は傘かさを放り投げて、ＭＧＢＣに向かって駆け出した。入り口に入ろうとした時、中から男が飛び出てきてマリオにぶつかる。彼は帽子もかぶっていなければ、サングラスもしていなかった。ただ、顔をはっきりと確認することはできない。

「きゃあ！　マリオ！」

　犯人とぶつかって道路に倒れ込んだマリオを見て、晴子は声を上げる。彼は右手を挙げて「大丈夫」と笑ってから、犯人を追って走り出した。彼女はどうしていいかわからなかったが、二人を追って自転車を漕こぎだす。

「待て！　絶対に逃がさないからな！」

　マリオは犯人を追って、南みなみ青あお山やまの街を全力で走った。骨こつ董とう通りを抜け、表参道の方まで犯人は逃走する。思ったよりも足が速く、追いつきそうにない。それどころか、少しずつだが距離が離されていく。背後から、晴子が自転車に乗ってやってくるのがわかった。

「宮前！　危ないからお前は待ってろ！」

「だ、だって、マリオは!?」

「いいから！」

　原はら宿じゆくの駅前まで犯人は辿たどり着くと、代よ々よ木ぎ公園沿いを渋しぶ谷や方面へと向かった。手にはマグライトを持っているようで、暗がりを難なく進んでいく。マリオは階段の段差などに躓つまずきながら、彼を見失わないようにするので精一杯だ。

　渋谷公会堂を横切り、公園通りを渋谷駅まで犯人は走る。風が強く、雨は激しくなる一方だ。センター街の辺りで、マリオは犯人を見失ってしまった。少し遅れて晴子が到着し、不安そうな顔をして彼のことを見つめる。

「大丈夫、俺おれが絶対に犯人を見つける。絶対に……」

　夜の渋しぶ谷やをマリオは走り回った。何度も先に帰れと言われたものの、晴はる子こも彼の後をついてくる。汚く濁にごった渋谷川が、大雨により溢あふれそうになっていた。名前もない小さな橋の上で、二人は呼吸を荒くして座り込んだ。

「はぁはぁ、疲れた……」

「マリオ、もう帰ろう？」

「いいや、まだだ、まだ」

　マリオが顔を上げると、すぐ近くでマグライトが光るのを見つけた。闇やみに紛まぎれて、犯人が二人の去るのをやり過ごそうとしていたのである。

「見つけた！　てめぇえ！」

　彼はなんとか立ち上がると、犯人に向かって駆け出す。それに気づいた犯人は、慌あわてて雑居ビルの隙すき間まに逃げようとした。その時、どこからか突風が吹いた。そして、なにかが川に落ちる音が冷たく響く。悪い予感がして振り返ると、自転車に乗ろうとした際に風に煽あおられた晴子が、渋谷川に転落してしまっていた。

「宮みや前まえ!!」

　マリオは橋から身を乗り出して彼女を捜す。川という名前がついていても、実際はコンクリートで整備されている用水路のようなものだ。インクのように真っ黒な水の中、晴子の姿はどこにも見えなかった。振り返ると、呆ぼう然ぜんとしていた犯人が我に返って逃走しようとしている。

　心の中がグチャグチャになるのをマリオは感じた。

　いつか、同じようなことがあった気がする。逃げるな、と強く誰だれかに対して思ったことが。

「ちくしょう！　待てよ、お前！」

　彼は犯人に向かって怒鳴りつける。その鬼気迫る声に、彼は思わず立ち止まった。

「お前な、男なら助けろよ！　お前は最低の奴やつだけど、そこまで落ちてねえだろ!?　目の前で女の子が死にそうになってんだよ！　見捨てんのかよ！」

　彼は戸惑っているように見えた。今なら逃げられる。走り出しても、マリオは追ってはこないだろう。

「黙だまってんじゃねえよ！　男なら女を助けなくちゃダメだろ！　それが男だろ!!」

　マリオはそれだけ言うと、もう犯人の方は見なかった。激しく流れる川の中に、躊ちゆう躇ちよせずに飛び込んだのだ。川の流れは見た目以上に激しかった。体が引きちぎられるような痛みを伴って、濁った水が彼を襲う。濡ぬれた服が体にまとわりつき、上う手まく泳ぐことさえできない。そうしている内に晴子は水面からゆっくりと沈んでいく。

「宮前！　宮前！」

　マリオは力いっぱい声を絞り出し、彼女に届くように呼びかける。一瞬、水面に晴はる子こが顔を出したが、彼女は眠りに落ちそうな目で彼のことを見るとすぐに水の中に姿を消した。

「ちくしょう！　ちくしょう！」

　肺いっぱいに空気を吸い込み、マリオは水中に滑り込む。水は汚れきっていて、視界などまったくない。灰色の水中の中を、両手をいっぱいに伸ばして晴子を捜す。

　体中に砂じや利りがぶつかり、刺すような痛みが眼球を圧迫した。それでも彼は、晴子の姿を求めて水の中を乱暴に泳ぐ。引きつるような肺の痙けい攣れんに、彼は自分の体の限界を感じた。なんとか水面に顔を出し、湿った空気を体に送り込む。自分の声さえ、耳に届かない。水の流れる音だけが、不吉な出来事を告げるように鼓こ膜まくを震わせる。

　見渡しても晴子の姿は水上にはない。きっと、まだ川の中だ。彼は手当たり次第の空気を道連れにして、もう一度水の奥へと潜り込んだ。

　だが、やはり彼女の姿は見えない。煙のように舞い上がる砂利、汚水の中では目を開けているだけで激痛が走った。

「宮みや前まえ！　どこだ！」

　水の流れの中では、いくら声を出しても無む駄だであった。晴子に聞こえてるとは到底思えないが、それでも彼は叫さけび続ける。

「どこだよ！　あきらめるな！　あきらめちゃダメだ！　こっちにこい！　俺おれのところにこい！」

　幻だろうか。ボンヤリとした光が水中をゆっくりと横切るのが見えた。あるいは、幻だとしても頼るしかない。マリオは手を思い切り伸ばして、消えそうな明かりに手を伸ばす。

「マリオ……」

　声が聞こえた気がした。間違いない、もっと、もっと手を、もっと、光の元へ。

　その瞬間、目の前に彼女の顔が浮かび上がった。胸元にマグライトを抱えて、頬ほおをリスみたいに膨ふくらませている。

「宮前！」

　晴子の体を抱え、全力で水面へと向かう。暗闇の中で、彼女が自分を思い切り掴つかむのがわかった。助けて、助けて、置いていかないで。

「任せろ!!　今すぐ助けてやる！」

　水柱を上げて、二人は水面に顔を出す。周囲の背景が変わっているところを見ると、ずいぶんと流されたようだ。橋からだいぶ離れてしまい、雑居ビルが巨大な壁のようになって川の両りよう脇わきに連なっている。ここから地上に上がることは不可能に近いだろう。

「マリオ……マリオ……」

　口から水を吐きながら、晴子が呟つぶやく。

「怖いよ、マリオ。怖いよ」

「大丈夫だ、だから心配するな！　俺おれに任せろ！」

「怖いよ、わたしを置いていっちゃう。わたしを捨てようとする」

「誰だれもお前のこと置いて行ったりしない！　俺はお前を見捨てない！」

　そうは言いつつも、体力は濡ぬれた服と低い水温に奪い取られ手足を満足に動かすこともできない。雨粒が試練のように二人の顔を叩たたきつけ、何度も水中に沈めようとする。

「負けるかああああ！」

　マリオは空中に手を伸ばした。そこになにかがあるなんて思っていない。ただ、手を伸ばした。きっと、どうにかなる。

「しっかり持つんだ！」

　聞いたことのある声がした。そして、力強く腕が引っ張られるのがわかる。

「あきらめるな！　この手を離すな！」

　声は何度も繰り返した。救いの手を掴つかむ右手、晴はる子こを抱き締める左手、マリオはその二つに全部の神経を集中させる。何度か体が大きく揺れ、燃えるような痛みが腕に噛かみ付く。だが、チャンスがあるはずだ。小さなチャンスが。少しのタイミングが。

　雨雲が風に押され、月が一瞬だけ顔を出した。その時、川の流れが二人を解放するように緩ゆるくなる。今だ、この瞬間しかない。

「今だ！」

　声の主はマリオの手を思い切り引っ張った。マリオも全身の力を込めて、救いの手を掴む。さっきとは違う橋から、何者かが手を差し出していたのだ。

　体を束縛する水流がゆっくりとマリオと晴子から離れ、二人は地上へと逃げ出した。

「はぁはぁはぁ……。まったく、きみはめちゃくちゃだな」

　そう言ったのは、美み鈴すずの兄の天てん馬まだった。彼は、雨に濡れて酷ひどい顔をしている。

　こんな雨の日に、偶然この場所にいるわけはない。ということは。

「盗撮の犯人は……あんただったのか……」

「そうだよ。僕だ」

　どうして彼が、あんなことをしたんだろう。疑問が湧わき上がったが、それよりも晴子が心配だ。マリオの腕の中で、晴子はマグライトを抱えたまま意識を失っていた。

「どうするんだ、マリオくん」

「…………じ、じんこうこきゅう」

　マリオはアスファルトの上にハルコを寝かせると、鼻をつまんで顔を近づけた。顔色を失い、人形のようになった彼女は美しかった。肌が冷たく、体温がまったくない。

「晴子……」

　彼はゆっくりと自分の唇を彼女の唇に重ねた。そして、冷え切った吐息を力強く送り込む。何度それを繰り返しても、晴子は反応しない。それでもマリオは、根気強く、丁寧に呼吸を繰り返す。



    

  
    
      



    

  
    
      「……う……うぅ……」

　小さな痙けい攣れんを何度かした後に、晴はる子こは水を口から吐き出した。激しく咳せき込こみ、ゆっくりとだが自力で呼吸を始める。

「はぁはぁ……助かった……よかった……宮みや前まえ……」

　彼女はゆっくりと目を開けた。充血して真っ赤になっている。

「大丈夫か、宮前？　なにか言いたいのか？」

　力なく垂れ下がった手を握ってやり、マリオは問いかける。すると、彼女は途切れ途切れにこう言った。

「ごめん……マリオ……もうちょっと……距離……取ってください……」

「はい」

　マリオはそそくさと、正座したまま一メートル離れるのだった。



　　　　★



　翌日、マリオの謹きん慎しんは解除され、二人はなんてことないふうに学校に登校した。もちろん適度な距離を保ちつつ。

　Ｄ組に入ると、静しずかが慌あわてて声をかけてくる。

「おいおい、大変や！　ＭＧＢＣのスタッフルームに、謝罪文と写真のネガが置いてあったんやって」

　盗撮犯人からのお詫わびの手紙と、今まで撮った写真のネガが置いてあったのを開店準備をしていた女子が見つけたらしい。

　そこには、今までの自分は間違っていた、もう二度としないと書いてあったのだそうだ。ちなみに、そのネガの中に美み鈴すずの写真だけがなかったという。

　晴はる子こは曖あい昧まいに頷うなずくと、マリオを手招いて廊ろう下かの隅へと移動した。

「よかった、マリオ。誤解、とけたね」

「いや、とけてないだろ。あれ、俺おれが謝罪文書いたって話になったら意味ないし」

「でも……犯人、天てん馬まさんですよね？」

「うん、そうだな。うん、そうだよ」

「どうするの？　許してあげるんですか？」

「それは俺らが決めることじゃないよ」

　マリオは、晴子が息を吹き返した後にした、天馬との会話を思い出す。



「どうしてこんなことしたんだよ」

　今にも殴なぐりかかりそうな勢いで、マリオは天馬を睨にらみつける。

「言えよ！　なんでこんなことしたか言えよ！」

「…………すまない」

「すまないじゃないだろ！　答えろ！　答えろ天馬！」

「ちょっと、待って、マリオ」

　弱々しい声で晴子が呟つぶやく。マリオは彼女を抱きしめてあげたいと思ったが、貧血を起こされたら困るので適度な距離まで近づく。

「そんなに、怖い顔をしないで。マリオは、優しいままでいてください」

「こんな状況でそれ言われてもなぁ」

「お願いです、ね。天馬さん、悪い人じゃないと思いますから」

　彼女は精一杯の力を振り絞ると、なんとか笑顔を作った。男の人を信じたい、という切ない笑顔。目の前の現実を受け入れたくない、という頼りない笑顔。

　そのまま晴子は、気を失うようにゆっくりと地面に倒れ込んだ。

「……宮みや前まえはああ言ってるけど、俺は許さないからな」

　降り続く雨の中、天馬を追及すると、彼は情けない声で呟いた。

「僕はね……美鈴を愛しているんだよ」

「だったら、どうしてあんなことしたんだよ」

「美み鈴すずに不自由な思いをさせたくなかったんだ。僕の家は男の僕にだけ優しくて、女の美鈴には厳しかった。よくある昔ながらの家庭だね。いつも美鈴は親に冷たくされていたよ。それでも美鈴はいつも笑って、なんてことない顔をしてた。僕はお小こ遣づかいを貰もらっていたけど、美鈴は貰ってなかった。僕はそれを知らなかったんだ。あいつが僕の部屋に来て、僕が買った漫画を読んでるのは、そういうのが好きだからだと思ってた。だけど違ったんだ、それしか読むものがなかったんだ」

「ジョーとか？」

「え？　あ、うん。そうだね。それを知ったのは、去年ぐらいかな。それで僕は、美鈴が女の子だというだけでいかに差別されているか思い知った。だから、あいつには贅ぜい沢たくをさせてやりたかった。なんでも欲しいものを買ってやりたかった。欲しくなくても、たくさんのものを与えたかったんだ。元々あいつのことを愛していたけど、そのことがあってから余計に溺でき愛あいするようになったのかな」

　彼はアスファルトに腰を下ろし、ポケットからタバコを取り出して吸おうとした。しかし、雨に濡ぬれてグシャグシャだったのでそのまま遠くに放り投げる。

「未成年のくせに……」

「うるさい。最初は僕のお小遣いを全すべて美鈴のために使ってたんだよ。だけど、それじゃ全然足りない。もっとあいつに贅沢させてやりたい」

「それであんな写真を撮って雑誌に送ったのか？」

「そうだ。友達があの雑誌を持ってて、それで知ったんだ。Ｄ組の彼女たちは、僕を完全に信用してたからね。盗撮ぐらい簡単だった。なあマリオくん、このことを美鈴には黙だまっていてくれないか？　僕は、いつまでも良い兄でいたいんだ。もう二度としないから、いいだろ？」

　マリオはスニーカーを脱いで、中に溜たまった水を天てん馬まの顔にかけた。

「バカ言ってんじゃねえよ。俺おれは澤さわ崎さきさんに全部言うよ。あんたがやったってことも。なにもかも」

　顔に泥水をかけられた天馬は、苛いらついた調子で言う。

「なんて奴やつだ。お前は僕の気持ちなんてわからないんだ。くそっ」

「あんたの気持ちなんてわかんないよ。でも、澤崎さんの気持ちはわかる。アニキがそんなことしたのを知らずに過ごすなんて、かわいそうだ。あの子、男性恐怖症で、あんただけ大丈夫なんだろ？　それなのに、そのあんたも彼女を裏切るのかよ」

「だけど、言ったら僕は美鈴に嫌われてしまうんだ。そうなったら、生きていけない」

「知らねーよ。だけど俺は思う。隠してて上う手まくいっても意味ない。全部真実を言って、嫌われて、それでもあんたが澤崎さんのことを愛してるなら、許してもらう努力をすればいいんだ。あんたはその努力を放棄してる。最悪だ」

　呆ぼう然ぜんとした顔で天てん馬まは口を動かした。声は出てこない。よほどショックを受けたのだろう。

「あんたが澤さわ崎さきさんとやり直せる唯一の手段は、全すべてを彼女が知った上で、また信頼関係を取り戻すことだ。それができなきゃ、ダメ」

　足にスニーカーをねじ込むと、マリオは立ち上がってから言った。

「もう、これ以上男の人を嫌いにさせないためにも、ちゃんとしなよ。だから俺おれは彼女に言う」

　彼はいつの間にか眠ってしまった晴はる子こを背負って、マンションへと帰ろうとする。

　眠っている間なら、近づいても触っても大丈夫だろう。

「待ってくれ」

　背後から、弱々しい天馬の声が聞こえた。

「なんだよ。言い訳か？」

「そうじゃない。聞いてくれ。僕が……僕が、自分の口から美み鈴すずに言う」

「……本当か？　信用できない」

「信じてくれ。きっと、言うまでに時間はかかると思う。言ったら言ったで美鈴を傷つけてしまうと思う。だけど、マリオくんの言う通り、これは自分で責任をとらなくちゃいけないことだと思う。何年かかっても、もし許されなくても、これは、僕と美鈴とで解決しなくちゃならない」

　マリオは晴子の体温がゆっくりと戻ってくるのを背中に感じながら、笑顔を浮かべる。

「天馬……さん、オッケ。カッチョイイ」

　場違いな言葉に、天馬は驚いたような顔をした。それから、クスクスと笑い出す。

「マリオくん。きみこそカッコイイよ」

「さんきゅ。んじゃ、俺帰るから。あ、あと宮みや前まえにマグライト投げてくれてありがとう。あの光がなかったら、助けられなかったと思う」

「いいんだ。僕にできることは、それぐらいだ」

　マリオは何度か後ろを振り返ったが、天馬はずっとその場から立ち去ろうとはしなかった。



「ちょっと、マリオ？　考え事？」

　すぐ近くで晴子の声が聞こえ、彼は我に返る。

「ううん、なんでもない。まあ、あの人のことは放っておいても平気だよ」

「放っておくの!?　だって、犯罪でしょ？」

「大丈夫。何年経たっても、悪いと思ったら自首するだろうし。それに、あの人にはまだやらなくちゃいけないことが残ってるから」

「なにそれ。全然わかんないよ」

「あれ？　なにしてるのですか？」

　二人一緒に振り返ると、美み鈴すずがカバンを持って立っていた。なにも知らずにいる、美鈴だ。

「犯人さん、盗撮写真のネガを返してくれたそうですね。よかった……。これで少し安心できるのです」

「そうだね」

「それじゃ、お二人の邪魔しちゃ悪いかもなので……」

　彼女はそう言うと、小さな歩幅で教室へと入っていった。

　二人の邪魔？　マリオと晴はる子こは、普段よりも少しだけお互いの距離が近いことに気づいて、素早く離れる。

「そろそろ授業だろ？　俺おれは廊ろう下かの席に座るからさ」

「う、うん……。わたしは教室に入ります……」

　晴子は妙にギクシャクした動きで廊下を歩き、Ｄ組のドアの前で立ち止まる。

「あの、マリオ！」

「なんだよ？」

　ゆっくりと振り返り、彼女はマリオの元まで戻ってきた。

「昨日はありがとう」

　そう言って右手を差し出す。これは、握手なのだろうか？

「どういたしまして」

　マリオは差し出された手を握らずに、頭を下げた。

「あの、大丈夫な気がするんです。今日は。なんとなく」

「手？　握っても？」

「う、うん……」

　真剣な目で晴はる子こはそう言った。

「わかった」

　マリオは、たんぽぽの種を触るように、優しく彼女の手を両手で包み込む。

　１……２……３……。

「クルクルクル、きゅぅぅ～」

　予想通り、彼女は目を回して廊ろう下かに倒れてしまった。

「まあ、三秒は我慢できたし、いつもより大丈夫なのかな……」

　マリオはグッタリしている晴子を背負って、保健室へと歩き出した。



    

  
    
      



    

  
    
      

エピローグ　ハルヤマハルコ





　ＭＧＢＣ、今日はマリオだけが店内にいる。女子たちはスタッフルームで休きゆう憩けい中である。彼はレジの中にあるイスに座って、ボケーっと暇ひまをつぶしている。

　例の一件からウエイトレスの衣装は廃止となり、今は以前と同じ制服の上からエプロンを着用している。

　男性客の足は遠のき、品しな揃ぞろえの悪さからお客さんも滅多にこない。マリオの七倍作戦伝説（と、今では言われている）の前と変わらなくなってしまったのだ。

「暇だ……。今度はブルマで牛丼どんとかどうかな。いや、それ本屋関係ないしな」

　ブツブツと妄もう想そうを膨ふくらませていると、自動ドアが開いて男性客がやってくる。彼は帽子にサングラス、おまけにマスクのミスターＸだった。

「いらっしゃいませ……」

　花粉症の季節もピークは過ぎているというのに、まだこの重装備。なにか理由があるのだろうか。彼は真まっ直すぐにレジに近づいてくると、カウンターの上に絵本を置いてから、頭を小さく下げた。

「晴はる子こを助けてもらったそうで。ありがとう」

「え!?　あ、はぁ……。は、はい。どうも」

　このミスターＸは、晴子とどんな関係なのだろうか。彼は不思議に思いながらも、聞いていいものかどうか迷う。

「麗れい子こから話は聞いてるよ」

「麗子さんから？　あの、失礼ですけど……あなたは……」

　ミスターＸは、帽子もサングラスも、マスクもあっさりと取ってしまった。その顔を見て、マリオは声が出なかった。晴子にそっくりだったからだ。

　その時、マリオは少しだけ思い出した。この男性に、何度か会ったことがあることを。まだ幼い頃ころだ。古ぼけた家の書斎のドアを開けて彼を見つけたのだ。

　覚えている。隣には小さな女の子がいた。マリオは少女の手をきつく握っていた。彼女はひどく悲しそうな顔をしている。思い出せるのはそこまでだった。何が起こったのか、細かいところまではわからない。ただ、この男性がマリオの隣にいた少女、宮みや前まえ晴子を傷つけ、男性恐怖症にしたのだと確信した。

「あの子から色々聞いてると思うけど、わたしにも事情があってね。今はまだ、言えないんだ。勇気がなくてね」

「は、はぁ……。その、言えないことってあると思いますけど、いつか言った方がいいと思いますよ？」

「わかってるさ。しばらくはここには来ない。きみに晴子を任すよ」

「任されましても」

「きみのこと、気に入ってるみたいだしね。ほら、子供の頃だって、晴子が泣いていると、いつもきみは慰なぐさめてくれてただろ？　頭を撫なでてね。あの時から、きみは晴子のことを守っててくれてたものな」

　そう言ってミスターＸは笑った。

「子供の頃？　あ、はぁ。そうですか。はは、ははは」

　マリオも、愛あい想そ笑いを浮かべる。

「あれ？　お客さんですか？」

　スタッフルームのドアが開き、晴子がパタパタとレジにやってきた。彼は自然な動きで帽子とサングラスをつけると、彼女に向かって笑いかけた。

「こんにちは、いいお店だね」

「え!?　あ、はい。ありがとう……ございます……」

「それじゃ、失礼するよ」

　彼はそう言って、店から出ていった。晴子は不思議そうな顔をしてマリオを見る。

「あの、なんですか？　あの人？　本の取り置きじゃなくて？」

「違う。なんだろうね？　わかんない」

「ふーん……。あれ、この絵本」

　晴はる子こはミスターＸがレジに置いた絵本を見て、表情をほころばせた。

「これ、パパが小さい頃ころに読んでくれた本です」

「ふーん。そっか……」

　マリオは振り返り、南みなみ青あお山やまの雑踏に消えていく人物の背中を眺める。

「あ、そんなことはいいのです。あのですね、聞いてください」

　晴子は、ミスターＸのことなどすっかり気にしないで不機嫌そうに言った。

「静しずかが、マリオとわたしが結婚すればいいのにって言うんです」

「は？　なんでよ」

「結婚したら、春はる山やま晴子になるからって。やですよー！　そんな変な名前！」

「知らないってば……」

「やだったらやですよー！　どうにかして！」

　なにをどうすればいいのだろうか。

　マリオは、口の中で「春山晴子」と声に出さずに何度か繰り返した。

　うーん。そんなに悪くはないと思う、よ。たぶん。



    

  
    
      　　この物語に登場する人名・地名・商品名などは全すべて創作であり、実在のものとは関係ありません。たとえ、「あれ、これあきらかに○○なんじゃないかしらん？」とか思ったとしても、これホント、全部フィクションということでよろしくお願い致します。

　　いや、ね。察してください。色々と。



    

  
    
      


あとがき（もしもし、ピーチです！）





　プルルルプルルル……ガチャ

「もしもし。桑島です」

「はーい、ピーチでーす。あとがきですよ」

「あ、はい。どうもです。あとがきですね」

「で、どうよ？　今回のお話は」

「えーとですね、なんというか、頑張りました」

「シュッ、シュッ、シュッ」

「なんすかそれ」

「もっとなんかないの。ちゃんとなさい。ちなみに回転斬ぎり」

「ええと。男の子と女の子の話を書きたいなあと思いまして。基本的に異性同士って好きだけど嫌い合うみたいな感じで、そういうのが出せればいいかなって」

「わがんね。わがんねっぺ」

「うわ。八やち街また弁だ。というか八街は良いところなので、みなさんぜひ行ってください」

「なんもないけどね。落らつ花か生せいぐらいしか」

「本当ですね。畑ぐらいしか。嘘うそです。牛もいます。田んぼもあります」

「八街ナメンナ。で、どうして八街と南みなみ青あお山やまなの？　理由を述べよ、理由を」

「八街は僕の田舎いなかなんですよ。で、南青山は都会の象徴ですね。南青山である必要はなくて、東京のシンボルとしての名前ですかね」

「あれだっぺ？　小説のタイトル、勢いだけで決めたっぺ？」

「はい。勢いだけで決めました。ごめんなさい」

「落花生配って回ったの実話だよね？　お母さんに持たされてたよね？」

「持たされてました。ごめんなさい。東京怖かった」

「今でも怖いくせに。原はら宿じゆくとか」

「怖いです。ごめんなさい」

「さ、じゃあ最後にお礼を述べよ。シュッシュッ」

「執筆にあたり、ＭＦ文庫ＪのＭ様、Ｋ様、そして書店に関するアドバイスをくださったＳ様、そしてアイデアを出した時に相談に乗ってくださったＣ様、八街の親しん戚せきのみなさん、素敵なイラストを描いてくださった湖湘こしよう七しち巳み様に感謝します」

「よしよし。じゃあ次もガンバロー。あればだけどね。ピーチでした」

「頑張りまーす。桑島でした」

　ガチャ……ツーツーツー…………



    

  
    
      

　著者

　桑島由一（くわしま・よしかづ）

　　１９７７年９月26日、東京生まれ。ゲームシナリオや作詞、小説、イラストまで手がけるマルチなクリエーター。

　　代表作に『神様家族』『グリーングリーン』（ＭＦ文庫Ｊ）『TO THE CASTLE　トゥーザキャッスル』（スーパーダッシュ文庫）『引きこもりマニュアル』（英知出版・共著）など多数。

　公式ＨＰは「クリアラバーソウル」。

　http://www.clearloversoul.jp



　イラスト

　湖湘七巳（こしょう・しちみ）

　　関東出身・在住の学生イラストレーター。

　　アンソロジーコミックでイラストデビュー。

　　小説挿画は本作が初めて。



　公式ＨＰ「極楽浄土彼岸へ遥こそ」

　http://homepage3.nifty.com/shichimi/



    

  
    
      

南青山少女ブックセンター①



発行日　　２００６年３月１日

著　者　　桑島由一

イラスト　湖湘七巳

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©2004 Yoshikazu Kuwashima



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『南青山少女ブックセンター①』（２００４年６月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      
        		
          プロローグ「俺とダンプと美少女と」
        


        		
          第一章「八街人間教材」
        


        		
          第二章「それがＤ組」
        


        		
          第三章「南青山少女ブックセンター」
        


        		
          第四章「バリバリ七倍伝説」
        


        		
          第五章「晴れの日はいつも雨」
        


        		
          エピローグ「ハルヤマハルコ」
        


        		
          あとがき「もしもし、ピーチです！」
        


      


    
  

OEBPS/image/o_p067.jpg





OEBPS/image/o_p253.jpg





OEBPS/image/o_p157.jpg





OEBPS/image/o_p244.jpg





OEBPS/image/o_p017.jpg





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p128.jpg





OEBPS/image/o_p055.jpg





OEBPS/image/o_p147.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_01.jpg





OEBPS/image/o_p215.jpg





OEBPS/image/o_kuchie_02.jpg





OEBPS/image/o_p103.jpg





